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第 I章研究計画

1 .研究の背景、意義

助産師教育は、看護系大学学士課程における教育、大学学部の専攻科における教育、

大学院修士課程における教育、専門学校における教育など多様化している。その内、

学士課程における教育が最も多い。しかし、助産師教育においては、どの教育形態で

あろうとも、分娩介助を 10例以上経験することが義務づけられていることから、学

士課程に於いて助産師教育を行う場合には、看護師・保健師教育の統合カリキュラム

にて行うために、時間的ゆとりが無く、教員、学生ともに多忙であるという問題点の

指摘がある。我々は、平成 18年度から 3年間基盤研究 (B) で「看護系大学の統合

カリキュラムにおける助産師教育の到達目標に関する検討jの研究に取り組んできた。

その過程に於いて、教育方法の工夫によって、学士課程における助産師教育の利点を

生かした教育が可能であるとの成果を得た。しかし、どのような教育方法を講義、演

習、自己学習、実習にどのように用いたのか、また授業方法の違いによる教育方法の

違いや効果、関連性や一貫性があるのか等、教育方法の工夫については調査していな

い。助産師教育における教育方法については、分娩介助を含む産婦ケア能力の育成に

関わる研究が多く、堀内ら(1999、2005) 丸山ら(2007) の教育の実践報告におい

て、分娩期の実習方法や分娩介助実習中における分娩介助例数毎の能力到達度を明ら

かにしたものがある。また、中田ら (2006) は助産学の学生のレディネスを大学の基

礎看護学及び母性看護学において習得した技術に焦点を当てて、演習科目のあり方を

検討した研究がある。さらに、学内演習に使用可能な教材の開発として前原らの CG

を活用した骨盤内の胎児下降の 3次元モデル、平津らの妊産婦全身モデル人形がある。

しかし、それらの有効性や活用方法について、分娩介助を含む産婦のケア能力育成の

点からは明らかにされていない。

一方、看護教育においては、 PBLの導入や、模擬患者の導入、シミュレーション教

育、 OSCEの導入等が積極的に取り入れ始められており、助産師教育に於いてもそれ

らの取り組みが始まっている。しかし、講義から、演習、実習への一連の授業形態を

通した教育方法の開発について取り組まれた研究は見あたらなかった。助産師教育に

おいては、分娩介助を含む産婦ケア能力の到達目標を達成させるためには、講義、演

習、実習の一連の教授・学習方略において、どの授業にどのような教材を用い、どの

ような教育的な関わりを行うことが効果的であるのかを系統的に明らかにした研究は

みあたらず、研究する意義は高い。

2. 当該分野における本研究の学術的な特色・独創的な点

1 )助産師学生の分娩介助を含む産婦ケア能力の育成には、助産師免許を有しない学

生が母子 2つの命に直接的に関わるケアを 10例体験することが求められている。

しかし、近年においては、身体の侵襲を伴うケアを免許のない学生が実習すること

は大変難しくなってきた。その実習を行うための同意を得るためには、事前学習(講

義や演習、自己学習)における能力育成が求められると同時に、その指導方法の厳

密さも求められてきている O 本研究では、そのような臨床における課題を解決して、
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臨床における実習を容易にするための教育方法を開発することである。

2 )先行研究においては、分娩介助の授業方法のみ、或いは実習のみという、教育方

法や学習課題を限定したものであったが、本研究では、産婦ケア能力育成という助

産師教育のコアとも言える学習課題を取り上げて、その能力育成のための教育方法

を講義、演習、自己学習、実習という一連の授業方法の継続性、関連性を考慮した

上で、効果的な教育方法を開発しようとすることである。

3 )助産師学生を対象にした産婦ケア能力育成のための授業には各担当教員の創意工

夫によって、様々なものが使用されてきているが、時間、経費、人材などの点で講

義、演習、自己学習、実習などの一連の授業に使用可能な融通性があり、汎用性が

あり、効果があるものの開発は困難な状況であった。我々は、看護学士課程の助産

師教育に関する研究を共同で行い、教育実践経験も豊富で工夫を重ねながら教育を

行ってきた教員のチームであり、かっ教材か有識者の知見を活用しながら開発でき

ることから、すべての授業方法に活用でき、時期や場所も比較的柔軟かっ自由に使

用が可能な ICTの導入を中核とした教材を開発することである。

3. 予想される結果と意義

1 )助産師学生の産婦ケア能力育成を効果的にする教育方法として講義、演習、自己

学習、実習の各授業方法に連続性、関連性のある教育方法が汎用性のあるものとし

て開発できる O その結果、それを使用することによって、学生の学習への自発性、

積極性をもたらし、能力の到達を容易にし、教員の教育労力の省力化及び時間の短

縮化が図れる。

2 )産婦ケアにおける母子の身体侵襲を及ぼすケアに関わる技術学習のかなりな部分

を本研究により開発された教育方法及び教材を使用することによって、演習や自己

学習によって習得可能となり、実習での受け持ちケース及び実習上の指導者の同意

が得られやすくなり、実習機会を増やすことができる。

4. 研究目的

看護系大学の学士課程における助産学専攻学生の分娩介助を含む産婦ケア能力育

成を目標にした教育方法を開発することを目的とする。その目的を達成するために、

段階的に下記の目的を設定して取り組む。

看護学士課程で、助産師教育を行っている大学において、分娩介助を含む産婦ケア

能力育成を目標とする教科目の教授・学習法略の実態を講義、演習、自己学習、実習

別及び、その連続性、関連性について実態調査を行う。

上記実態調査を参考にして、分娩介助を含む産婦ケア能力の到達目標を効果的に達

成できる目標にした講義、演習、自己学習することを目標にした教育方法を講義、演

習、自己学習、実習の各授業方法のそれぞれに使用するものを各方略の連続性、関連

性を考慮して、考案する。

分娩介助を含む産婦ケア能力育成を目標にした授業(講義、演習、実習、自己学習)

に効果的に活用可能な ICT活用などによる教材開発を行う。
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5. 用語の定義

1 )分娩介助…分娩第 2期から第 4期までにおいて胎児が母子共に健康な状態で娩

出することを目標にした助産師に求められる一連の支援過程をいう。

2) 産婦ケア能力…分娩が開始した女性を分娩のために入院した時点から分娩終了

までの間に、助産師に求められる分娩経過診断、母子及び家族の心身社会的ケア(ア

セスメントに基づいた計画的なケア)、分娩介助の能力を言う。

3 )教育方法…教育の展開方法をいい、授業方法毎に、到達目標を達成するために

用いられる教材(資料、文献、視聴覚教材、他)のどのようなものをどのように用

いるのかを具体的に示したものをいう。

6. 研究方法

研究目的を達成するために、先ず、看護系大学学士課程で助産師教育を行っている

大学の産婦ケア能力育成(分娩介助を含む)を目標にした授業方法(講義、演習、自

己学習、実習)について実態調査を行う。次にその調査結果を参考にして、各授業方

法における効果的な教育方法を考案する。その教育方法を試用して、能力の達成基準

への到達度などを中核とした評価基準を用いて評価し、修正を行い、開発する。これ

らの研究を 2班に分担して取り組む。教材開発については、初年度から産婦ケア能力

の到達基準を効果的に達成させるために必要な教材について、分析検討をして、教材

開発に取り組み、試作品の試用・評価を経て完成させる。

7. 研究組織並ぴに役割分担

研究代表者である新道は研究全体の企画及び統括を行うとともに第 3班の研究の分

担者として参加する。

研究組織は研究分担者と連携研究者及び大学院生、各分担研究者及び連携研究者の

関与する実習病院の臨床指導者を研究協力者として組織し、下記の 3班に分担して研

究を行う。しかし、年 3回、研究代表者主催の全体会議を設けて、常に全体の方向性

を確認し、調整して、研究を遂行する。

3班共に、 1つの課題に取り組むことから、 3班は産婦ケアの能力の到達目標を共

有し、絶えず、他の班の研究の進捗状況を確認し、途中の成果を共有しながら進める

こととなる。

1 )第 1班…研究分担者の鈴木幸子氏を研究責任者として、連携研究者の、大井け

い子氏(青森県立保健大学)、石井邦子氏(千葉県立保健医療大学)でチームを組

んで取り組む。その他に、渡部尚子氏(聖路加看護大学)他大学院生及び臨床の助

産師を数人、研究協力者として含める。

2 )第 2班…研究分担者の遠藤俊子氏を研究責任者として、連携研究者である驚藤

益子氏(東邦大学)、村本淳子氏(三重県立看護大学)、吉永茂美氏(日本赤十字広

島看護大学)でチームを組む。その他に、大学院生及び臨床の助産師を数人、研究

協力者として含める O

3 )第 3班…研究分担者の吉沢豊予子氏を責任者として、同じく研究分担者である

森恵美氏(千葉大学)、成田伸氏(自治医科大学)、新道幸憲(研究代表者)でチー
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ムを組む。その他に、大学院生及び臨床の助産師を研究協力者として含める。

8. 平成 21年度の研究計画

1 ) 目的

看護系大学学士課程の助産師教育における産婦ケア能力育成の教育方法を講義、演

習、自己学習、実習のすべての授業に於いて実態調査を 2班に分担して行う。

第 1班…講義、演習、自己学習の各授業方法別に、到達目標、内容、方法(使用教

材も含む)、順序性、時間数等及び各授業方法問の連続性、関連性の実態と共に、その

効果(評価結果)を明らかにする。

第 2班…実習方略について、到達目標、内容、方法、指導者の役割分担、時間数、

産婦ケアの期間や例数を明らかにする。

第 3班…助産師教育における産婦ケア能力育成に関する教材及び、実践能力育成を

目標にした教材のうち、モデル人形、 CG(Computer Graphics)、等の使用によるも

のを収集し、その内容を分析する。

2 )方法

( 1 )第 1班

①対象

学士課程で助産師教育を行っている大学 5'"'--6校を選び、その各校で、産婦ケ

アの教授学習を担当している教員全員

②データ収集の方法

教員への個別面接(IC レコーダーに収録)及び講義、演習、自己学習に関

する授業案、教材等の既存資料の分析

個別面接に際しては、中田らの母性看護学との関連性に関する研究や丸山ら

の分娩介助能力に関する到達目標、研究代表者である新道らの研究による助産

師教育の到達目標の研究成果を参考に、インタビューガイドを作成し、また、

既存資料の分析の参考にする予定である。

③データ分析の方法

面接結果の逐語録データ及び既存資料を内容分析法によって分析する。

( 2 )第 2班

①対象

学士課程において助産師教育を行っている大学 2'"'--3校を選び、その各校に

おける実習担当教員及び実習指導者と実習学生 2'"'--3組

②データ収集方法

産婦ケア(分娩介助を含む)実習のア.実習目標、実習方法などの計画、評

価表等の資料収集と、イ.産婦ケア実習の受け持ち産婦 1例目から 10例目まで、

各例数の実習開始から終了までの特定時期における定点参加観察、ウ. 1例か

ら 10例までの受け持ち産婦のケア終了後、つまり分娩終了後に学生、教員、実

習場の実習指導者の三者を対象にしたグループ・フォーカス・インタビュー。

イとウのデータは許可を得て、 ICレコーダーに収録或いはデータ収集者によっ

てメモを作成する。
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参加観察及びグループ・フォーカス・インタビューのガイドには、丸山らの

分娩介助能力の到達度の研究、堀内らの臨床指導のありかたに関する研究を参

考にすると同時に、分担・連携研究者である村本、森、大井、石井らの研究成

果のうち、卒業時に期待される能力、教育方法の創意工夫、到達目標を参考に

作成する。

③データ分析方法

収集した資料、参加観察記録、グループ・フォーカス・インタビューの収録

データを逐語録に起こし、内容分析する。

( 3 )第 3班

①関係教材の収集

助産師教育における産婦ケア能力育成を目標にした教材及び看護教育におけ

る実践能力の育成を目標にした教材についての、ア.情報を文献及関係者から

の聴取により収集し、イ.それらの教材の中から平津らの開発したモデル人形

や前原らの開発した CG、ICT等を使用した教材を業者や研究分担者や連携研究

者などからの購入や借用などの方法により取り寄せる。

②収集した教材の分析

各教材毎に、それぞれの教育目標の達成度及び、目標とする能力の到達目標

に照らして、使用目的、教育効果や、問題点・課題、長所や短所、時間配分、

費用などを視点として、分析する。その結果を基に、開発する教材の方向性を

決定し、教材開発チームの組織化と必要な設備備品の整備を行う。
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第E章産婦ケア(分娩介助を含む)の教育方法の開発一講義・演習・自己学

習方法に関する実態調査

1 .はじめに

助産師教育は学士課程、大学学部の専攻科、大学院修士課程、専門学校と多様化し

ている。その中で最も多いのが学士課程であるが分娩介助を 10例程度経験すること

が義務付けられていることから学士課程でそれを行うには時間のゆとりがなく過密で

あるという指摘がある。私達は平成 18年度から 3年間基盤研究(B) I看護系大学の

看護学基礎カリキュラム(統合カリキュラム)における助産師教育の到達目標に関す

る検討」の研究に取り組み、教育課程の工夫によって学士課程における助産師教育の

利点を生かした教育が可能であるとの成果を得た。助産師教育の教育方法については

分娩期の実習方法や分娩介助例数毎の到達度を明らかにしたものがあり、学内演習の

効果的な教材として前原らの CGを活用した三次元モデ、ルの DVD教材、平津らが開

発した妊産婦全身モデノレ人形があるが、それらの産婦ケアの能力育成における有効性

は明らかにされていない。

そこで今回は看護学基礎カリキュラムで教育している大学における産婦ケアに関

わる科目の学内での教育の状況と内容を調査し、効果的な教育方法についての提案を

まとめたので報告する。

2. 研究目的

学士課程における助産師教育は時間数不足、過密等の問題が指摘されているが、教

育課程の工夫によって学士の利点を生かした教育が可能である。看護学士課程で看護

学基礎カリキュラムによって助産師教育を行っている大学において、分娩介助を含む

産婦ケア能力育成を目標とする教科目の教育・学習(自己学習含む)の内容と方法を

明らかにする。

3. 研究方法

1 )対象

看護学基礎教育カリキュラムにて助産師教育を行っている看護系大学 5校の助産師

教育に直接関わっている教員とした。 職位は教授・准教授・講師・助教とし、人数は

各校 2"'4名とした。

2 )調査実施校

公立 4校、私立 1校

3 )調査期間

平成 21年 10月'"12月

4) 方法

インタビューガイドに基づくグループインタビュー

シラパス、評価用紙、視聴覚教材の収集

実習室、演習室、模型等の写真撮影

5 )インタビュー内容項目 (資料 1・3参照)
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平成 20年度「看護系大学の統合カリキュラムにおける助産師教育の到達目標に関

する検討」の成果物である平成 20年度報告書に記載の「統合カリキュラムにおける

助産師教育の到達目標jから産婦ケア能力の育成に深い関連のある到達目標を以下の

通り抽出した。

①助産計画の立案・実施・評価の展開が主体的にできる

②助産診断・技術が的確に実施できる

③危機的状況にある母子とその家族への援助が指導助言によってできる

④女性とその家族の意思決定を支える援助が助言によって実施できる

⑤人の尊厳の重視と人権の擁護を基本に据えた援助行動ができる

⑥利用者を中心とした助産ケアチームの協働・連携が主体的にできる

⑦ 自己の専門性を深めるための看護(助産)実践ができるようにするために、自己

の看護実践を振り返り自己評価できる

さらに、それぞれの到達目標について目標に到達するためにどのように(内容と方

法、教材、時間で)授業しているか、目標に到達するための科目聞の関連性、授業の

評価(授業運営上の課題、学生の到達度、改善点など)等についてインタビューガイ

ドを作成し、それに基づきグループインタビューを実施した。

6 )データ分析の方法

インタビュー結果は承諾を得て録音し、逐語録を作成した。インタビューガイドに

沿ってその内容を要約して記述した。(資料 1圃4.5参照)

7 )倫理的配慮

研究の主旨を説明し、同意書に署名を得た者を対象者とした。

協力は任意であり、途中で中断することもできることを保証した。

研究協力大学名、および協力者の氏名が特定できるような情報は公開しない。

4. 結果

1 )調査対象校一覧

文学 動産擁教育入数 履修者 i 一実警察鶴

明学2年1年定度義} 
難定時購一

A (私立) 13名パ00-110名 3年次 3月 付属病院・他

B(公立) 6名(70名 3年次 12月 付属病院・他

C(公立) 2名1100名 3年次後期 県内病院

D (公立) 7名190名 3年次後期 県内病院

E (公立) 12名/127名 3年次後期 県内病院

2 )到達目標①~⑦に到達させるための教育内容と方法

助産科目開始前の事前準備

面接で自己の目標や課題を明確にしている(D)

一 7-

教衰の卦担

内容別

内容別

科目別・内容別

科目別・内容別

科目別・内容別



学習課題を課す(ADE)

異常分娩について春休みの課題にし、学生にプレゼンさせている(B)

課題について学生同士で授業をさせ、教員が確認(B)

オリエンテーションで国試 3年分の事項の記載箇所を確認させ、教科書の活用

方法を意識づけている(D)

早期の授業開始

助産履修者が決定してすぐ (3年 1月"-'3月)に開始(B)

母性看護科目との連続性

同じ教員が母性看護も担当し内容のすみ分け、連続性がある(ABCD)

母性看護科目で看護過程の展開の土台を作る(CD)

記録用紙を統一。内容や書き方で混乱しない(ABCD)

他科目との関連性

意思決定の支援は総合実習で行えている(C)

人権の擁護については看護の基本として 4年間の随所で触れている(AE)

看護管理でチームの協働・連携について講義している(A)

リスクの高い産婦、新生児の援助の理解

産科医、小児科医の授業を取り入れている(E)

胎児心拍記録の判読(E)

新生児蘇生のデモ(ACD)

周産期センターでの臨床講義(D)

吸引分娩の学内演習(D)

帝王切開のケアの具体的な授業(A)

異常妊産婦は助産師の範曙ではないと思わせないようにする(A)

紙上・ VTR事例・ SPでの実際に即した授業および自己学習

1事例の助産過程を時間をかけて丁寧に行う (A)

事例は実習病院の実際の入院カルテより情報を得て展開する(B)

VTR事例から SOAPやパルトグラムを書かせる(C)

初産婦の事例での助産過程が合格後、経産婦の事例に進む(E)

ノミースプランを助産計画に反映するよう教えている(B)

異常 3事例をペーパーペイシェントにして考えさせている(C)

シングルマザー等の事例を入れて保健指導の計画を立てさせる(C)

教員や院生が妊産婦役となり分娩介助の練習をさせる(ABCDE)

チームで協働できるように分娩介助演習で医師への報告、直接介助、間接介助の

役割を教員が助言する(B)

24時間演習室を開放、土日も技術練習できる(B)
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授業時間外、夏休み期間の実習室で自己練習や教員の指導が行われている(E)

ム揮の擁護、女性の意思決定の支援ができる能力の育成

遺伝看護で意思決定の内容がある(B)

助産業務管理、実習オリエンテーションで入れている(CD)

DVについて講義(BC)

女性の意思決定の支援についてロールプレイで「どうしましょうか」と産婦役

に問いかける、陣痛時に問し1かけないよう教え、学生は身についている(AD)

産婦役の教員から産婦としての感想を伝えている(E)

演習中にもプライバシ一保護を徹底させる(B)

茎宣Zノレープ学生と教員との一貫した教育
実習施設と担当教員を早期に決定し、事前学習や演習、技術練習、技術試験等

全てそのグループと教員で行う (ADE)

専門性を高め、自己の看護実践を振り返り自己評価できる能力の育成

総合実習では自己の課題に基づいて計画を立て、指導者と共に計画に基づいて振

りかえる(c)

演習や実技の評価項目(チェックリスト)を事前に学生に知らせ、教員の評価も

伝えるが、学生が相互に評価しあって学習している(ABDE)

助産過程、保健指導、技術等について学生間で評価し合う (BCD)

演習での表情や態度についてどう見えると思うかを問う (A)

自己評価を尊重する(D)

オスキー評価でも良いところと努力するところを学生に言わせる。言えるように

する (C)

実習前に分娩介助技術の実技試験を行う (E)

EBMを重視(CD)

卒研の学会発表を促す(D)

実習施設との連携

大学の物品や手順に実習施設があわせてくれる(A)

実習施設とおなじ分娩セットを用意して学内演習を行っている(E)

5.分娩介助を含む産婦ケア能力育成を目標とする教科目の教育・学習(自己学習含

む)の内容と方法ーまとめ

学士課程における看護学基礎カリキュラムにおける助産師教育は到達目標に到達さ

せるために、以下の種々な工夫によって学生の動機や主体性を高める教育を実践して

いる。

早期の授業開始や助産科目開始前の事前準備

他科目や母性看護科目との連続性



リスクの高い産婦、新生児の援助の理解

ペーパーペイシェント・ VTR事例・ SPを用いた実際に即した学習

人権の擁護、女性の意思決定の支援ができる能力の育成

実習グループ学生と教員との一貫した教育

専門性を高め、自己の看護実践を振り返り自己評価できる能力の育成

実習施設との連携

6. 効果的な教育方法の開発一試行案の作成

効果的な教育方法の開発のために、本調査の結果から多くの大学が取り組んでいた、

「助産科目開始前の事前準備JI実習グ、ループ学生と教員の一貫した教育」を取り一七げ

て、試行案を作成した。さらに、分娩介助技術の的確な習得と産婦の意思決定の支援

や人権を尊重した看護実践を目的として、すべての大学で、ペーパーペイシェントによ

る助産過程の展開や産婦役(学生や教員)を用いた分娩介助技術練習、および分娩介

助の実技の評価を実施していたことから、それを発展させて IOSCEによる実習前の

チェック」の試行案を作成した。試行後評価を行う予定である。

1 )助産科目開始前の事前準備

2 )実習グループ学生と教員の一貫した教育

3) OSCEによる実習前のチェック

7. 具体的な試行案

1 )助産科目開始前の事前準備

( 1 )事前学習[知識:認知領域]

目標:本格的に助産科目を開始する前に、母性科目の復習・助産科目の予習を行う

ことで、限られた期間内で効果的に助産科目を学ぶことができる。

内容:母性科目の復習

母性看護における看護過程の展開

助産科目の予習

方法:①ノートにまとめる。

②カードや手帳にまとめる。(実習中に活用できるサイズ)

③授業資料としてまとめる O

④国家試験の過去問題がどの項目から出題されているか確認させる(教科

書に付筆を貼る)。また、可能であれば解答しておく。

⑤PBL学習を用いる。

自己学習の確認方法:

①筆記試験を行う。

②学生同士でプレゼンテーションし、教えあう。

③個別面接を行う O 随時、追加・修正していく。

( 2 )事前面接[態度:情意領域]

目標:助産科目の学習(授業、実習)に関する不安を軽減し、モチベーションを高

める。
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①学生自身が現在抱えている不安や悩みを打ち明けられる機会となる。

②先の見通しがつく。

③自己効力感を高めることができる。

方法:①教員との個別面談を行う。

②上級生や卒業生との交流を深める。

2 )実習グループ学生と教員の一貫した教育

文献情報 内 廿前胃 コメント

1 原田通予、久 質的帰納的研究、研究対象新人助産師 7 名。 22~25 歳。 1) 教員と学生との
米美代子:新 アリティショックの構造を明確にすることを目的。新「臨人助床 関係も同様に、関
人 6ヶ月にお 産師にはプリセプターがついている。結果、構造は 係性がうまく行つ
こるリアリテ の場になれないJr十分な実践の準備状態がないJr実践に ていれば、安心し
ィショックの 必要なことを知らないJr自分への揺らぐ思いJrもどかし

て演習をおこない
構造、日本ウ い思い」であった。「もどかしい思い」には<納得がいかな

勉学に励むことがーマンズヘル い><抑圧される>のサブカテゴリーが含まれ、<抑圧さ
できるため教育効ス学会誌、 5 れる>ではプリセプターとの関係において、うまく付き合

巻 47-57、 っていかなくてはならない、迷惑をかけたくないという思 果があると思われ
2006 いを持っていた。プリセプターとの関係性において、うま るが、関係性が保

くいっていることで相談でき安心惑を得ることができる。 たれなければ、教
逆{;:関係性が保てないとプリセプターの存在が負担Lなっ 育効果はむしろ下
ている。 がるように息われ

る。
i 2 後藤桂子他: 総説。看護基礎教育プログラム」ついて実践的L研究し 直接的にはメン
新人看護師の た 18件について検討。学生から看謹師への移行体験のむず ターを評価してい
リアリティシ かしさ、困難を少なくするための教育法、移行体験の焦点、 ないが、教員と学
ヨツクを和ら 移行体験を容易にさせるためのプログラム等がある。この、 生の組み合わせを
げるための看 移行体験を容易にさせるためのプログラムのなかで、主主二

演習から実習にい
謹教育プログ 看護師メンターシッププログラムは、卒業まで 2学期を残
ラム:実践研 す学生を対象として、集中的なメンターシッヲ人よる臨床 たるまで同じ紐み

究文献レビュ 労働体験を行った。結果、学生の評価は肯定的であった。 合わせとすること

一、聖路加看 学生は看護知識の強化、適切なスーパーバイザーを受けた は学生が適切な助

護学会誌、 11 こと、意思決定のプロセスに関与できたことを評価してい 言を得られる。
巻 1号 45- た。
52、2007

3 唐沢由美子! 研究報告。新人 15名。職務上の国難と一人前九なるまで 学生の一一ズは、
他:就職後 1 に欲しい支援を明らかにすることを目的。結果、欲しい支 新人看護者がプリ
ヵ月と 3ヶ月 援は研修企画や勤務調整を含む環境調整。先輩看護師やプ セプターおよび師
に新人看護者 リセプターに対して看護技術の指導や業務遂行の援助、プ 長に求める支援と
が感じる職務 リセプターや同期看護者に対して精神的支え、母校に対し

同様であると考え
上の困難と欲 学習の場や精神的な支えであった。職務上の困難では<人
しい支援、長 間関係>ではプリセプターとうまくいかない。<教育環境 られる。演習から

野県立看護大 >では聞きにくい、自分の考えが伝わるように言えない、 実習まで教員と学

学紀要、 10: 指摘ばかりされる、教えてもらえない、仕事を認めてもら 生の組み合わせを
79-87 2008 えない、であった。新人看護者の欲しい支援はプリセプタ 継続することは本

ーには「身近にいて見守る人Jr業務遂行上の助田 Jr看護 研究からも読み取
実麗力の評価Jr他のスタッフとの調整役割Jr自主学習で れる。
きる時間の確保」などであった。師長(;:は「気遣いが感じ
られるかかわり Jr新人の成長を待って勤務を組むJr肯定
的な助言指導と看護が語れる関係Jr心身を休めることが|
できる労働環境Jr自主学習できる環境」であった。

助産師教育に関しては、一貫して同じ教員の支援を受けることの効果に関する先行

研究はなく、「プリセプタ一、新人教育、メンター」に関する文献から新人と指導者が

同じ組み合わせで継続指導する効果について言及したものを以下に示した。新人看護

師の支援に効果が見られたことから、事前準備~学内の授業演習科目~実習前分娩介

助技術チェックまで一貫して同じ教員から支援を受けるシステムを提案する。

3) OSCEによる実習前のチェック

( 1 )到達目標

分娩第 2""'4期の基本的な助産診断ができる。

分娩第 2""'4期の基本的な助産技術が原理原則に則り、状況に合わせながら実
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施できる。

自己の産婦ケアを客観視して評価指標に則り評価することができる。

臨地実習における自己の課題が明確にできる。

( 2 )実施方法

事前に事例の情報を提示する。事例は、典型的な分娩進行が予測される産婦と

し、初産婦/経産婦は問わない。多少のリスク(前期破水、 PIH、微弱陣痛、

等)はあってもよいが、王常分娩が予測される範囲とする。

事例の情報は、学生がケアを実施する直前の分娩第 1期の終わりまたは第 2期

のはじめ頃まで提示する。学生は、ケア開始までの経過を十分に理解し、助産

計画を立案する。

(助産計画立案の演習等、他の目的で提示した事例を継続してもよい)

ケアの実施は、分娩第 1期の終わりまたは第 2期のはじめの場面から胎盤娩出

後までとする。学生は、事前に事例の分娩経過をアセスメントして、助産計画

を立案してケアに入る。産婦の状況を観察しながら、適宜助産計画を修正して

ケアを実施する。学生が実施する主な助産診断・助産技術は以下のとおりであ

る。

主な助産診断:母子の健康状態、正常経過逸脱の予測、分娩第 2期の進行の予測

主な助産技術:分娩進行状態の観察、母子の健康状態の観察、分娩台への移送、

安楽な体位、補助動作の誘導、胎児娩出、胎盤娩出、分娩後の観

察、分娩後の安静保持

産婦役は、教員、臨地指導者、大学院生等、実際の産婦をリアルに演じられる

者が担当する。学生のケアに対して、臨機応変に対応していく。

胎児心音は、産婦役以外の教員が分娩進行に矛盾がないように調整する。

胎児・胎盤の娩出にはファントームを使用する O 娩出の速度等は、実際と矛盾

がないように調整する。

ケア実施後は、実習で使用する評価表を用いて自己評価をする。その後教員の

評価をうけ、自己評価が適切であったかを考える。

( 3 )他の科目等との連続性・関連性

分娩期の助産診断、助産技術に関する演習はひと通り済んでいる。(例:ペーパ

ーペイシェントの助産計画立案、分娩介助手順の練習、基本的分娩介助の技術

チェック等)

分娩介助実習の直前に実施する。

8. 今後の展開

試行案による効果を明らかにするために看護学基礎カリキュラムで助産師教育を

実施している大学において上記 3項目の試行案の介入研究を行い、評価を知識、態度、

技術の視点、から行った上で、さらに実習前の学内での教育内容や方法について検討す

る予定である。



第E章 産婦ケア(分娩介助を含む)能力の育成を目標とした助産実習の工夫

1 .はじめに

助産師教育における教育方法については、分娩介助を含む産婦ケア能力の育成に関

わる研究が多く、堀内ら(2005)、丸山ら(2007)の教育の実践報告において、分娩期の

実習方法や分娩介助実習中における分娩介助例数毎の能力到達度を明らかにしたもの

がある。また、中田ら(2006)は助産学の学生のレディネスを大学の基礎看護学および

母性看護学において習得した技術に焦点を当てて、演習科目のあり方を検討した研究

がある。さらに、学内演習に使用可能な教材の開発として前原らの CGを活用した骨

盤内の胎児下降の 3次元モデル、平津らの妊産婦全身モデル人形がある。しかし、そ

れらの有効性や活用方法について、分娩介助を含む産婦ケア能力育成の点からは明ら

かにされていない。海外においては、教育方法に関する研究は多くはなく、分娩の経

験例数別の到達度と実習教育に焦点を当てた研究は見当たらない。しかし、 DeborahS. 

Walker(2006)の粘土を使用した教育方法、 AnthonyLathropら(2006)の助産師の卒業

教育へのシミュレーション教育に関する研究があった。

一方、我が国の看護教育においは、 PBLの導入や、模擬患者の導入、シミュレーシ

ョン教育、 OSCEの導入についての案践報告があるが、助産師教育期間内に分娩介助

を含む産婦ケア能力の到達目標を達成させるために、講義から、演習、実習への一連

の教授・学習方略において、どの授業にどのような教材を用い、どのような教育的関

わりを行うことが効果的であるのかを系統的に明らかにした研究は見あたらなかった

ことから、本研究は、看護系大学の学士課程における助産学専攻学生の分娩介助を含

む産婦ケア能力育成を目標にした教育方法を開発することを目的とし、 3年計画で、 3

つの斑で分担して取り組んでいる。

第 2班は、看護学基礎カリキュラムによって助産師教育を行っている大学において、

分娩介助を含む産婦ケア能力育成を目標とする助産実習の目的・目標、実施の工夫、

評価、教員・指導者の役割について明らかにすることが目的である。 2009年度は、実

態を明らかにすることとした。

2. 2009年度の研究手順

1 )研究メンバーの体験した助産実習前・経過中・実習後の教育実態を語る

2 )語りの中から、より明確にすべき実態を 2009年度の調査目的・対象・方法・内

容の検討と調査計画書の作成

3 )調査の実施

4 )調査結果の分析

3. 研究メンバーの体験した助産実習前・経過中・実習後の教育実態

看護学基礎教育カリキュラムにおける助産教育の到達目標と実習について、「看護

系大学の統合カリキュラムにおける助産師教育の到達目標に関する検討」研究成果報

告書(新道、2008)p112 -119にある V群 19項目の到達目標をふまえ、意見交換をした。

表 1は「看護学基礎教育カリキュラムにおける助産師教育の到達巨標と実習」を示した。
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表 1看護基礎教育カリキュラムにおける助産師教育の到達目標

|マタニティサイクルにおけるヒューマンケアの基本に関する実践能力

リプロダクティブ・ヘルス・ライツを基本に捉えた援助行動

2) 女性とその家族の意思決定を支える援助

3) 
周産期母子のケアをコアにしながら思春期から更年期・老年期女性との援助的人間
関係の形成

立群 崩童診善野の実施と計欝的なケアお農欝能力

4事〉 蹟産計躍の立案 z襲撞・静鱒の震構
r 

親としての成義発達liび勝見から薪生罪、乳狸期への成長発達と纏康レベルのア
5) 

ζ三 セスメント r 

6) 一地壌に生活する女性及び子棋とそ命家族の纏麗生活のアセスメント . . 
7T 蹟産謀術の的確な実施

E群!1)プロダクティブ・ヘルスに関する健康問題を持つ人への看護実践能力

8) 周産期母子とその家族の健康増進と健康障害に向けた支援

9) l周産期母子とその家族への援助
(1)思春期の健康問題への支援

i (2)妊娠・出産期にある母子と家族への援助

(3)乳幼児のいる家族への援助

10) 慢性的疾患をもっ人のリプロダクティブ・ヘルス・ライツの支援

11) 治療過程・回復過程にある人へのリプロダクティブ・ヘルス、セクシュアリティーの支援

12) 危機的状況にある周産期の母子とその家族への援助

13) 高齢期女性の健康生活のアセスメントと支援

14) 周産期における母子の死への援助

N群 母子保健サービスの環境とチーム体制整備能力

15) 周産期における保健医療チームの体制の充実に向けた看護の機能

16) 利用者を中心!こした助産ケアチーム、保健、医療、福祉チームでの協働・連携

17) 助産所、病院、診療所の組織の中での助産ケアの展開

V群 リプロダクティブ・ヘルス・ライツに関連する実践の中での研鎖する基本能力

18) i助産業務への研究成果の活用、エピデンスに基づいたケアの実施
19) 助産師としての専門性の向上への努力

<実習前>

・実習前の内容・方法として、レディネスのチェック、 OSCE(技術、態度、対応)、

CBT (知識)、事例の 4項目が出された。

・実習に関する工夫として、経験項目チェック(レベル含む)、分娩見学(視点を変え

た観察)、助産院実習があげられた。

-学生たちの学習の動機付けや助産師としてとるべき行動をみつけるために、徹底し

た見学(観察)が必要との意見が出された。

・現状と問題点に関して、実習内容に関して現場の理解不足、見学実習の価値に対す

る理解の促進が必要との意見が出された。また、学生は他の科目の課題も持ち、自

学の時間確保が助産に特化することが困難であり教員の負担も生じる(拘束時間の

拡大)との意見が出され、単位中の予習復習の位置付けを明らかにして指導体制を

整えると良いのではないか。

. CBT (知識)は必須であり、多面的な試験内容の厳選が必要である。
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-事例は応用との意見が出された。

-国家試験の問題の中から状況設定問題を実習中と実習終了後に行う 0

・学生に、知識の使い方を実感・理解させる必要がある。

-学内で行えることは学内で徹底的に行い、時間を意識した(スピード)展開が可能

なように練習が必要である。

-学生の学内習得能力のライン引きが必要か。また、それは可能であるか。学内習得

能力のレベルをどうするかとの意見が出された。

-教員と指導者の教育分担を行うことで職場適応への導入も可能ではないかとの意見

が出された。

-臨床スタッフの再教育の必要性があげられた。

-学生の臨床での交渉能力も培うことが必要である。

-臨床指導者への指導要領等の提示も必要か。指導方法役割理解の促進として、臨床

教授に実習管理、臨床准教授に現場の実習環境調整、臨床講師に実習指導者と非常

勤として講義を担当してもらうという、大学の看護学教育理解を促進するような取

り組みも必要である。

-教育と臨床の人事交流が必要である。

<経過中>

・実習に関する工夫として、段階的な目標設定が必要である。

・内容の厳選、評価基準の段階化が出来ていないため、事例段階による学生の習熟度

を確認分析してから目標設定を行う必要がある。

-分娩見学の有無(その他経験内容も含め)による 1例目あたりでの修得内容を比較

することで事前学習内容の選定に役立つ。その内容調査が必要であり、調査視点の

設定スキルと教育目標・到達目標を設定する。

-卒業時到達目標項目を評価していくのも良いとの意見が出された。

-学生が自分の対処能力を判断でき、適切な援助を求めることが出来ることが重要で

あり、他者に助けを求められる能力が必要である。

・「一人で出来る」とは、基本的には見守りのもと(確認・合意作業後、必ずしも目視

下でなくても良く)自分で出来るということであるとの意見が出された。

・事例毎の評価表と、全体評価のための評価表が必要かとの意見が出された0

.成功体験を評価できるようなものが必要である。

・技術に関しては、ほぼ共通理解が得られている。

-評価が技術に偏っているため、評価項目の選定が必要である 0

・「寄り添うケア」の評価について検討が必要である。

-教育的な視点でフィードバックの工夫が必要であり、どのようなフィードパックが

されているのか明らかにする必要がある。また、効果的なフィードバック方法を調

査していく。

<実習後>

・実習後の内容として、事例のまとめ、達成度評価、実習後 CBTとOSCEが出され

た。

-実習後、振り返り時間を経て知識等を確認すると知識等の定着や自信を持たせる効
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果を期待できる。

-学生に自信を持たせることは重要である。

・事例による OSCEによって全領域の臨床能力到達度を測定できるのではなしづミとの

意見が出された。

以上の語りと検討の結果を表 2のようにまとめ、第 29回日本看護科学学会学術集

会交流集会において発表、意見交換の場を得た。 (p.45参照)

圭~IIIJ君主実習に関わる実習前経過中・実習後の現状と課題
| 内容 実習に関する工夫 | 現状と問題点 i 教員と指導者の役割 評価

I実習肉容に関する現場の理解が不足して
前 |レディネスのチェックl経験項目チ工ツク(レベル含む)1いる。見学の価値に対する理解の促進が必

経過中

要。

分娩見学(視点を変えた観 ! 
察)学習目標立案・動機付け i

にlま効果的。施設は自己開拓lzzzzt誌記号FfI鷲25常F教員と指導者の教育分担
O田 E(態度・対応であり，問題点は目的目標行|生は他の科目の課題も持ち唱学の時間確を行う三とで職場適応への

|動内容等の説明指導の必要 (保が助産1::特化すZーとが困難。また教員導入も可能か。
性l施設の受け入れ理解不足 の負担も正じる(拘京忌聞の拡大)。

CBT(知識)

事例

l(学生に行動させるこドの不
理解)。

|助産院実習実習施設の自己単位中の予習復習としての位置付けを明ら
i開拓をし，学生の達成惑も高 かにして指導体制を整えると良いのではな
い。責任感が出るロ いか。

|分娩見学母性看護学実習の

i不足分の補強学習の動機付 学生のやる気の確認が必要。
け!助産師としての行動を見つ
ける。
CBT(知識)は必須である。

直前レディネスチェックに使え
るか。

段階的目標評価設定が必要。

多面的な試験内容の厳選が必要
状況設定問題(国家鼠験をモデルlこ)実習
中，実習終了後にも行う。
知識の使い方を実感理解させる必要があ
る。

事例は応用編ではないか。

l学内で行えることは徹底的に行う。時聞を
l意識した(スピード)展開が可能なように練
|習が必要。
1学生の学肉修得能力のライン引きが必要
|か。それは可能であるか。レベルをどうする
lか。
l臨床スヲッフの再教育の必要性。
l学生の臨床での交渉能力も培う必要。

l臨床指導者への指導要領等の提示も必要
か。指導方法役割理解の促進としてl臨床
教授実習管理l臨床教授現場の実習環境
調整!臨床講師実習指導者に非常勤として
講義を担当してもらう。大学の看護学教育
理解を促進するような取り組みも必要。

教育と臨床の人事交流が必要か。
l内容の厳選l評価基準の段階化が出来てい
ないか。

事例段階による学生の習熟度を確認分析 |事例毎の評価表と全体評
してから目標設定を行う必要があるか。 1価の評価表が必要か。

士見学時無(その織内容も含め)! 
による1例目あたりでの修得内容を比較し， 1調査視点の設定スキル+，成功体験を評価できるよ
l事務学童皇内容の選定に役立つ内容誤査を i教育目標・到達目標。 iうなものが必要。
i行う。 1

卒業時到達目標項目を評価していくのも良
いのではないか。

学生が自分の対処能力を判断でき適切な
l援助を求めることが出来ることが大切なの
ではないか。他者に助けを求められる能力
が必要。

「一人で出来る」とは，基本的には見守りのも
と(確認・合意作業後?必ずしも目視下でなく
ても良いか)自分で出来る。

l技術に関してはほぼ共通
理解が得られている。

評価が技術に偏っている
ため評価項目の選定が
必要。

寄り添うケアを本当に学
生が実施しているか。評
価できるのか。

フィードバックの内容どう!
lいうフィ ドパックがされ
lているのか明らかにす
る。どういうフィ ドバック
!が学習として効果的か。

一一一一ーム一一一一一一

後 事伊lのまとめ
「裏書辰吉嗣走り時間を経て知識等を確認
すると知識等の定着や自信を持たせる効果
を期待できる。

到達度評価

実習後OSCE，CBT

[自信を持たせる]は，キワードになる。

事例によるOSCEIこよって全領域の臨床能
力到達度を測定できるのではないか。
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この討議を経て、2009年度調査は、学生、実習担当教員、臨床指導者の 3者の立場

からより実態を明らかにするためのインタビューを実施することとした。

それぞれの大学の教育目標を柱に、分娩経過診断能力、産婦および胎児、家族の安

全と安心のケア、分娩の効果的促進と安心に関するケア、分娩介助能力、教員・臨床

指導者のかかわりについて聞く。臨床指導者からは、学生はどのような経験の中で伸

びていくのか、臨床からみた教育への期待、学生のマネジメント能力(関係形成能力)、

学生自身の問題解決能力について臨床指導者がどうみているかについて聴いていく。

学生は 6校の大学から 1名、臨床経験のない学生とする。

教員と臨床指導者へのインタビューはそれぞれの施設で行うこととなった。実習

において、教員の臨床スタッフとのコミュニケーション能力を育てていく必要が

あり、教員のフィーノレドとの関係も重要であるとの意見が出された。実習指導者

が評価を行う際、どのような方法を行っているか、どのような視点を持っている

かについて聴いていくこととなった。

倫理委員会は京都橘大学看護学部に諮ることとなった。

4. 調査の実施

1 )調査目的研究目的

助産実習の到達目標の達成度、ならびに助産実習に関連する講義、演習内容や教材、

事前自己学習、実習中の教員や指導者の指導や助言、実習後教育の助産師教育の到達

目標に対する効果や問題点について、看護系大学の学士課程に在籍する助産実習を終

了した学生、実習担当教員、臨床実習指導者の 3者の立場から明らかにし、分娩介助

を含む産婦ケア能力育成のための教授・学習方略について検討する。

2 )調査方法

( 1 )調査期間:平成 21年 2'"'"'3月

( 2 )調査対象者

①看護系大学に在籍する助産師基礎教育課程を選択した学生(以下、学生) 6名

②助産実習を担当した教員(以下、教員)、助産実習を担当した臨床実習指導者(以

下、臨床指導者) 各 6名

( 3 )調査方法

①学生 6名による 1時間 30分のグループインタビュー (A大学集合)

②教員ならびに臨床指導者は、個別に指定の場所(ほとんどが大学あるいは病院)

における 1時間の個別インタビュー

3 )調査内容

( 1 )対象① 2006.2008基盤研究(B)I看護系大学の統合カリキュラムにおける助産

師教育の到達目標に関する検討(研究課題番号 18390573:研究代表者 新道幸

恵)Jにおいて、文部科学省の看護学教育の在り方に関する検討会にて検討された

看護実践能力育成の充実に向けた大学卒業時の到達目標を枠組みとして検討作成

された 19項目から構成され、内容の到達度については学んだことがあるから主

体的に実施できるまでの 5段階評定となっている「助産師教育の到達目標のチェ

ックリスト」、入学様式、臨床経験の有無を個別データとした。



インタビュー内容は以下の 8項目である O

ア.実習開始までの学習到達状況、イ.実習開始までの自己学習状況、ウ.実

習前の事前評価の方法と実習への効果、エ.実習開始までの授業による実習への

効果、オ.実習中の教員の指導や評価の実習への効果と影響、カ.実習中の指導

者の指導と評価の実習への効果と影響、キ.実習後の到達度と実習後教育の効果、

ク.実習に対する感想や意見

対象② 基本属性として、臨床経験年数、助産実習の臨床指導経験年数、助産

教育の経験年数。

インタビュー内容は以下の 6項目である。

ア.実習前学習や評価、イ.実習指導体制、ウ.実習評価、エ.学生の健康管

理、オ.実習後の教育と学生の到達状況、カ.助産実習全般に関する感想や意見

4 )データ分析方法

インタビューによって得た音声データを逐語録に起こし、研究メンバー7名による

質的記述的分析を行う。

5 )予測されるリスクと倫理的配慮

( 1 )研究対象者は、本研究の研究者が所属する看護系大学の学生、教員、臨床指導

者に対して募集を行うため、強制力が働く可能性がある。これに対しては、各担

当者に、強制力が働かないよう十分に配慮するよう徹底する。具体的には、募集

に関する説明の際、研究内容等を説明する前に、まず募集に応じるか否かの有無

に関わらず不利益を被ることのないこと、特に、学生に対しては、成績には影響

しないこと、教員ならびに臨床指導者に対しては評価には影響しないこと、自由

意思に基づいて募集に応じるか否かを決定できることを説明する。そのうえで、

研究の趣旨・方法・倫理的配慮について説明を開始してもらうよう徹底すること

で、自由意思決定を尊重する。

( 2 )各研究者は、研究対象者に対して、文書および口頭にて研究目的・方法・倫理

的配慮・自由意思決定の保証・不利益の回避・同意の撤回の保証について説明を

行い、紹介の同意を得られた場合には研究対象者として紹介を行う。

( 3 )紹介の研究対象者には、研究分担者の連絡先を伝え、紹介の同意後であっても

研究分担者に連絡し、これを撤回できるように配慮する。

( 4 )グループインタビューへの参加には、指定の場所までの交通費が発生し、この

ことが負担となってインタビュー当日会場での同意の撤回が出来ない可能性があ

るため、紹介を行う各研究者にはどのような時期の撤回であっても発生した交通

費については、支払が保証されることを説明し、心理的・経済的負担を軽減する。

( 5 )インタビュー当日、調査担当研究者が、紹介された研究対象者に対して、文書

および口頭にて研究目的・方法・倫理的配慮・自由意思決定の保証・不利益の回

避・同意の撤回の保証について説明を行い、同意の得られた場合には署名によっ

て意思の表明を行ってもらう。同意書は、研究対象者と研究分担者の双方で保管

する。研究分担者の保管する同意書は鍵付きの保管庫で厳重に管理し、研究終了

後に厳重な管理のもとシュレッダーを用いて破棄する。

( 6 )グループインタビューについては、複数の研究対象者が同席するためプライバ

0
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シーならびに匿名性を確保することが困難となる場合がある O これに対しては、

研究対象者の呼称に記号を使用すること、記号は調査担当研究者のみ一致が可能

であるが守秘義務を厳守することでこのリスクを回避する O

( 7 )グループインタピューは、 2時間を予定しておりインタビュー中に生理的ニー

ド等身体的負担が生じること、また、面識のない者同士の集団であることからそ

の申し出がし辛いという状況が想定できる。これに対しては、予め休憩を配慮す

ることを説明し、飲水用のベットボトルを準備すること、休憩については調査担

当研究者が適宜配慮することで対応する O また、体調不良者が出た場合には適切

に対応できるよう、インタビュー会場の大学に所属する他の研究者が別室待機し

ておく。

( 8 )インタビュー内容によっては、遠慮などのために発言の自由が損なわれる場合

が想定される。これに対して、調査担当研究者は、グループインタビューでは直

接助産実習に関わっていない研究者、教員ならびに臨床指導者に対するインタビ

ューでは当該大学ならびに実習施設に関係のない研究者とすること、また研究参

加の可否は紹介した研究者には一切わからないこと、インタビュー内容で話した

くないと感じたものについては拒否できることを説明し、自由に語れる環境を確

保する。

( 9 )速やかに逐語録として電子媒体に文字情報化し、インタビュー内容に個人情報

に関する事項が含まれる場合がある。これに対して、予めなるべく匿名化した内

容となるようにお願いすること、逐語録作成時には該当箇所を削除することで対

応する。

(10)研究協力により研究対象者の受ける直接的な利益はなく、主に看護学への貢献

であることについて明文化したものを提示する。

( 11)研究成果は報告書や論文やその他の方法で公表し、公表の際の匿名性の確保な

らびに公益性につながることを明文化したものを提示する。

(12)調査で知り得たデータは、研究分担者が責任を持って鍵付き保管庫を使用し厳

重に保管する。音声データについては、分析終了後に研究分担者が責任をもって

消去する。逐語録データを処理するパーソナルコンビューターはオフラインで使

用することやパスワードを使用し研究者のみがアクセスできるようにする。また、

基盤研究のすべての研究終了後に、研究分担者が責任を持って厳重な管理(紙類

はシュレッダーにて処理、電子記憶媒体については消去にて処理)のもと処分す

る。

(13) 以上を、京都橘大学の看護研究倫理委員会に倫理審査を申請した。

5. 調査結果

1 )学生の助産実習に関する認識

( 1 )実習以前に整えておく知識・技術

大学で看護基礎教育カリキュラムとして助産実習を終えた学生の体験から、助産実

習前に効果のある学習は、分娩の進行やその状況に合わせてどのような援助をしてい

くのかという【一連の流れ・観察をパターン化して学習しておく}必要性を主に論じた。



その一連の流れを知る方法として有効な方法が 「ビデオ・教材の活用Jr学生チーム

で繰り返しの演習」であった。

実習時に役立つ知識のまとめは、実習時に使用できるメモノートの作成であった。

使える知識にするために教科書から、自分自身のパターン化にさせるときに役立った

と思われる。観察点、ケアまで記載しておくというものであった。

“やっf';f!J、8分でやったとご与っていラのは実習に庁ってからすごい設立った野分が多

かった。 8分のアンチョコノームfタクて、すごいオ変だ、ったげと、¥結局ぞれをやったごとに

よって、実習に庁ってからあれがA !J左いとか、このまが足りまい止か、 8主的jごでぎてい

ぐ"“すぐソごアセスメン外でき-3J:クjご周星去、結ぐことを三会ff!J!Jスメ jごみげでぞ，ftからそ?にア

すスメンβεパ‘ー止書いて、ぞの一貫f衰を6つでいぐとア1?スメシメポインメ，;jS'，ifうか与一。ーや
っでい3学生といと土い学生では差がで-3"

これらは、【グループで行うこと】で互いに刺激になっていた。しかし、実習以前に

多くの時間を割いても困難と感じたことは、分娩介助技術、内診、胎盤の計測など、

実際場面との帯離があり、逆に実習を重ねることではじめて獲得できるものも多く、

学内でどのくらい実施することが必要なのかも語られた。

事前の【知識確認のペーパーテスト】や【状況設定形の事例の展開も効果的】だと

語るが、【短期間の量の多さ、詰込み】もみえた。

“すごぐ量点多ぐて何処よさでやっ疋ら長いのか、 {ii]必ポポイン介在のかbiわら在い所があっ

で、すごぐ苦労01士"

【繰り返す清潔操作と分娩介助演習}はグループ演習左リアリティを持たすセッティ

ングが重要で、《教材の性能》にかなりの期待が寄せられた。

“Z空貨がつぎやすかった"“3Dの現象去ノ，'yコンでJll士クす石雄材があっ乏ので、ぞれで
@j宕の載さとか、異議らの@j吉のやっとかfJ3亨療の据貨助在品のでJl-3才点、、生生から蒜嘉と

かで者乏でいただ、ぐより分かりやすLげワ't!lliの分授が身ぐ、止か4士」戸、アァン外 -Al士、た

ら、 8分で手で動かすCゃ宕いですか、ぞれが日動めに身ぐ擁械があヲで、それでやはり、

分揚介助す与と、若dfJ調筋でさそ5んです。すごいゆっぐりにでさ左汐、手ぐす-3ご止がで

まIeりとか。っていラのがあdうので、ぞれで療室Fず石と、やっぱりこ夕、 λが押す原貨と雄

樹とか、 よさ、ぞ，ftで質'，ftでLよさったら;h，ft在んですげr、葉原jご動ぐ 6のに方Lで8分，;jS'!/ 
ク動いでいぐかクでいクのが分かグやすかク f士 P945J草原jご若い者材き~{Pクと逝鍾1;1J: !J凝よさ3

のかとたつでL づ ßJ~安/;i;h-3 "“やつがすごL、オ夢芝、クでいJうのが¥がE舎で分か石ごとがすごい

あ3ってい5のを原とたので、 ;h，ft， Jちん右足い品のがあっ乏のにdl，まと、、練習でfずに、主宰g

jご行ってLまったのがすごいるつ乏い;J:I-'げ“赤ちゃんがF!Jでぐ -3f1iヂのステーュンョン、 bそ

ごを理解，;jJ難 Lかっ去ので、 すっごぐ、ぞ，ft，;jS'{iifか分か-3J:ク在、 6ク〈とf藷葬 ζと?」βか3がゐ暑者?材〈と?Jβ3が込

」βが3がiあつJ疋士ら括若Z幻jは';11すLごごご、-、'1-'、J:，;jβか3がミつJた士γ月

」か3のおつJ乏士之寸土つていラのjβ才J為ちつJた士"“機材を置いであ3位茸6分から宕かっf士"

[母性看護学実習における妊産婦の理解やアセスメントカが基礎]になっていた。

あるいは、助産実習の前に《見学実習))((総合実習》などによって、産祷のケアや分娩

見学を通して助産実習の導入の役割を果たしていた。
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( 2 )学生の助産実習の到達状況

[3例目くらいまでは介助でいっぱい】で【自分でしっかり考えて出来るようになっ

た 5例目L5例目あたりは全員同じパターンであった。{個人へのケアになる 8例】
が語られた。【アセスメントとかは 10例目ぐらいで大体出来てくる]【産婦や家族に

寄り添うケアは可能】には到達している。

“産婦と雪ん三吉併のタアって在ん宕/ιfδ クつで三ヂクのがずっとbったんですげJ、1、2{7!I fJ 

1:i:Jt f!JJでいづばいいっぱいで、 3{OjfJの時jご身)}EJ1i!fdんに旋IJjfgIJで、あ在IU:i黒子jごI;tIJ在

Jい、 f!JJ)}E筋。んだ万ミら、産婦Jん三吉併のタアを 1..-J:jねってiibhて、そこからずーとず

ーっ止考乏でやっで乏んですげど、 7f7rj fJ の時jごと j~jfij莱だ"“8分で L っかり考乏で出

要3よク jご在ったのは 5f7rj fJ" "8 {Oj fJ 9 f7rj fJ f，ご右つだ時jご家屋家b3さ乏で、 Cゃ、 止、、クいラお

)}E ;ji¥ .:!3fJJ dんJ士ちが望んでい3のかとか、 1..-1士いのかつでiijのをホシメ jご第1薪のMb

与やで嘉子をLながらってiijのがすごL、血薬てきて、 で、 J士7ゐらその分殺の 2坊にλった暗

にどクいク声;jザプ吾 Lたらいいのかつでiijgj品、 J士"/Gl士"/GEI分の伊でJl;さでまた"“1坊の

ラケアとかjご漢字Lでとか、分λのタイ fンクーとかぞクいクアでナスメン βjご漢字Lでは、結滞10{Oj 

iJj1..-で出菜;::;1;1 U産婦と雪んがどん右.:!3)}Eを1..-7士いのかつでいクのに焦点ε局げらh必め立のが、
5{OjfJ 6{OjfJ"“1 {Oj fJから 4{OjfJぐらいまではすごいだ、ーっと進んだので、フ?助?婿一方7P

“やっと久 8{Oj fJぐらいで、介助jご6袋持手γ:ifij莱てばい右いんですjプJ、若子の#It幸:;ji'fijて

まで、やっとその産婦と7ん芝、左りとか、産婦とrんのBh仔Jゐであっ芝りとか、その、 5i掃
であっJ士汐とか、厚グのλJ士ち b&-めでごクいラクア;ji'一番産婦Jんにとっで仕方を若揮で

さ3援助jごま3んιゃ在Lゆ在ってiijのを考乏止がら介助血痕;::"“最初から 1{Oj fJのE原
/:tJffをか/1-3夢、声かげた。げは、己?、、ん之士分強介助がでままぐでb1..-J: j ~ ，(!(つでいで、ぞh

l:i若Jitでまで、声;j)げとかは最初の才で出来f士"“fE%腐位とかそクい5の6全然でさでいま

ぐって 1~3 f7rj fJとか 5{Oj fJ ぐらいよさでは全員 jご周 ιパターン CゃないですIf~"、分接介助、

ぞんI;tf，ご差在ぐっでいクか 3{OjfJぐらいまでか在"“窟λ差ってい;うか、ぞの才jご会つJ士援助

が必要だ、って分かつてまで、ぞれは 8f7rj fJぐやらいでほ、予jj!Jb立てられて、オゑにhぐらい

にEさそラってEっ土ら事訴に挙結Lでおいで止かっていラのf:i;;七併でま-3J: j /ごまってま

f士"“アモデスメン外とかは 10{Oj fJぐ。らいでY七本法薬でぐ 3か b1..-hl;tいんですげζゲ、援助点、

ちJっとよさだ、ヲて+分"“変厳とか5iJlJとかjごbi吉野が舟いてま乏のb8{OjfJとれぞhぐら L】

袋持事:;ji'やっぱク出莱でさ芝時jご提!lfが舟いでまた"“ニーズを厳f士すだめに、滞ZのV1ぐおE

jご之?-31士めjごと。クいクごとをLたらいいのかとか、 f宮虜漢字療の築主才とか、ぞタいクの/:t10 

Wですごぐ学べt:"'':h¥gを介助のJIi!illご在つJ士時jごl:ir.;め/:t二クオf!JJ;::'，プjご8分j才一生〆塁手請に

在つで、生まれた茶色ゃんの佐野 bJ吉乏で在げれば、 .:!3彦3んが'~"/G右足首 L でい乏か b，{!( V 1 

Sすまいっていクのが、衣#ilご8分のやでは、ホン βjご、 8分l:i二点でいいのJが在ってずー

っと儲み在がら、ニタ 3f7rj fJ 4 {Oj fJの実g芝、った"

一方、{内診、分娩介助技術は 10例やっても自信にはならない】ことも実感していた。

“安全のJち温度と滞Ji!lご庁ぐニース"(/);;すの.:/oAってiijのをすごLワ七事jごLたかっ;::ので、そ
の点ではよさス士、'~;::"、 tすががf学つでい在いので、安全iliilごえずLでl:i10 {Oj，終bったからってE11宮

l:ilザいでい右v1" “出莱在かっ;::っていクのが、分強:Jt助l:i全然芝、、在って。やっぱ汐、表だ、jご

!A買志ゃんと忠世石つでiibh-3止、全J排出すますんみたい在。 ラまぐ土手jご調筋でまよさす

んっていラのがあ石 )1;1 (o分身ってZラ車分ではま万三吉万、 {iiJ&Jやってbfij莱I;tぃ疋・'0j I;tって
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いクのがあ石"“片診はやっぱりわから右い L、フ?助品第 3@]症の滞の授賞弟季節点、出てから、

エ一、みたい右、カのかげ具合とか、長授の 10{f"rj fjで6、助産府Jんがぱっと却でまで、在

んか忍o忍3よさJ士、、やつでだ車分とか、躯#揚庄のとこ7J3'すごい、つ3んつで却でぐ与ので、
Lっか Y}};智去二吉之られでまいのか在、 すごいヲマ!fi!Jf!;:会与さ豆、婚出LていたってiijllJ分万人

10 fJiJlとって6全然よさだ、よさだ、万ゐ右つでいクふラ jご、そのオ助のEでは10Oずでは昂/還でさ在かつ

だ在ってEいます"“片塁手はでま3止ま6みれば、全然でま在い鯖'6ehつJ士り止か、介助l:t手げ

れば、ごの#出来ていたことが出薬企かった汐とか、ぞクい夕、主宰震度点、バラバラで、ゃっ

I;J! y} 10 Oずだ、げでは+分在分揚介助はでま在ぐて"

( 3 )実習を通して、助産師としての価値観や自信の獲得

自分の技術ばっかりに集中していた時期を乗り越えて、産婦や家族が満足のいくお

産をどう援助していくか学ぶ中で助産師はすばらしいと思えるようになっていった。

[自分への関心から他者の喜びの発見】自分の出来ないことばっかりにまずは目がい

っていたが、徐々に変化を見た。【出来ないことを出来ることに代えられるパワー】

を獲得していった。

“ふと三吉よされ定時jご:/o-f，J:dんに、長かっIe点、三吉正れでよかっ芝ねっていタ厨jごZ之芝時が

bって、その時jご髭一結jご三主主主ftl士二止安富んで井原でまoニ止が出来た時jご、あっ、 8分
ちょっと成長 ~Iéか 6 っていラふ;うにEった~~ a分携を重ねでいぐ11ftご、 .:h万 Jんjご対Lでの

声かげとか、赤ちゃんに対す04な彦3んの表tffとかそクいクtすまで8分;ji'Aftてて、一躍に

喜べで与右ってEった貯にやっぱグごの仕事亨はすごい在っていクふ;うにEJをた"“実-ilo::通 L
て愛8分の中で弓仁三ぎにこの仕事亨が ~lごいのかまってlNっていた 6 のか\b っ 8分この道選ん

で。tかった宕ヲでいラÆ/~" “λ った助産コースで初めての分強介助点、異常の/t重症盈で、本

当jごすごぐへこみよさ Lで、 f電Tlごへこんた》って、そんだγア産ftてで、通君主音6虜穿った釘jごl:t

Nの知識6在いつでいクのに美"Cf1ic号、 f有Tf，ご'6Aftて在い8分jご受J;{1f!、すごぐ葱ちiJんだ滞

6あった"“草月離と Lでこれから一生ff!j足音Lていぐj雪解と知識をfザげでいぐだめに白々右経

験を LていごクつでLづ定信否子持つごとが出英之"“プロと Lて4'fkfl分が1:"j vづ厨jご学ん

でいぐかつでい夕、ぞjvづZi苛込みjご彦事Lてl:tle'htご'6j寄げと土いflfd" ;ji'eh y}ます"“赤ちゃ

んが無事彦jご三吉よされIe貯のあの泣f!声の、 ehftε庫いて本当jごJj;I;jjff府jご在つでよ」づみった"“ニク
L づ婦業jごf11f 0 ってL づ票結ら ~ð l: 停滞jごついてはホンメ 10fJiJで実感Lたので、そごI:t

誰jご6貨げずに熱い支持ち若持って助彦野止 Lで通事いていIt0 ;j~在"

( 4 )分娩介助毎の評価

学生の 1例ごとの評価表については、ずっと同じ評価表でつけていくので、どこが

【徐々に出来るようになったかは一目瞭然】と言いながらも、指導者さんが変わるこ

とでその助産師さんの視点、でつくと感じており、多くの助産部さんからも何処までの

レベルでつけたらいいのか逆に聞かれる体験や、【甘口辛口など助産師によって違う】

ことを感じている。

“ずづ ζ子府[;ifOff要でfザげていぐので、 8分がどこがでさでい在ぐで、どこか徐々に出来o
~ j 1，ごと土ったかっていクのが-fj原然。/ιです"“指華ffdんが変bつJ士障に、互接介助の才
jごいつるがげていたJ士、、ぐんですげr、よさJ士、変'b与ので、ぞの、どの墓撃でfザJプoかってい
タのが、そのJj;I;jjff!1i!f dゐの1ft点でつぐので、すごぐちょっとそこに/;f'らつぎがあっで"“ζγこ

までのレベルでfザげたらいいかがMl士ろが諒識がでまで右いから、 rラ ~l士らいいのってす
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ごぐ多ぐの助産!1i!fdんにiibftで"“手口!::tt口の助産!1i!fdんの差点、が拝殿Lかっ乏ので、ぞ

二/:t悲樗主宰J会だ、つIeか在つでEいます"“:fL1ef:J学生点、党三笠/.::指益事を受げだこと 1:， iO/，ご指著

者3んにfザで在のってiibft-3こ止が¥ぞクいクスーvとか品三'tcたり、ぶすの府身l"/:iニク、
これぐらいの時だ、ったら、ニラいラタア1:L-たっていラのが¥また還ク府fJJtでは、またjJfjの

ことがあっIefJとかLで、少Lゃっ/:ffJ混iflL-i士汐とか、 L-IeごとがあっJ士"

( 5 )実習終了後の学びの整理

実習終了後は、【事例検討を通じて学びを深め】ており、[広い視野での実習】分娩

介助実習以外の実習を通じても助産と結びつけ、今後働くことへの自信にしていた。

“多藷古設で 2i!N!l/}ごとに夢仰を持つでまで、ご j~)ラ夢仰のλjご主ぎたって、 ニタいタごと

をLよさ LだってZク夢抑揚斤会m “夢ffiJ/J診FすがあっIeんですがとや4@;hつで、最初の2@よさで

はアの、助産者五ぎのず級生の助産ぞ芳三ぎとJが岩佐jご昇段のみ吾子品交乏でL-le"“今 10O"rf皮 IJ

zって、どクいラタア;j'>'必要だ、ったとか、どクいラアセスメン介」夕、必要だっJをか止かを資抑
とか星子炉って、一λず、つ砦表す-3つでいクのさPゃっ止んですげと、、、そftをやったことによっ

てすごぐS分点、本勝Lでい在い夢仰を理解できた汐止か、 fi;!i士Jク在夢仰があって、 bっそ

クすれば、よかづたのかとか、 8分で/:iJlft在かったlf/J.分がすごいJl乏でま;e"“実gががまっ

て5道局fJlご全員で集まってや局若表会す与のがl@あって、実習がぷぎわっで全元在会;:i学生、

党三吉、第反指著者で、全併のI1!ifJ:iffりをLで、その時jご、ごちらから、ニク Lて併Lかっ乏

ですとか、これが見かっJ士"“全車の夢仰の嘉子グ:ifffJ ËJ !fj莱乏ので、その全供会;j'>'J1!~Jl終bつ

でからbつだのはよかった"“病身で働いでい-3i士γァιゃ凌ぐっで、ホンメjごEま甥から若卒
坊の女佐を対象jごLでい-3んだ、ょっでごとをu;い据!llfで立すでいたA、ぐ実穿"“すベでの実習

を通Lですごぐd震とたので、ぞれを嘉手よさ之でやはり病身に庁ぐこ止で、その.t3fJJdんが劫多t

jご、道路Lでから婿つでいぐごとる少 L想護者でま在;jfら是fAfcpf.ご/JfJb-3ごとの重要佐去すご、、

ぐ学べたので、ぞれ;:i:fL/，ごとつで今話普通彰ぐことでt!Jf9/.ごつ在がつでいぐ"

( 6 )実習指導者の役割

臨床指導者は固定しているところもあれば、その都度変わるところもあるが、[産

婦や家族のことを知っている】存在で、学生が産婦のアセスメントに困っていると、

相談にのってもらい、心強い存在である。母性看護の実習指導とは全然違う[熱が入

った指導】で分娩が終わるとキチンと細かく振り返って話す時間を確保してもらえて

いる。時間外でも応じ、模型を出したりしながらものすごく教えてもらっている。特

に、何処まで出来たか、次は何処が出来るようになるのか目標設定を明確にしてもら

える。一言だけかなと思うコメントもすごく丁寧に抱え、すごく熱い思いが伝わり自

分の良い財産になると感じていた。すごい助産師さんに会い、【こういう助産師さん

になりたい】という思いが明らかになった学生もいた。一方、時に忙しい場面などそ

の時々によっては、学生を待っていられない助産師も存在し、学生もなるべく距離を

置きたいと感じる助産師もいるのは事実である。

実習場所が、途中で変わることについては苦労と感じ、実習当初のなれない時期の

丁寧さにありがたみを感じている。

( 7 )教員の役割

実習指導体制上、教員がかなり生活を共にするのも助産の特徴であった。泊り込み

で、【24時間パックアップ体制のありがたみ】を感じていた。また、臨床指導者から
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の厳しい指摘に落ち込んだときに何故そのように言われたのかの解説など【クッショ

ンの役割】や、【メンタルな部分のフォロー】をしており、実習以前からの【学生の

もつテーマや意見の尊重】があり、[学習の方向性のヒント】を出す存在であった。

“芳生たちゃd0ぐっで、弓's:!!ff.ごいδい与プ」ナロー Lで6らつで、者Z三吉li!filff'b葉室Fのfffi'b止、、

っち 6アォローLてい左足yげた 0， ;if;!:、芳生だち 6すごい穿カLでぐた、、主つでいて、運ぐ

よさで建ってぐ ~"ð ったり 若だちと周C震に治よさつでぐだ、Jった汐、本当に泣い京在"“結束

指著者Jんにが一つでiibftて、ヘニル芝、のはいれjプr学び';jS';j:かっ/土持jご%全点、/管1:::λつ
でぐれて、ごごl:tニラいク6l1，ごきっ止伝xたかったん注工っていj6l丘、クy ションの設爵("
“メンタノル助在野分ではすごい助げていたf吉、いた"“若の諜痘とか志のテーマ止かそクいクの

を芳生が全車分かつてぐだとFっていでそれを 6 止に指事jご主ifl士ってい~だ、いfとっていラのは、

ぞれがすごv)" "jiのd宮尾若草重 L でぐ ~"ðð つでいクその姿勢が、 jilごZをつではすごぐ者b

ftで"“何考乏で3のとか厳いでぐ.ftl士グ、;if;!:、グアでfザさr-0l士らいいか止かすごい舷/ι?

いdfA手jご、愛;:tfiifが考xられ与とか、二ラいラ二止すdと長いんιゃ企L、Al士い在どン介を
却す"“ji;jS，{1いてい3からIjつでき之J:'dいって、芳生が'fJ{bってぐJ士宮って、 Cゃあ庁って

さます。 芳生がちJつ止居てでぐれ与っていラのがすごL、安心でさ3車分はあっf士"

2 )臨床指導者の助産実習に関する認識

臨床指導助産師の考える助産実習指導に対する助産師の役割は《臨床で起こってい

ることを実践的に指導する》こと、そして、教員の実習指導の役割は《学生との繋が

りを基にしたフォローアップを行う》ことと捉えている。

( 1 )実習に望む学生に期待すること

《臨床で起こっていることを実践的に指導する》ことは、分娩の進行状況の観察・

アセスメント・分娩介助技術の指導を行うということである。そのため助産師は《臨

床で起こっていることを実践的に指導する》ことに学生が I(実習に)耐えられる」、

「助産師の判断についてこられる」ために、実習前の準備として【教科書ベースの基

本的な知識を復習する】そして【実習場で使える知識とするため工夫してくる】こと

を期待している。 【教科書ベースの基本的な知識を復習する】ことは、すでに授業で

学習した「正常・異常の判断の根拠となる基準値や現象、定義の理解」を再度実習前

に復習することである。さらに実習の積み重ねによって初産婦あるいは経産婦という

ような偏りの生じた分娩介助であっても、それぞれの「現象の特徴という基本が理解

できていれば応用できる j ためである。そしてこれらが「次のケアにつなげる」ため

に重要な視点となるためである。 【実習場で使える知識とするため工夫をする】こと

は、助産師は学生に知識の暗記を強要していないことを意味し、基本的な知識を「ノ

ートにまとめる」ことや「何のどこをみたらどんなこと載っているかを確認してくる」

ことを求めている O

また、助産師は技術に対してはモデルを使った練習と実際の分娩介助の違いによる

限界を理解し【分娩介助技術ができることは期待しない1。しかし、 「レオポルド触
診法や正確に NSTの装着ができる j といった【情報収集・進行の判断に必要な基本

的な技術を習得する}、 【分娩介助の流れをイメージする】ことは実習を行う上で必

要な技術と認識している。

( 2 )学生との関係性の違いによる助産師と教員の役割

A
『
今
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助産師は、 2か月前後という実習期間の中で【一時的で、学生との繋がりが少ない

学生と助産師】、 【実習前・中・後を通して繋がりがある学生と教員】とそれぞれの

関係性を捉えていた。その上で助産師は、 《臨床で起こっていることを実践的に指導

する》ことが助産師の役割であると認識し、教員の役割を《学生との繋がりを基にし

たフォローアップを行う》と捉えていた。教員が《学生との繋がりを基にしたフォロ

ーアップを行う》ことを期待し、助産師は「現場で起こっていること j や「現象を理

解する視点」を学生に指摘し、教員がその後「学生の知識と現象をつなぐ知識ベース

のフォローアップ」のために学生指導を教員へ移譲している。さらに、 【一時的で、

学生との繋がりが少ない学生と助産師】という中で指導をするため、「精神面のフォ

ローアップ」を期待していた。例えば評価時に「厳しいことを言われ落ち込む学生」

や「なんか実習に乗っていないように見受けられる学生」に対するフォローアップで

ある。教員は「記録の指導を行う」、助産師は「産婦の安全や安楽という責務を果たす」

という異なった役割があることを承知している。この学生との関係性の違いを基に助

産師は《臨床で起こっていることを実践的に指導する》、教員は《学生との繋がりを

基にしたフォローアップを行う》ことがそれぞれの役割であると捉えている。

また学生の健康管理の面で助産師は、「学生は産婦さんに情が移つてなかなか休めな

い」が、分娩進行が長くかかりそうと判断した場合「ダラダラでは集中できないJ1本

領発揮できなしリと考え、「食べているか、寝ているか」を見極め「病棟に準備してい

る仮眠が取れる休憩室Jで【夜間の休息を確保する】ょう促している O

( 3 )臨床実習指導に必要な助産師の能力と実習指導体制

指導する助産師には【助産師として 1人前である】ことが求められる。 1人前のレ

ベノレは、 「病棟の中でリーダーの役割が担える」、つまり「病棟全体の動きが把握で

きて、指示・対応ができる」こと、加えて「正常産だけではなく吸引や鉛子分娩とい

った異常分娩の経験があることや緊急時に対応できる j ことである。 1人前のレベル

に達するには、おおよそ臨床経験は 3年必要であり、経験年数の目安は 14年目以上」

という点が共通している O 助産師の中でもこの基準に達したものを「分娩介助指導が

できる助産師として選抜し、勤務を組むJだけの人員が確保されている施設と、この

条件に満たない 12年目以上の助産師が学生の指導にあたる」ことで実習が遂行され

る施設がある。 【助産師として 1人前である】助産師でも「私 1人でできるのかなj

14月から来て(実習施設病院に就職して)指導につくとは思わなかった」というように、

指導することに対して不安を感じている。臨床指導者研修会が県レベルあるいは施設

毎で実施されており、指導の役割を果たすために【臨床指導者養成の研修に参加する

ことが望ましい】と認識している。しかし、 「指導者にレベルに差がある」にもかか

わらず「内容は画一的j で「看護教育に偏ったものj であり、施設によっては研修会

に参加することが必須とはなっていない。

また実習指導への教員の関与は、 「日勤だけ毎日くるJ r大学で用事があるとき以

外昼間はくる 14例目までは昼夜間わず教員がくる」というように【一定の条件の

もと指導に同行する】、あるいは【指導者に一任する}体制を取っている。 【一定の

条件のもと指導に同行する】場合、助産師の要請により教員が学生と共に分娩進行中

のケアにあたる場合もあるが、教員は「手袋をつけることはないJ1外から学生の様子

ζ
J
 

ヴ町



を見ている」というように、分娩進行や分娩介助の【直接産婦にかかわる指導】は助

産師が担っている。

( 4 )大学との調整と実習の評価

実習開始前、実習中、実習後とあらかじめ時期を定めて公的に調整の場をもっ場合

と、 「廊下で立ち話程度」というように【学生の状況に応じて指導方針を調整する】

機会をもっている。

評価は、学生が分娩介助後各大学の評価表に則り評価したものを、助産師・教員の

3者、あるいは、学生と助産師、その後学生と教員というよう別々ではあるが、介助

1例について 3者の視点での評価が行われている。そのなかで助産師は I学生が次の
分娩介助に繋げられる】ように「学生の振り返りを基にする」、そして「次の分娩介

助に入る前にタイムリーに評価する」ことが大事と捉えている O 評価の視点は、「技術

ができているか否かJ1産婦の安全・安楽の担保の有無」と、「分娩進行中には伝えら

れないことも多い」と思っているので、評価時に「判断の妥当性とそれを補完する根

拠の確認をする j ことを通して、「できた体験をったえる」こと、「次にむけて何をど

うしたらよいかを提示する」ことを意識的に行っている。

実習の進行状況による段階別の到達度目標を明文化している大学とそうでない大

学がある中で、助産師は学生の個々の成長に合わせて指導し、 I学生の目標に応じた
評価を心かげる】ことを基本としている。明文化されていないが、助産師は実習初期、

中期、後期の 3段階あるいは前半、後半といった段階別に到達できるようにかかわる

目安を持っている。実習初期は【分娩進行の観察をする】 【分娩介助を体験する】、

後半に移行するにつれて【分娩進行の予測ができる】、自己のアセスメントを伝え【助

産師と連携を取りながらケアを実践する】 【個別性のあるケアを考え実践する】こと

を目安に指導している。

( 5 )実習中の学生の成長と就職後の新人教育

助産師は、実習の積み重ねを通じて【手技と判断の成長を実感している】 【対象を

気にかける】ょう成長していることを実感している。 11年目と比べて」短期間で集

中して分娩介助件数を積み重ねるため「ガウンや手袋をしなくても良いと思えるJよ

うに「介助技術が上達している」こと、 「産婦への声かけのタイミングやポイントが

わかり実践できる産婦の訴えに反応できる」というように手技の上達を感じてい

た。

判断にまつわるものでは「分娩進行をアセスメントできるJ アセスメントを口頭

で伝えることができるJようになっており、さらに判断と行動が結びつくような「口

頭で伝えたことをもとに共に産婦のケアにあたることができる」、自己の行動や癖や

振り返り「自己のレベルに基づいた対応を考え、助産師に支援を求められる」、 「助

産師の思考や行動を先取りできる」ようになっている。

「評価をしても最初は自分の技術に対するもの」が多いが、後半になると「その方

を考えたケアについて考えられるようになるJ1分娩介助後の健診に出向き母乳の様子

などを報告してくれる」というように、 【対象を気にかける】ことができるようにな

っている。これら学生の成長は、実習終了後の 11例 1例のふりかえりの発表を聞い

てj や「自分の経験したことを話すことを聞いて」、 【学生自らの実習体験を総括し
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話すことができる】様子を目の当たりにして、学生の成長の実感を得ている。

実習中の学生の変化を実感しているものの、助産師は「就職したときには、介助技

術はゼロになるJ Iイチからたたき上げるJ Iイチから復習し直すIと言うように【新

人はイチから育てる】と考えている。そのため学生時代に獲得して欲しいことは、{自

信をもっ体験をしてくるIことや、 「自己評価や他者評価を受け入れる経験をする」
ことがその後の成長に求められるため【人の意見を受け入れる}体験を実習中に積む

ことが必要と考えている。また、助産師は【新人はイチから育てる】と考えているた

め、教育の中では知識に偏るのではなく「成長が遅くとも熱意があれば見守るエネル

ギーがある j ため【助産師としての熱意の醸成をして欲しい】と希望している。

( 6 )次年度への示唆

助産実習における助産師の役割は、《臨床で起こっていることを実践的に指導する》

ことと共通して認識していることが明確となった。しかし、助産師として 1人前のレ

ベルに達している助産師でも、指導することに対して不安を感じていた。臨床指導者

研修会が県レベルあるいは施設毎で実施されているものの、指導者にレベルに差があ

ることや、内容は画一的で看護教育に偏ったものという認識を持っていた。まずは、

現行の臨床指導者研修会が看護教育に重きが置かれている現状から《臨床で起こって

いることを実践的に指導する》ことを教育側として支援することの必要性が認められ

た。

3 )担当教員の助産実習に対する認識

助産実習担当教員 6名のインタビューから主として次の 1""'4の視点から報告す

る。対象となった教員は助教 3名、講師 2名、准教授 1名であり、臨床経験 8.3土8.1

年、教員経験 4.3土2.3年であった。

( 1 )教員が考える実習前に到達すべき重要な点

実習に出す前の確認としては、グループ活動による事例展開や課題の取り組みや各

種演習を行っていた。学習の定着の確認としてペーパー試験や技術テストを行ってい

た。

ぷ加藤止かt言語1ft.ごついでは護認否子Lでいます。 λ/智漢字療についてはクツルーズ廠の載さ止か、

藤カ併殺ずとzヨことが一点。"こうした事前準備を通して、学生に自信をつけさせて実習
に出すことが大切であると考えており、“flfffをつげJすで、指著者主んに 'b;%U封勝忌

17っていて合結Lています、基本身まんですげ ζ「合結Lて;%:gr;，ごfiJL-でます、といラ夢で"
学内の準備ではできる限り実習を想定した演習をすることが重要と認識していた。“主宰

Nをあ3程度':f!{JEL-i士度gε遊んでいか7d:/j ft/;f実Nf，ごでで、学生が戸惑5ん/:::'、在'"!:: vづ"
特に分娩介助演習では、学内演習では限界であり、臨床で学び完成につなげると認

識していた。“仕才が丘いっていラので一応実gにはfiJL-でい3のですか。や1;1f)そこを繰

りAL-ていぐ。tf) 1;1、厳灰jご症で、 -fjiJ-fjiJ会ア寧jご11ff) A o I~ ラポ\やI;i f) (f，合びますので、

去、 bの、 l"'b矛衣仁λjにごJはI諜若ζと~L- てjぱ2伝J乏主よ￡吉す"

ζ止?実s原弊のブオI'J)助歩さをTL-と宕土い ζ止?、運揮でさまいとEってい3ので・ノケ分接介助jごML-でと
かは、之士かと土か学!*Jで1;1君 Lいとごδ設ので、・・・・・"“6ラ此迎で1;1、fliの善彦でLか左

いので、 b、ぞラ分Jがつでいだのですげr、ぞラ在っちゃラ止符かJfL'b厚かっJ士みJ士い在感
C で、互助会みたい壮、 :/3互いにJクパー LますlÎ~ ら、ちょっと止かとたか難Lいですげr、よさ、
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謀反では一対一、あとは学生と産婦と7んとzラ彦事館のやで、やl:tIJ ft:ク護にその援でヂザ所Lて
庁ぐ滞jご、 tfftIfi;jょがめて出来石夢だ、e，{gいます刀

この前提をふまえて、押さえるべき基本としての 2つの視点があった。

①清潔不潔などの基本的な看護技術て墓衣励まか語、や度新ει って、分強介助!t府jごつい
て品、最低鹿の墓求め右手/!!lfや才設は身jごついだ時点で主宰flfff.ご庁ぐとい夕影jごLでいます刀

て広原とい夕影では少 Lぎか在いとこδ'brh忍んですが、矛仁三ぎに主ぎに掛った手腐と!tOfiIご厚手

Lでl:tflff浮すi'5といタのがオ肩揮でffj~ でいます"“あとは清原ヲマ潔掃伊右ど墓衣尚之士差flÞ害者

護1AOfi ;jS' ð-ちん ζ~ l"さでいi'5;jl止い;うの 'b1RJ時jご謹白嘉Lでいよさずn “手法い奄 Jグサンテクニク

ク止か、ほんとに非鮮にすごいア佐vベ、ノルま墓衣均在者重'!tOfi止か、清潔掃f舎とか、ぞラい

ラとこ与が結実jご17;主でい与っていクごと ;j}\最低雄三亨jご到f道 L でおぐべき!t厳か~rh ".，“清

潔野を展粛す与とか、ぞク Lづ本当jご、基本的宕止ころは'b 3 、 fザ 6 考X~いぐ、らいで品で

まi'5"

②安全の確保ケ安全に盆J言Lて、重若葉がでま3。基本身清潔、ヲマ腐とかそラ Lづ才設がでぎ

ていdうかζ?ヲかといクニ止 JJ ((3J\j"を介助の!tØfi;jS'、これと土ら安全にやれ与で~ J: 3と、指著者

;jS'fjf ft l;f'ffj英吾で ~J: ク éii ヨ忽ですね。"“安全住の迎と持度繰f舎の二つの諸点で、ごftl，才

j宮逃すぷフげに泣いか宕いとい3e二δ"であった。

さらに、学内における実習前の到達の確認の視点の重要な要素として、チームワー

ク“あとチ-Aグークです"“クツループグークとかでダイナごクスε使xi'5J:ラjご働ぎかげで
庁って、選富灰Eのあ3λ る之?v )./~品、 Jち3互いにiさいところ ε土手ぐ厳重手できれば"全体をみ

ることができる“堂本をJli'5eii3ごとがど古菜ft民館灰jごいで、手きんずいぐ eii3ごとで

見Lゆまと考えています。"流れをとらえる“停止かニラ波ft;jS'ffj英吾つでいラ所よさで"意

味を考えられる “8分たちでJ宮殿ε考之在がら実昌吉血痕つでい31すl:t事訴に Lでいよ吉す。"
などがあった。

( 2 )教員が考える助産実習における臨床指導者の役割と期待

教員は、臨床指導者に助産ケアの責任をもっ、“助産グアの責任去直接、窓口止 Lで浮

つでい吾、学生;jS'j'tλす与やの責任かめ石"“互接ヲケア励。6の、在産婦Jんに原わi'5止かそ

ラ L づ夢tmlご :18 いで'b!$著者の才jご :/i3厨いさË'~ています"と考えていた。同時に、判断に

対する現場ならではの助言や、“Nがのtmeアfデスメンメ、考x才ですね"“学生のJi!1J右
v ) liす分を 5/ ð- ffj~ て品らったク、再高ずで送つでい与とかそラ L づ !11J分で助君苦葬場右らでは

の!Jl/8でLでいただげたらヘさらに、学生の実習における目標の周知や、“葉遣?fJt害が、
ごの学生Jん若I:tI停をE指 Lでいi'5の芝、つJ士JがLら疋?とか、 f勿忽まで指草すれば、長いのかが、

#1ffl.ごi1lffLす石事があ与ので、厚かLで度jプ石 ζ?手すり難い"妊産樽婦の反応のフィードパ

ック、“学生;jS実原jご助産ヨケアの中jご亦わっていぐので、ぞれさP受jプ左足fjJ/j揮婦Jん若の反広

を、 ff!帯を昆い喜彦、 J害い夢をきっちグ£止めで、プヂ一戸、ノ，，;/'ク Lて'bGい7eい"などを指

導者としての役割と認識していた。

これらに加えて指導者にもっとも期待していたものには、助産師モデルとしてみせ

てほしい、“そデンルと Lでの萎若尾営でいた万げれば一番いいか在"“みとは安芸ザモデンルとい

夕影でる、学生jオJlで庁さますので、対象者への漢字わりといラとご 6'b指著者の才からよか L

学んでるら之与といいと士止，{gっています"“fJ分たちの実震にfJft1を6って、ぞれを才2停止 L

で伝乏でいぐっ忌りの支持6でやっていただ、げれば、いい L、ぞクゆク止かで、 ilJJjJ/j di!fとLて
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の&'!f!Jモデ;ノ'l---若手去三吉/~.:h'?ヌLいf士f士";-/;fl， 1:;[、とでるそ;fl，;ji'、厳みに右-3l-、 こん之全身E府jご

と士IJたいかと;jo，{ff:5 "“ゃっ τい-3~から、みつ、身BJ1ifつでご 5 いク、二夕、薬 l-d;jiあ 3

んだ守とか、-*変di;h -3 fj c!::'¥やり」夕、v1i;h-3んだ、在っていクのをiJlJiAJ1ifのその葬ε垣 L
で星空[;1&って通常LいL、そ;fl，若尾で、 Jらjご8分と LでiJlJKJ1ifとLでこれから働いでいぐ滞

jご、最初;j{/11叱、ζfzクか、大変だ、つle.fプJ、.:h'ggl:t票結ら Lいとzクのが在L吐"“I嘉すの
者護のグアjごついて学生jご震基E均jご絢If，ごつぐ。tj;'ごとJf!ttていただま右がらやっていたたVプ

石ιL:;h IJ ;ji'j~ v 戸、看護を語ってほしい、“助産クア安是#、学生還に車lJaがらJf!すでやっ

で互い乏Lげ“8分/;iニラ考Jそだとzラ物吾伝x.てあげ"T:Tdv〆 ι右だち者買が、 f電T@ijク
J グ品、 Z宥夢のベポ~@ii つ J士夢の才点、重み ;jiめ-3 c!::，{F:5ので、主宰援の、ぞごの遊震でやら

hでい3封みです止か、ぞごのまと雪んのポグシーですとかといづf士るのをfl(gを品づで、学

生jご宏之 -3c!::いj;が指事Lでいただ、げだら〈などであった。行っている看護をみせ、語

ること、仕事に対する思いや生き方など一人の助産師として魅力的なモデルであるこ

とを期待していた。

( 3 )教員が考える助産実習における教員の役割

実習指導では、記録の確認やアセスメントの指導“/胃J言をと各車分や学生の括合調管理

をLで、この学生さE'C!::" こにE置す3かとか L づ車分の管理、長著 f;i$N~の定鋸のごとで、学

生に若'sft!J{ε一広屠癒す手。とタ法彦"".. 教員はとりあx.ずJlていて、 E鋸をチェュyク l-l士クと
か身'jlffif ifIiIとかア1?.Aメンメとか若重ぎをおいでてを行いながら教員自身が黒子になっ

て、様々な調整を行うことを自らの役割と認識していた。“者J署;jJ!fjl-や I:!'つで者貞;j:{(f;

blJにやってLよさラ ι子、学生まか在か按著者Jんと良子b;fl，吾、厚手bδ :5c!::l-aぐまつでl-;;t

ラので"教員が行う調整には、次の 1-4があった。

①学生が指導者から多くを学ぶための働きかけの調整 “学生がぎっていて、ごん右と

こ与が葉巌万っ疋とzつでいたムぎに学生がごん宥とご与に府殺を受げ之と茸つでい去の
で、どんJんそクい5葵苦 6っと 6っと足すで品ら 5と学生品すごぐ成長L与さすっていクこ

とさとあ乏でjjffl-てV1って、 6っと 6っと府議聖Lでい左1e.''Ij-3よ:5/ご声かげf士グー宮達子均jご

J!L;jL7アをす3止」がっていクニ c!::/;i一却すず、一携に学生;ji'':J: ;h帯苦 l-l士汐、ヲマ三ぎにaらa

? 1療に一義ずに解jごれ-3I1士で"“とやん止。んぞラドラ長舎を6っと品っとZすで品らタと学生るすご、

ぐ成長 l-':J:ずつでいク二止吾、あ之でjjffl-でいつで、 品づ c!::iづ ζ子府議'lfl-でいf士J士γ -3J:j

jご声;jofプJ士ク"“エどれ戸、ンス必ず結晶ffJl-で、 !fj菜でい在かっス:-6、原府のλ/;i、8分I:tニク考

之J士ζrzラ動ε宏之てあげ、でTdい"
②学生に関する指導者との情報交換による調整 “学生が沼ifLす3要が、若草と Lでは

一番心E在ので、ぞのスタグプ主んが'JE--3と分かつだ持jごl;i、出莱-31e.''fjAI;ijA，ぶ。とク jご1;1/

指導受げでいf士あとに、ぎわれでいJ士事点、、 r、ん右鹿jご受jア1&つでい乏かと茸ラのを藤搭L
で"J U学生が物要ぐiflifL l-でいafプh/;i'、ぞのまよさとぎク厨右京多jごL止す。や/;iIJ、ぞ:5ij:5

才f;i、スタァプ/匂二合の庫でi，fjc fJですね/出英-3だjプ実;gll-やすい介λをす-3ζfzラごとを心
掛げでいます。;hとl;i、府主Jんと府援す-3l-か之士いので、"“お虜をオbtずだとぎには、こ

hぐらいでさでいて、 ごの子jごI:tご/ι在諜選手ぷS';hIJよさす。とお止/n野芳撲を子底維やグ在がら・
芳生ごクご:5二;うだ、ったんです。亡、万万斗らニラ Lよさ l-l士げとや足かっ左?ずか、 止あちらから

zつでいだJどいf士汐、まあ、こちらからちょっとここ dl-てるらって品見いですか・・・止
い;うふ;う jご"

29 -



③学生に対する心身管理のための調整 “学生が鮮に何時滞分強オ坊を LたってLづ滞廓

帯;jJ'c!::"ftぐらいで庁ってい-3かといラのを、タイA !Jーにデェ yクをす与。"“ぷちよさグ長時点事

jごと土ってい石場合在どは搭誌を l-;士汐、 E吉原jご17つJ士顔合コーノルス外 yプさPかげで、持'/1;言jご

分弱点、英でる学生を厚l'f冶いよタ jご L て 6 らったり、 JiJ~きグ長時点穿の介助jごと土らまいよク L

ていよ吉す。"“緯度身雇~:t: I!!! 1& l-在;jよら学生とコミ:.::zニターションを f鹿ftて-3? J とか f食

べれて-3?ノとかつでいクことはl-l士。支持ちのEでの緯度段差害はか右クオまいので、 f何万β

三zヂJ之z 之在土い亨夢宮」が3戸よ之右土い Jβ3が与之寸士 ζと?」βか3がゐ ι よづ ζと~fflつ f危士ご ζ止~1，はI之宥土Vl;jか3がゐ之<<ζとf」βか3が込jは'j:/!i暗手点厨穿ζと?つて摺5藤草jにご乗つてい

ぐ"“ロ一テ一シヨンのJ点z百合子ζ止?」か3がゐ、学童Fの到若度とかとあわせて、溜み合わすf士ク"
④学生グループとしてのまとまりへの調整 “E裳重点在がら。で、 J::jゃぐ、長授の貯

に在って、初めて、 λのf士めに働ぐとzク」戸、 8分が-!:子選要請に宿手の識に重苦ぐと、 joffE'EJ
ごん在jご見vljo81ご在3とzヨ事事;jJ'分か-3J:: j /，ごとた dうと ð~う厨 C ですね。;Jf;忽点、分Jがら在い

と、護軍λ芝、げでは無理ですね。相手の立場jご立っとiijごと;jJ田英之士いと。あと産婦とFんに

'EJI坊さ合x<<いですJ::点。"“ぞのクツループが益事々jごと土ら宕いJ::j /，ごす3ごとが、 とで6重要
万é;~っています。者Z震でサポー外出某3 夢止、学生局二とですポー β 出莱-3夢では賓が産ク

とEいよ吉す。 jo81.才、いろん4士事;jJ'jfffe'!:でさますから、やはりいδん在パターンのサポーメ

点あっ疋才が長いとAffっていて"

教員として実習での調整がうまくでき、自分の役割が果たされていると判断する視

点として学生が楽しい実習をしていること、“反ftでい-3/アr、庁ぐと薬Lいとzクのは、
8分還の指事のtJZfI//Iの一つであ-3'夕、そして、助産師魂に気付くことができる実習となる

こと、 “一通tJN訴すが出莱で OKζfZクのではす左右いとjfI{いよ吉すね。や1:1tJ、JiJJiJ、Jきかっ

Jをつて、最初jごfザ吾、身8ei!f-E曹を受'ifずぐかJ士、、止、受'ifザかないと，尉E在のです、主っていて品

点、ぞク ;~v】ます。長'ifザかでt-3/，ご1:1、居世ftd.長い、授とラ萎ε居世でjo/プ1'f'Ji!ぐって、 b止、
学生って見ぐAでいて、支がいで、周CJ::クj乙王手flJl-てや-3J::j/ごと土与のですね"があった O

( 4 )助産実習で学生が成長を実感するための教員の関わり

教員は助産実習において指導者や妊産祷婦、教員自身の評価のフィードパックを意

識的に行っていた。 d官'ffI//IのやでやtJ1&クをAでいて、指著者jごご jiibftltごとはごク芝、

ったか在とかっていラよク在、 t古某ftl'f~美'ífずいて/;1 l-い、まあ若からzヨことるありますげ
J、そラい jJ::ラまやり1&tJのやであって定伊ぐごと品多いので、ょ吉b誘華の。tラ在A!Cで

車運:-'EJっていぐ夢'EJJiJtJよさすげとやo t苦I:1s害援助jごニクいクふ j/ご産婦d/しが穿つでいだんだ、
げと、6ぞれはあと'0士」夕、Lっか汐クア出来でいたjiEj哲だいよね、 とかそん壮感Cで、とかA/JfJe'!:

l-lをことをこ ji/Xl-l士グとか、指著者Jんがこクいクとごを評通fil-ていた。ととかつてぎって、

(}(/ご勇軍j戸でいjア-3J::jに、少L持ちょがやっつ、やそ5かまっていっ之原Cですかね"“こちらか

ら指示す与のでは凌ぐで学生jご支がいてほ LいとlNつでい与ので、その所を指示l-lttJ、6 

Lぞれが6クちょっと悲のE長野f吉、と Lたら、修正す-3"と;う jごといク助Zεす3いクとごとラを

心点、げてLザ"“指著者Jんからのやグ1&tJをAでいて、この委事Eでこん右ふラ jごiibftだこ
とはr、んま，言排があ-3c!::;~ タ?とか、 ごの時jご産婦Jんはごラいクふク jごLていJ士んだγアft

J品、 ぞれはあ右左1:1c!::" j A! C 1士の?とか、 ぞの夢Eをj尼zでいJ疋士汐 ζ止?Jか3が通ヘ、 ぞの厨の、 5評戸通窟Fの
q中ケでやtJll寂tρ を尼でいて"

いて1!f~石3iβか3がゐ〈とf 」か3がゐ、 rこがご j結合U'f'Oんでい-3かとか、 止、、ごJdft古来たかっていJFJjを指著者と
ーみずにZ止がら出来与だ、がそのアィ一戸、ノ";Yク Lていぐ1Jt6rj"“身8ei!fとLて今話をやっでいが

一-':tr¥ 



与のかつでいラの吾fJ!Jf9:d /し疋ちから多分学生、プグ -j;'ノ"-:>-クを6らってい-3ん芝、と，ff{ク

んですよね。ぞの車分若ぞクい jEJのを6ら之てよかっ乏ねってiijlすをまあ、結露L-i士グ

とか、 thc!: l:t aんですかね、成長の度合い岳少Lずっこちらから言ってLぺ"“学生の事を罫

め3つでい5ごと 6震議Lで・ 1!t/ごfJf$a/プ万、つだtすから、ぞク LづZ葉点、庄でぐ-3
学生が変':bっていぐんた、冶と、$4EJ葉原0i士のでアィ -j;'ノ'¥'yクがオ事止のか在。ゃっI:f'IJ 

fJf$;J，>'aいとか、ニftでいいのか在とか選択に若いがあ3学生jごついてはそれを投与ごと;J'>¥

8分てて芸者誘Lで6ら乏走らいいか在ってEって"

さらに教員は実習後に助産実習を乗り越えた学生の成長として次の 5つのことを感

じ取っていた。

①社会性が高まる “在会館が¥#1!fI.ごつぐ J:j身長T点、Lよさず。コぞュニクーションを震極

的jご止らまい止、主宰茸点差よさ在い L、グア EJi嘗ょ吉右いので、 8ら、結束若著者と調整苦Lで、

いぐ止か、ぞ;ラい;う8分からJlj;かげ与とか、産方、 コミ:.2.ニグーシ3 ンスキノル点、弟鮮に止が

-3J:j在三百点、Lます"

②自分に自信をもっ “オオ先あ左Iel:t JJ;'; JJE府と Lで鹿疲れ-3J:ってい夕、 fJf$をEJIe営-3

点と、 穿援jにごt出古f疋士ら 6つζ止?ごん之寸士t所芳さをr:Jl諜庶ヂJ乏主てやδラグタy

いクでLい、J夕ラの/βI手学乏三空主品gクでいよ£さヲすトL、ゃっ1;1'IJぞft!:弄 IJ11f;さらft乏クでいラのがfJf$f<ご

t:t在-3J:jです。 thっ、厳拝8分ってやれ3んだ、みたい在、やδラζfEつJ士らやれ-3んだ¥

っていラのがth-3L-、8分のから右い方、 bのみよさグ支がつか在かったカをぞの主宰宮を遁L

で終bってみてf写か実感す-3"

③発言力がつく “8分のl!:Jl !: ii X. -3 J: j 1:: d x. L-でふソプぱ、 Fクターはメアターとi:IJ 1，ご
コメン外i!fL-よさずL、若草t:tJ'i藍右りに経験をZすめてsってぐれますから、 8分のプラスjご
EJaクで、 キデy 止整理点、出来3。 で、 zっJ士事ぎがプグスjご之土石 ζfZクことが¥身jごf1/プft
/:f''' 

④看護のプロセスを振り返る力 “ぞの援ilif!:、いかに詳ノ櫛Jご若n-3J:クjご。つでさ乏か
止かで、 c!:"ft万Jプ治静jごと土つでまたえが止と、 Eいますので、その夢E、ifilJi!fIJEJプロモナス

レコ-1-"でt:taいですげζ?¥ プロモナスをいかにifilJi!fft-3かで、学生;Jj'c!:"ft Ie" /プg若 Lでさ

たのかまって、 bかりやすいひとつのfjjぎか在 ι/..." 

⑤時間感覚を持った判断や行動ができる 得者fJHt震を子浮つで庁動l"e"!-3c!:ごδ止か、夜

産めに助君さr:EJ止め3こ止がでま石っていクことが、か之i:1J、JJ;';JJEの学生止動産では在い学

生点、助JJE$-l，SJを産J士~/.ご到達す-3c!: ニ与、産度のとこ δjご在って L よさラんですがr、オきい

かなと，ff{考週産から Lて6、時節感賞さr:EJってでま石 J:j /，ご之i:-3ので、いずれはでき-3.10

Cやまぐっで、よさbぞの分弱オ助ゃにでき-3つでいクごとが、タイA!/ーにでさ-3J:jf.ご万

んf士、、んと土ってぐ m であった。

教員が行っている実習中や後のフィードパックは、学生が自らの成長を実感するこ

とに通じていると考えられた。これら教員が感じている学生の成長への実感を促すこ

とが、教員の大切な役割であることを確信して，学生と関わることが重要であると考

えられた。

司
、
〕



6. 分析

平成 21年度の調査時期が遅かったこともあり、 3者をあわせての分析はできていな

いため、各々の発表後の意見を記載した。

1 )学生

・学生は助産師としてのアイデンティティーは学んでいる。

-学生は教員側からいわなくても、何例目で自分ができることがわかっている O 統合

カリキュラムのよさがみられるのではないか。

・手技をメインに評価しなければならない時期もあるが、アセスメントに必要な情報

収集を評価することもあるのではないか。

-チェックリストに載せる項目と、評価しなければならない項目があるのではないか0

・学生のメンタルフォローの役割は教員であると、 3者が一致している。助産師は臨

床で起っていることは自分たちの役割だと思っているが、学生側のインタビューに

は出ていない。実践の場面でのモデルという意見は学生から出てこない。

2 )教員

・インタビューデータにある教員の役割は、ぱらつきがある印象がある。「調整役」と

いう言葉はひっきりなしに出ていた。臨床と共同で助産ケアをつくりあげるという

1つの意見もあった。「調整役」と言っているが、調整役とは具体的にどういう行動

をとるのか

-自分は直接かかわらない、やってみせない教員の教育観もあるのではないか。臨床

指導者との役割の相違の認識

-教員がついていると学生は教員を頼ってしまう場合もあるのではないか。現場のス

タッフと学生がやりとりをしてほしい、と考える教員もいる。

-今の教員はケアに自信がないことが多いこともある。

-学生が産婦へ行ったケアのフィードパックを、臨床指導者が学生にフィードパック

することを教員は期待している C

-教員は指導者から学生に伝えて欲しいと思い、指導者は教員に学生のフォローを

期才寺している O

3 )臨床指導者

・「臨床指導者のモデル」も同様に具体的な内容は何か。

-臨床指導者は学生個々に合わせて評価している o 3段階の目標をつくっているが、

自分はこれだけのことをできるようになったという根拠をもつようにするための

ものとして活用している。良い・悪いではなく自信をつけていくプロセスになれば

よいのではないか。

-臨床指導者は就職後にイチから育てると思っている。なぜイチからなのか。

-新人研修を病院側が始めるので、大学がどこを重視した教育にするかイチからの意

味を考えてみる。

-臨床指導者は学生の熱意をもつことを大切にしている O

・自分と同じ(助産師)仲間をつくると考えている。母性看護実習は通過点だが、助

産学生は自分の仲間・後輩になるから実習指導に力がはいる O 臨床で起っているこ

とを伝える役割があると思っており、覚悟がある。
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-非常勤講師の臨床指導は学生との繋がりが少ないと感じており、臨床側が求めてい

るのは専任教員である。

-臨床は教員に 3例目まではいてほしいが、その後はとにかく精神面をフォローして

ほしいと考えている。

-精神面のフォローと、知識と現場を結ぶフォローを教員に期待している。

7. おわりに

平成 22年度にむけて、指導者・教員の役割、実習経過中の評価の視点について更

に明確にする必要性を強く感じる。臨床指導者・学生・教員の 3者の関係性なども図

式化し、みえる形にしていくことが望まれる。

8. 参考文献
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要，5(1)，85・91.
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要，5(1)，37・43.

丸山和美，遠藤俊子?小林康江，他(2007):助産学生の分娩介助実習後の到達度，山梨看護
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合カリキュラムにおける助産師教育の到達目標に関する検討，112.119.
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第N章 産婦ケア(分娩介助を含む)の学習に用いる教材開発

1 .平成 21年度の目的

助産師教育における産婦ケア能力育成に関する教材、実践能力育成を日標にした教

材(モデル教材および CG教材)の検討

目的:助産師教育における産婦ケア能力育成に関する教材で、現在使用されている教

材についてクリティークし、産婦ケア能力を高めていくためにどのような教材が今後

必要とされるかを明らかにする。

2. 方法

フォーカスグループインタビューによる教材のクリティークと会陰保護術に関する

シュミレーション教材の検討

3. 教材のクリティーク

1 )フォーカスグループインタビュー法で得られた、主に逐語録データをもとに重要

アイテム、重要カテゴリを導き出し、その関係性を記述する。

2 )メンバー構成:グループインタピュー :2G編成

lGroup:若手教員および臨床指導者、教材製作者にて構成(臨床に近い視点での

意見)

2Group:教員(准教授、教授にて構成(教育の立場から)) 

3 )教材の選出

( 1 )認知領域を高める教材

認知領域を高める効果のある教材として、 13次元 CG周産期診断分娩介助教育システ

ムj を選出した。 DVD教材の中で 3次元 CGを駆使した教材であり、自己学習、事前

学習として利用されている。

( 2 )精神運動領域(技能)を高める教材

高研ファントーム，ソフィーマムを選出した。高研ファントームは全国の助産師学

校、助産教育を行っている大学で準備されている教材である。そのため分娩介助の演

習においてはこの教材を使用しているのがほとんどである。ソフィーマムは、オース

トラリアで開発された教材であり、高研のファントームと素材において異なることか

ら非常に興味深い教材である。

4 )フォーカスグソレープインタビュースケジューノレ

3次元CG周産期診断分娩介助教育シス i分娩介助 ファントーム

テム ! 高研 ファントーム

ソフィーマム

9 30-10 30 19 30-10 30 

1 Group : I 2 Group : 

CGを 15分程度でみる。それをもとに I1 5分程度実際に体験し、それをもと|

産婦のケア能力を高める教材として有 iに産婦のケア能力を高める教材として(

A品
寸

司
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|効か、

|良い点

7 悪い点

改善点

(有効か、

|良い点

l悪い点

l改善点

などを挙げながら自由に述べる。 |などを挙げながら自由に述べる。

1035-11  3 5 10 35-11 3 5 

2 Group I 1 Group 

CGを 15分程度でみる。それをもとに 15分程度実際に体験し、それをもと

産婦のケア能力を高める教材として有!に産婦のケア能力を高める教材として

効か、 |有効か、

良い点 i良い点

|悪い点 |悪い点

改善点 |改善点

などを挙げながら自由に述べる。 Iなどを挙げながら自由に述べる。

以上のスケジュールでフォーカスグループを進めていった。

5 )分析方法

グループで話し合った内容は、録音し逐語録を起こした。その逐語録から重要な意

味内容を抽出するという方法をとった。分析者は 3班のメンバーであり、各メンバー

から出された内容をまとめた。

6 )結果

(1) 3 D-CG周産期診断分娩介助教育システムについて

• 3 Dにすることで、骨産道、軟産道、胎児の関係がわかる。

-認知領域の教育にはたけている。 3D世界のイメージ化ができる

.ファントームでは骨盤内で何が起こっているかはイメージしにくい。

・したがって、 CGで見ることと実際のファントームでの実際を学生は統合化して

し、る

・解剖生理はこれで理解できる

.母性で一回見る

・分娩の原理を理解させる・・ファントームで介助・-イメージ化の加速化・

• 3Dは認知領域のレベルを深める教材である・・分娩の原理、解剖生理を 3次元

で起こっていることは 3次元で見せると効果的

・リアルさを追求する必要性

静止画~動作画(ベピーが動く、心音の変化、陣痛周期、子宮収縮→血流の低下

→心音の変化)などをモデル人形に組み込んだ経過診断の学習に効果的な教材が

必要

( 2 )ソフィーマム，高研ファントームについて

-分娩介助者の 3次元の追求・・・ 3次元動作解析装置による動作分析やカオス分

析でよりリアルさの追求

会陰保護時の手の動き、力加減、助産師の立ち位置、

の一連の動き)
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3D-CGで表現・・・学生の認知レベルの能力向上に有用

• 3次元動作解析をつかって、学生の分娩介助動作を解析して教材開発に活用する

動作評価をする・・・これにより視覚的振り返りによる技術の向上効果を期待する

・シミュレーターと 3D-CGの合体・・よりリアルな教材について

空間認知力の低い学生や社会体験の少ない学生の教育に効果を上げる教材が必要

( 3 )理想的な教材ならびに教育方法

・リアノレ3D-CGシミュレーターで演習 現在の分娩介助 3・4例レベルへ到達

・分娩介助 5例"'10例実習 産婦の経過診断等が一人でできる、個別性

・就職後 分娩介助 研修の義務化で分娩介助の強化

*以上の内容について交流集会にて報告 (p.49参照)

7 )まとめ

今回の教材クリティークから派生して、現在すでに行われている助産師教育におけ

るシミュレーション教育を今後さらに効果的にするために、どのようなシミュレーシ

ョン教材を使い、どんな方法を行うことが必要であるかが検討の方向性として見えて

きている。助産師教育を実践している大学等では、演習に力を入れ、より実践に近い

状態を再現しながら、学生によりリアリティ性を体感させる努力をしている。しかし、

それは教員の力量において幅があり、シミュレーション教育がシステム化されていな

いことがあげられる。ここでは、どのようなシミュレーション教材の開発が必要であ

るのか、それをどのように教育に取り入れていくことが必要であるのか教育システム

を作ることが今後の課題である O

4. 第 3班:命題:どのようなシミュレーション教材が効果的なのか

第 3班は平成 21年度の目標を次の課題にシフトさせることとした。それは分娩介

助にかかわる教材を作成するにあたり、助産師は特にベテラン助産師はどのような分

娩介助を行っているのか、日本の助産師の特有の技術とされる分娩介助時の会陰保護

の手はどのようになっているのか、どこに視線を置き、助産師の体のどこが動き、ど

んな姿勢や重心がどこにあるのかを総合的にとらえてみることで、助産師の分娩介助

時の動作を明らかにしようとすることから教材開発へ結びつけられなし、かを次の研究

疑問とした。

1 )ベテラン助産師の会陰保護技術を初学者にどのように伝えるか

上記テーマを解決する手掛かりとして、大阪赤十字病院の中川氏の研究が非常に

有用であることがわかり、「助産師の会陰保護術を初学者に対し、効果的に教育す

るには」をテーマに大阪赤十字病院中川有加氏の会陰保護術における助産師の手

掌にかかる圧力の研究に関する講演を基に意見交換を行った。

( 1 )日時平成 21年 11月 28日(土) 18:30"'20:30 

( 2 )場所 東北大学東京分室

( 3 )講演題目 「会陰保護術における助産師の手掌にかかる圧力」研究から

( 4 )主な講演内容
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①概要

中川氏はE常に進行している仰臥位分娩において児頭娩出から躯幹娩出に伴う

介助者の手指・手掌にかかる圧力値を実測した。その結果、伝えにくい助産師の会

陰保護時にかかる圧力を工学器機により測定することが出来、熟練助産師 1) (以下

熟練とする)と新人助産師(以下新人とする)の圧力値を比較することで、熟練の

技を目に見える形で表現できることが明かとなった。

具体的には、熟練と新人では左手の使い方と、右示指指間小球、右示指中問、左

第一関節と第二関節中間内側、左小指先の使い方が異なっており、また、新人は産

婦の努責によって下降してくる児を押し返すように圧力を付加していたが、熟練は

努責に左右されず一定の圧力付加が認められた。更に、熟練は左右の手が協働して

会陰保護術を行っているが、新人は片手だけの動きとなっていた。

②使用器機

中)11氏は両手掌にかかる圧力の測定に、共和電業製超小型圧力変換器

(PSM-lKAB)、センサーインターフェースボード (PCD-300A) を使用した。そ

れ自体は熱を発生せず、人体に対する悪影響もない。直径 3.5mm::tO.3mm、薄さ

O.65mm土O.15mmで重量はケーブノレを含んで約 O.5gである。

中川氏は対象となる産婦が分娩台に上がった時点で助産師の右手 4か所左手 6か

所に超小型圧力変換器を貼付し、助産師はその上から滅菌手袋を装着して分娩介助

を行った。今後の課題として、超小型圧力変換器の装着時間の短縮(7"-'8分かかり、

対象者の負担となる)や、リード線の切断、コード類が肩からずれる等のデータ収

集途中のトラブルに対する工夫、また、貼付部位や方法の更なる工夫(超小型圧力

変換器は垂直方向の圧を計測しており、水平方向に移動する圧の計測が不十分であ

ること、貼付部位の微妙なずれによって圧力値に変動が起こる可能性もある)が必

要であることが挙げられた。

③助産実践への適応と提言

中川氏は研究を通して、助産師教育に用いられる教科書に書かれている会陰保護

術における助産師の両手掌にかかる圧力の実際には暖昧な記述が多く、どのくらい

の圧力なのか具体的に示したものはみつからなかった為、今後、信頼性・妥当性を

高めるために研究を蓄積し、将来、分娩介助モデルに圧力値が表示できる器機が開

発できれば、自分がどのくらいの圧力で会陰保護を行っているのか等がシュミレー

ション出来、より臨場感あふれる演習につながるのではなし、かと述べた。

1)熟練助産師どは、中川氏が次の論文で使用している定義(分娩介助 500例以上の助産

師)を{吏用した。

中川有加(大阪赤十字病院):会陰保護術における助産師の手掌にかかる圧力. 日本助産

学会誌 22巻 1号 p49・64(2008.06) 

( 5 )講演後の意見交換から

中川氏の講演を基に意見交換がなされたので、以下にその内容をまとめる O

学生に会陰保護術を指導する際、学生の会陰保護の手の上から熟練が手を重ねる

ことによって技術を伝達する方法が取られることがよくあるが、この場合、学生は、

会陰保護の手技は学んでいるが会陰保護の際に両手掌にかける圧力は学んでいな

寸
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いと推測される。指導者がすべての手を離して初めて真の圧力が分かるのであるか

ら、まずは丁寧に言葉で伝えて、何かあったときに介助の手を出す方が、会陰保護

術における圧力の加減が学べるのではないだろうか。また、中川氏の研究で明らか

になったように、熟練は実際に自身が会陰保護術を行なう際には、産婦の陣痛に伴

って下降してくる児を押し返すような圧はかけていない。それにも関わらず、学生

に対して、学生の手の上から自身の手を重ねて会陰保護術の指導を行う際には、圧

力をかけるような指導をしているということが実際には起こっている。更に、分娩

介助 1・2例目の時は特に、学生は緊張で力が入ることも加味するべきである C こ

れらのことから、熟練が会陰保護術を行なう際に、下降してくる児頭と会陰にかけ

る両手掌の圧力とはどの程度の圧力なのかを学び、学生自身の圧力はどうであるの

かを事前に知っておけば、実際の産婦の分娩介助にあたる際には、その圧力を感知

し、それに介助の方法を加えて分娩介助技術を習得していけば効果的であろう。

また、熟練達からは、児頭が出る時よりも肩が出るときに会陰裂傷を起こすとい

う話が聞かれることから、この時の圧を教えることも重要なことである O

( 6 )今後の研究への発展と準備

以上から第 3班は、中川氏の研究の後追い研究を行い、会陰保護時の左右の手掌

の圧を測定し、それを数量化することで学生教育に反映することを考えた。中川氏

の使用した圧センサーは共和電光の圧センサーであり、下記のように圧の測定がど

のように可能か、山形県立保健医療大学で業者の支援のもとに圧センサーを試用

(①~⑤)し検討した。

① 

そ33
東北大型開 圧センサーコネクション

ぐ-1chごとに4本のワイヤー
の接続が必要(手作業)

面倒な場合は、コネクター(別
売)をつけることも可能↓

圧センサーを 1c hつなぐには 4本ワイヤーを接続する必要がある。圧を複数の個所

で測定するには測定値x4のワイヤーが必要になる。非常に複雑になる可能性あり、

中川氏の研究においても、分娩介助者はワイヤーを肩からかつぐようにして分娩介助

を行っていた。

。。司、u



② 

そ33圧センサーデモ(1ch) 圧計測値
東北大学

庄のかかる場所が高い値を示している。
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③ 

が砲事向島

義33

an k
前

モ

賄

-
ナ
ノ
ヤ

舗一サンセ圧

実施後→
※装着部位が

ずれてしまっている
東北大学

圧センサーを手掌に装着する。非常にはがれやすく、そこにゴム手袋を装着すると、

装着した部位からずれてしまう可能性がある O そのため必要とする部位の圧を測定で

きない。

④ 

{持圧センサーデモ(1ch) 固定編
東コヒ大学

ずれないように市販
のバンドエイドで固定

圧センサーをバンドエイドで固定する。その上に手袋をはめる。これで、センサーの

ずれが解消される O
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⑤ 新しいセンサーの試み

橋、手のひらに加わるfE力分布をリアJレ.，イムに検出!

yステム議義者仇

長

〆~トは慾議後 t約 O汚 ヴ字<ので 潟 悲のぢらの忽釜の議緩い議り付けで&~止すt

Z善指総，交じ〈育長のひっ 20fr審λ，容所時人 が斜線議できます

イ

F華 道義

りハヒワ誇タ〉各機 j フ;t，力ウヴ物誠実F マ 4ケ γ彦舎の尽力ふ守宅見

把持力分布測定システム
(ニッタ株式会社)

ぷ志向も
句....・~P

東北大学

小型圧センサーの場合、一つ一つ圧を測定したい場所に、センサーを付ける必要があ

り、さらにその圧の感度が決して良くないので、信頼性にかけ、本当の圧を図ってい

るのか、微妙な圧のかけ具合を本当に測定できるか疑問である O そこで。把持力分布

測定を代わりに考えてみることとした。手掌全体の圧分布が測定できるようにしたも

のである。上記の tree型のセンサーを両手に貼る。はがれないように手袋をはめ測定

をする。把持力の感度の高いセンサーを購入することで微妙な変化もとらえることが

できる。

第 3班は中川氏の後追い研究をシミュレーターで行うこととしたが、圧センサーに

ついても、中川氏と同様のものでなく、新田工業株式会社の把持力分布測定器を使用

することとした。

5. 平成 22年度の計画

1 )熟練助産師の会陰保護時の両手の圧の測定

予備実験 4月予定

装置のセッティング

7月本実験予定

2 )熟練助産師の視線の解析

3 )熟練助産師の動作の解析

初学者との比較により、熟練助産師の分娩介助時の動作(会陰保護・視線)の特徴

を明らかにする。

A
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第v章交流集会

1 .第 29回日本看護科学学会学術集会交流集会抄録

助産師学生のため産婦ケア(分娩介助も含む)に関する有効な教育方法の開発

新道幸憲 1、鈴木幸子 2、遠藤俊子 3、吉沢豊予子 4、成田伸 5、森恵美 6

l日本赤十字広島看護大学、 2埼玉県立大学、 3京都橘大学、 4東北大学、 5自治医科大学、 6千葉大学

看護系大学における助産師教育について、我々は、過去 4年間にわたり研究を行

ってきた。その結果、統合カリキュラムで教育することのメリットが明らかにな

ったが、担当教員からハードカリキュラムであり、教育時間の不足、教員及び学

生が多忙であると認識している人々が多きとの結果を得た。しかし、その背景に

は、カリキュラムの工夫や教育方法の工夫が十分になされていないことも明らか

になった。そこで、我々の研究班では、今年度から助産師教育のうち、ハードカ

リキュラムの大きな要因になっていると思われる産婦ケア能力育成を目標にした

講義、演習、自己学習、実習という教授・学習方略の開発を目的とした研究を文

部科学研究補助金によって 3年計画で次の 3班に分担して行うこととした。第 1

班は講義、演習、自己学習という学内における教育方法の開発を目指し、第 2班

は産婦が分娩のために入院して分娩が終了するまでの教育方法の開発を目指し、

第 3班は演習及び、自己学習に効果的に活用可能な教材の内、 ICT(Information 

Communication Technology)等の活用による教材開発を目指す。本交流集会では、

1年目に取り組んだ研究成果を各班毎に報告し、助産師教育における産婦ケア能力

育成に関する教育方法に関して討議を行うこととする。

第 1班;看護系大学における産婦ケア能力育成のための講義、演習、自己学習の

各授業方法別に到達目標、内容、方法、順序性、時間数や各授業方法聞の連続性、

関連性及び評価などの実態について報告する。

鈴木幸子氏 埼玉県立大学保健医療福祉学部

第 2班;看護系大学の実習方略について、到達目標、内容、方法、指導者の役割

分担、時間数、産婦ケアの機関や例数などの実態について報告する。

遠藤俊子氏 京都橘大学看護学部

第 3班;助産師教育における産婦ケア能力育成に関して使用されている教材のう

ち、モデル人形、 CG(Computer Graphics) 等に関する情報を収集し、その教育

効果上の意義や成果などの視点から分析した結果を報告する。

吉沢豊予子氏 東北大学医学研究科

連携研究者;大井けい子氏(青森県立保健大学)、石井邦子氏(千葉県立保健医療

大学)、渡部尚子氏(聖路加看護大学)、斉藤益子氏(東邦大学)、村本淳子氏(三

重県立看護大学)、吉永茂美氏(日本赤十字広島看護大学)、森恵美氏(千葉大学)、

成田伸氏(自治医科大学)、小林康江氏(山梨大学)、清水嘉子氏(長野県看護大

学)、粛藤良子氏(自治医科大学)、跡上富美氏・中村康香氏(東北大学)、井上雅

美氏(日本赤十字広島看護大学)

ウ
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2. 第 1班

零護系大学学士課程動産学生に有用な
蔑糠ケア(分娩介助を含む)の教膏方法
の額発一講義E演習殴自己学習方法に関

する実態髄嚢

鈴木幸子、山本英子(埼玉県立大学)! 
太井けい子(青森県立保健太学)

石井邦子(千葉県立保健医療大学)

林ひろみ(千葉県立衛生短期大学)

渡部尚子(聖路加看護大学)

平成21年度文部科研(基盤A)宥謹系大学学士課程動産学生に有用な産婦ケア(分
娩介動を含む}の教育方法の開発 研究代表者:新進幸恵の一部と Lて実施して
います。

長野究方法

対象

看護学基礎教育カリキュラムにて助産師
教育を行っている看護系大学 5校の動
産師教育に直接関わっている教員

方法

後グループインタピ、ユー

シラパス、評価用紙、視聴覚教材

鯵実習室、演習室、模型等は写真撮影

倫理的配慮

e研究の主旨を説明し、同意書に署名を得

た者を対象者とした。

e協力は任意であり、途中で中断すること

もできることを保証した。

拳研究協力大学名、および協力者の氏名

が特定できるような情報は公開しない。

研究毘的

学士課程における助産師教育は時間数
不足、過密等の問題が指摘されている
が、教育課程の工夫によって学士の利
点を生かした教育が可能である。 看護
学士課程で看護学基礎カリキュラムに
よって助産師教育を行っている大学にお
いて

多分娩介助を含む産婦ケア能力育成を目
標とする教科目の教授・学習法略の実態
と工夫を明らかにする。

インタビュー内容項毘
平鶴擁護藷iiBZ紺野議器開書官室組忠良主
:;2; 

③雪景的状況にある母子とその家族への援助が指導助言によってで

④女性とその家族の意思決定を支える援助が助言によって実施でき
る

⑤人の尊厳の重視と人権の擁護を基本に据えた媛勘行動ができる

⑥利用者を中心とした助産ケアチームの協働・連鍔が主体的にできる
⑦自己の専門性を深めるための看護(助産)実践ができるようにするた
めに、自己の看護実蔑を振り返り自己評価できる

結果(台中間報告として

調査実施校

公立4校(1校未実施)、私立1校

調査期間

平成21年10月-12月

調査対象者

職位.教授・准教授・講師・助教

各校2-4名
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結果(2)譲査対象校一覧

B(公立) E名m名 3年次12 付麓病院・勉肉容iJlJ
月

持君主後 祭事竜務院
業種

D(公立} 74!j高指名 3年次後 察内務院 科EIiJIl'l'時
書E 容E国

殿堂きお 君主名1127各 錦喜最後 事量術覇権臨書 事専EliJII'割増
護霊 容2揮

結果(3)続き
ヰ;愛慾養護料滋とのi議綴後
・閉じ教員が母性看護も担当し内容のすみ分け、連続性がある
(A医~D)

・母性看護科目で看護過程の展開の土台を作る(CD)
・記録用紙を統一。内容や書き方で混乱しない(ABCD)

緩よ.v寸史事修HPでの古学霊安
.1事伊jの助産過程を時聞をかけてT寧に行う(A)

・事例は実習病院の実際の入院カルテより情報を得て
展開する。 (8)

'VTR事例からSコAPゃI~ルトグラムを書かせる (C)
教員や院生が妊産婦役となり介助の練習をする(ABCD)

・初産婦の事例での助産過程が合格後、経産婦の事例に
すすむ(8
6) ~苦言3量殺との遠鏡
・大学の物品や手順に実習施設があわせて〈れる(A)
わ学務環境おき警務

'24時間演習室を開放、土日も技術練習できる(8)

H22年度の計画(案)

三〉乏)玄について方法を提案し、試行後評価
するo
e母性看護との内容、看護過程、記録用紙の
連続性

e雇修前のオリエンテーション
@隊器華料怒

4書

e実習施設との連携
老妻

A
『
A
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戸 結果(3)自標「①動産計醸の立案・実施・

評価の展開ができるJr争助産診跨・技備
が的確にできるjについての授業・自己学

習の実態
1)欧産額Il!l達科怠の媛修をする黙の事官でさ控慈

-面接で自己の目標や課題を暁確にしている(D)

E学習課題を課す(AD)

-課題について学生同士で授業をさせ、教員が確認(8)

・オリエンテーションで国試3年分の事項の記載箇所を確認さ せ、
教科書の活用方法を意識づけている(0)

2)患繍の授業務総

-助産履修者が決定してすぐ(3年1月-3月)に開始(8)

3)グんーブダイナミヲスの活鶏

-実習施段と担当教員を早期に決定し、事前学習や演習、技術
練習、技術試験等全てそのグループと教員で行う(AD)

'助産過程、保健指導、技街等について学生聞で評価し合う(配D)

まとめ
学士課程における助産師教育は以下の

種々の工夫によって動機や主体性を高め、

効率化をはかっている。

@母性看護との内容、看護過程、記録用紙の連続性

a 履修前のオリエンテ ション

事事前学習

礎実習グル プと教員の一貫した教育

@実習施設との連僕

今後は

05校のデ 告についてすべての学習目標について実態と
課題をまとめる→報告書に向けて整理中

0効果的な教育・学習法略を提案・試行を経て開発する。



3. 第 2班

重量藍車種学生のための産購ケア{分雄介助
を舎む}に購する有識立教曹方法(f)襲警発

く動産実習〉

遠藤俊子小林康江斉藤益子清水嘉子

村本淳子吉永茂美

竹明美 大滝千文

あり

3年間の1王手自の研究

O学士課程において助産師教育を行っている
大学 6校

以下の資料収集とフォーカスミーティング

O実習目標
0実習方法実習前、実習中、実晋後
O評価方法
0教員と臨床指導者の役割

戸、J
A叫
T

!言環器話相寸
属産掴における保・E禽チーム

15) の体制の充実に向けた看盤の • .長佳

利用者を中心Lした助産ケア
16) チーム.保健、屋宿.福祉テー . 

ムでの協働連ttI

17) 
助産所、病院、鯵蜜所の組・の • 中での倒産ケアの置聞

員J選謬説明一
18) 

助エピ産デ象ン審スへにの基研づ究い成た果ケ@ア活の用実、

'‘ 19) 
助産簡としての専門性の向上，、 • の努力



0実習前の学内で修得する知識{試験)

0実習前の学内での技術の確認{実技試験)
自己学習サポート

OCBT 

多面的な試験内容の厳選

状況設定問題

知識の使い方を実感できる設問

。徹底した見学

学生の臨床での交渉能力も育てる

襲警経過中

C段階的な目標設定
O事例毎の評価
C教育的な視点での学生へのフィードパック
O事例検討会(中間)

O休みの確保(1日/週)
O学生の臨床での交渉力

日 学喜警告書j署 長盆

入院時の情報収集と初期計画の立案

分娩第1期の助産診断(情報収集、アセスメント、計画立案、

実施、評価)

O 分娩第1期に用いる技術

O 分娩第2・3期の動産診断(情報収集、アセスメント、計画立
案、実施、評価)

D 分娩介助技術

G 分娩第4期の助産診断(情報収集、アセスメント、計画立案、
実施、評価)

O チームワーク(病院スタッフと、学生聞と、教員と)

O 次の段階への目標 i 
O 教員コメント 11 

-46 

0事例学内で行えることは徹底的に実施し、
時間を意識した(スピード)展開ができるよう
にする

0実習前OSCEの可能性

O学生の学肉学習能力のライン引き

評{富

O評価項目;スキル(分娩介助)中心の評価

O態度に関する評価視点

O指導者によって評価が異なる

C事例に応じて異なる評価表の使用

翼覆後

O事例検討(発表会)目的をどこにおくか

O到達度評価

O実習後CBT
O実習後OSCE

12 



G 実習目的・目標と実習肉容、評価表が一致してい
ないのではないか
O 目標に関する実習の組み立てが一致していないの
ではないか
O 臨床指導助産師に十分な理解が得られていないの
ではないか
。実習方法が固定化されているのではないか
O 学生の自学自習時問、休患の確保→課外的な取り
組み
O 指導者・教員の支援→学生が謀外本指導者・教員
の拘束時間の延長

"*分娩経過診断能力

"*産婦および胎児、家族の安全と安心のケア

食分娩の効果的促進と安心に聞するケア

食分娩介助能力

10例という介助件数優先の実態

O評価のウエイト:スキル中心

013標!こ対応した評価表のあり方

O誰が評価するのか

Gスキルトレーニング中心

O思考訓練?

C継続をもつことの意味と価値

10例という介助件数優先の実態

G育てられたように育てている

O指導者トレーニング

ーー今

17 

司

I
A
斗

Oかなり地域性による差がある



0教員の指導の差(教員の臨床能力、臨床との関係、
(遠隔地)

0臨床指導者の役割:事例への直接的なケア
判断を伝える

0記録の共有【電子カルテ、訴訟の関係で難)

19 

-48-

卒業時到達レベjレの保証

O 

~O 



4. 第 3班

酪産締学生のための産婦クア
を含む〉

第3班助産師教育における産婦ケ?育成に関する教材の横討

置メンバー構成 :2Grou問

若手教員，臨床指導者，教材製作者 6名

教員(教授，准教擾等)6名

臆各グループで2つの教材.3D教材とシミュ
レーション教材を1時間づっ，鑑賞したり，
触ったりしながら，ディスカッションを行い，
それをICレコーダーに録音，逐語録を書き出
し，まとめて分析

i1SJ診トレー
ナー従来型

一塁符事長一手景時開金一
言t会

3D CG画面伺き 1
?ントーム ! 
世代型外園祭 ! 
パースマネキン | 

意義感毒素|

-49 

週目的:朗産師教育における産婦ケア能力育成
に関する教材で，現在使用されている教材を
クリティークし，産婦ケア能力を高めていく
にはどのような教材が必要とされるかを検討
する. (平成21年度科研計画より〉

.フォーカスグループ方法に倣い.データを収
集した.逐語録を墓に重要なアイテム，重要
カテゴリーを導き出し，その関係を記述する

ファントーム外国製
ソ7ィズマム従来型

首選

手議。議



襲嬰アイテム・カテゴリー

φ 量担鍾填能力の育成・・リアルさ
3D教材の活用は必須
3Dと超音波とCGを駆使子宮収縮1血流の低下，心音を可視化し
-3次元動作解析とCG助産師の動作をCGIこ取りこむ

.運動領域(体感)能力の育成・・リアルさ
3次元動作解析と圧センサ の組み合わせ・・産ませる慣lの能力を高め
る方法

.認知と運動mixによる総合判断・スキル能力の育成
次世代型シミユレ-11

• SPとシミュレーターの組み合わせ(教材mix)

φ シミュレーターとシミコレーターの組み合わせ

(教材mix)

・リアルさの追求:皮膚や産道のリアルさ・・材
質改善

人に対するケアのリアルさ，ケアに反応がある

.解説を付加できるシミュレーター

・初学者が段階的に理解を促す教材

奇襲議

nu 
，h
J
 



資料





資料1ー 1

2009.7 

母性看護学・助産学分野担当 教授 様

「看護系大学学士課程助産学生に有用な産婦ケア(分娩介助を含む)の教育方法の開

発j 一講義・演習・自己学習方法に関する実態調査一

面接調査協力のお願い(依頼)

研究代表者 日本赤十字広島看護大学新道幸悪

調査責任者(研究分担者)埼玉県立大学鈴木幸子

現在、新卒助産師の中で看護大学の卒業生の占める割合は徐々に増加しています。助産師教育

プログラムをも含めた 3職種の統合カリキュラムの効果的な実施を検討するために、「看護系大学

学士課程助産学生に有用な産婦ケア(分娩介助を含む)の教育方法の開発」を文部科学省より科

学研究費の助成をいただき実施しております。その一部として、講義・演習・自己学習方法に関

する実態調査を実施したいと考えております。

すでに実施済みの貴大学の助産師教育の中でも、産婦ケア能力育成に関わる学内の講義、

演習、自己学習等のシラパス、授業案、教材等を収集させていただき、合わせて各科目間の

順序性、関連性等についても面接調査(グループインタビュー)をさせていただきたく存じ

ます。インタビュー内容は録音し、逐語録を収集資料と合わせて分析、検討いたします

結果の公表に際しましては、大学名、協力者の氏名が特定できる情報を含まない配慮をい

たします。

1.面接対象者

貴大学の助産師教育に関わる教員のうち、「産婦ケア能力(分娩介助含む)育成」に関わる

教科目の担当教員 2'"'"'3名

2.収集を希望するもの

上記の講義、学内演習、自己学習に関するシラパス、授業案、到達目標、評価方法、使用

教材、模型に関する資料

3.インタビュー内容

産婦ケア能力育成に関する到達目標毎に、貴大学でイ可をどのように教授しているか、それ

ぞれの科目聞の順序性、関連性、工夫点について、それぞれの授業の評価について。

本調査にご協力いただける方、お問い合わせは下記までご連絡ください。

同意書等の送付、詳しいご説明および調査日の調整をさせていただきます。

連絡先 埼玉県立大学鈴木幸子

tel/fax 048・973・4171

e"mail: suzuki"sachiko@spu.ac.jp 

司コ戸、J



資料1-2

同意書

「看護系大学学士課程の助産学生に有用な産婦ケア(分娩介助含む)の

教育方法の開発-授業方法に関する実態調査j

<説明事項>

1.研究目的

2. 研究の方法

3. インタピ、ューならび、に資料の提出について

4. 調査への参加は、自由意志によるものです

5. 報告書・論文としての公表と匿名性の確保

6. 相談窓口について

【協力者著名欄】

私は、研究の参加するにあたり、上記の事項について十分な説明を受け、内容等を十分理解

いたしましたので、この研究に協力することに同意します。

同意日:平成 年月 日

協力者氏名: (自著)

【担当者著名欄]

私は、上記協力者に本研究に関する説明を十分に行い、自由意志による同意が得られたこと

を確認、します。

説明日:平成年月 日

氏名:

本同意書は、本人と研究分担者(代表:鈴木幸子)が一部づっ保管する。

A
『
ζ
J
 



資料1-3ー①
インタビューガイド1

面接DATA-r 
面接対象者

事前シート記入者:

l 一国語~l l 面接時間 | 

教員名 担当科目

ト一一一一一

ト

1、看護学基礎カリキュラム全体にどのようにかかわっていますか?

2、母性看護学・助産学の科目をどのように分担していますか?

戸、J戸、J



資料1-3ー②
インタビューガイド2

面接対象

* 以下の目標を、卒業時に到達するために、講義や学内演習、自己学習においてどのように授業を行っていますか?
具体的な科目名や授業方法、およびそれらの連続性や関連性、評価方法についてお聞きします。

目標ぬ助産計画の立案・実施冨評価の展開が主体的にできる
(例)
-事例設定

(1)どのように(肉容と方法、教材、時間で)授業を行っていますか? -事例展開方法
-ロールプレイとの兼

助産計画の立案について ね合い
-保健指導案の作成、
模擬実施

助産計画の実施について

助産計画の評価について

情報収集の優先順位、不足情報の収集方法、自ら収集できる能力の育成について

主体的にできるための工夫について

(2)授業の評価(授業運営上の課題、学生の到達度、改善点など)はどのようにしていますか?

(3)この目標を到達するために科目間の連続性や関連性をどのようにしていますか?

目標②助産診断・枝術が的確に実腕できる
(例)
①分娩期(出生直後

(1)どのように(内容と方法、教材、時間で)授業していますかっ の新生児含む)の診
断技術、②分娩介助
の技術、
③出生直後の新生児
ケア技術、
④母子・父子関係形
成(愛着形成)のため

(2)授業の評価(授業運営上の課題、学生の到達度、改善点など)はどのようにしていますか?
の技術、
~分娩期のケア技術
(安全、安楽、安心、
快適、快刺激、基本
約二一ズの充足、コン
フオート・メジャー)
⑧緊急対応・阜期発
見早期対応のための

(3)この目標を到達するために科目聞の連続性や関連性をどのようにしていますかっ 診断技術
⑦フルースタイル分
娩技術
⑧保健指導技術

五
U
Z

、u



目標③危機的状況にああ母平とその家族への樗勘が指導助言によってで香る

(1)どのように(肉容と方法、教材、時間で)授業を行っていますか?

(例)
・帝王切開、
.低出生体重児や先
天異常時の出産、
-異常出産、等の
心身の健康状態や家
族の経済状態、家族
関係の破綻による危
機的状況

目標⑧女件止ぞの実憶の煮思決定多安える援助が助言によって宴腕で者る

(1)どのように(内容と方法、教材、碍聞で)授業を行っていますか?

(伊U)
・説明方法、
-希望を読み取る方
法、
・代弁者としての役
割、
-分娩中の特性を理
解したコミュニケL
ションの方法、等

目標⑤利用者存中心とした助産ケアチームの協働1・2車犠が宇体的にで者る

良いチームワークが達成できる、メンバーシップおよびコミュニケーション技術が身につく。

(1)どのように(内容と方法、教材、時間で)授業を行っていますか。

(例)
・看護職問(学生間)、
.直接介助と間接介
助問、
・医師 a助産師間
の協働 e連携

目標(富〕白Eの車問性存深めるための看護(動産)実践ができるよろにすあために.自Rの看譜婁践型炉提り波り自E評

価主主盈
(1)どのように(内容と方法、教材、時間で)授業を行っていますか。

(例)
・EBM
-他者評価(学生院、
教員'学生間)から自
己を客観的に振り返
る

その他言主婦ケプ語力育成のために華iI主義自雇瓦で考えて己孟肉容が忘れぽ‘ご言芭瓦計三台いn

且星ム

(1)どのように(内容と方法、教材、時間で)授業を行っていますかっ

(例)
情意領域を育てる
.責任感

・自律
・やる気
.向上心
.~子奇心

-学晋意欲
など

ご協力ありがとうございました

守-戸、d



資料1-4
面接DATA A大学 |面接日
面接対象者: 准教授2名，講師2名
事前シート記入者:

額毒
講師
講師
准教捜

2009.1直接蒔闇 l 

踊雨
主に産祷期担当 r周産期の診断と技術IIJの助産診断・助産技術の講義・演習(事例を使って)
T扇雇期の診断と設荷-rrJの分姫介扇議荷の演習
可司産期の診断正技術IIJの分扇介助技術(内診Y事扉7新生児77)め演習
主i二分娩廟誼吉 一

1、看護学基礎カリキュラム全体にどのようにかかわっていますか?

全員が母性看護学(家族看護学)と助産学のすべての科目に関わる。
新任教員も多く、担当に分担は今年度より大きく変更。

2、母性看護学・助産学の科目をどのように分担していますか?

母性看護学の科目
(必修)r家族看護学概論Jr家族看護学 1J r家族看護学実習 1J 
(選択)r家族看護学IIJ r家族看護学実習IIJ

助産学の科目
(選択)r生殖と健康Jr周産期の診断と技術 1J r周産期の診断と技術IIJ r周産期実習 1J r周産期実習IIJ r生
殖と管理実習」

教員は、科目ごとではなく、妊娠・分娩・産祷と分担している
助産実習は施設ごとに分担している

3、助産師教育に関わる科目について、科目聞の連続性・関連性はどのようになっていますか?
家族看護学の科目で基礎を抑え、助産関係の科目で応用を積み重ねる形

産婦ケアは「家族看護学 1Jと「周産期の診断と技術IIJが中心

。。
ζ
J
 



面接D灯 A 8大学 i面接日 2009.11面接持間

面接対象者:教授、助教
事前シート記入者・
教員名 担当科目

診註断看・技護術I学、母I、性診看断護・技亙三術母学性E実、母習性、助看産護学活蘭動遷論輔E自、母全性て実科習巨責、周任産実習

1、看護学基礎カリキユフム全体Lどのよっにかかわっていますか?
教授:他学部1年生に対し、共通科目の一部を担当。看護研究 1. IIを担当。主1::1ま母性と助産の責任者とし
て闘っている。
助教.母性活動論E、母性実習、看護研究 1. IIを担当

2、母性看護学・助産学の科目をどのように分担していますか?

0母性看護活動論及び助産診断・技術学の分娩期ケアの部分を中心に教育担当

3、助産師教育に関わる科目について、科目聞の連続性・関連性はどのようになっていますか?

0看護2年次の全学生は、母性看護活動論 Iの内容(女性の健康→周産期看護)講義科目、母性看護活動
論Eでは事例展開を学ぶ。
03年次で基礎助産学卜基礎助産学II(コース学生でなくとも履修司)を学ぶ。方法はPBLで行っている。課題
を提示し、テーマを絞り調べさせている(助産学実習を念頭にして、基本的知識や情報の検索方法を学ぶ)
0母性実習の記録用紙と助産実習の記録用紙の基本は共通で、追加(パjレトグラムなど)して使用。助産学
実習を常に意識している。
0読み替え科目の内容を担当教員から実施の確認をし、連続性・関連性を確保している
Oコース学生の選抜は3年次12月
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母性方法11(マタニティサイクルが中心)
母性概誼
母性方法 1(ライフサイクルが中心)

霊童E

助産量11(診断・技術)演習!看護方法Eの一部を担当

助産論 1(助産診断):妊娠期
助産論 1(助産診断)ー分娩期
助産論 1:助産診断・助産過程

演習を担当上位教員サポートにより助産論の1コマを担当することもある
母性看護E業務補助(学肉の事務的な教材の印剛など授業準備)学内演習の一部サポート
学内での自己学習へのサポート

1、看護掌基礎カリキュラム全体にどのようにかか
母性看護学は生涯看護学に位置づけられている

ヵ、?

助産学は選択科目母性看護の関連の科目として助産論 1. 11 
専門支持科目におけるかかわり;母性の教員の関わりはない

III(平成21年度新カリキュラム)

実践基盤看護学におけるかかわり;基礎看護実習 1(1年次)を助教・助手が一部担当する
生涯看護学;2年次前期;母性概論 2年次後期;母性方法 1 3年前期，母性方法11 3年後期集中;助産論
1 4年次;前期助産論Eと助産実習

総合実習;4年前期
助産実習;総合実習終了後
*昨年度より助産論Iが3年の後期の集中講義となった。それまでは、4年次に助産論 Iを行っており、助産
師を希望する意思が明確になっている学生が受講していたのではないか。
助産論は自由選択科目であり、選抜は行っていない。

2、母性看護学・助産学の科
分担はシラパスのとおり
3人の教員で分担しながら行っている
助産の演習，助手・助教にも入ってもらう

か?

実習場所が明確になってからは、実習担当の教員がそれぞれの学生を担当し、最終的な分娩介助技術の
チェックなどを行う。

か?

母性看護実習:産婦と関われるか否かは、実習施設による差が大きい。クリニックでの実習は、分娩数が多い
ために産婦と接する機会が多く、体験によるイメージが広がりゃすく、必要な看護について考えられるが、総合
病院では分娩数がかなり少なく事例の確保も難しい状況であり、産婦と関わる機会も少ない。

看護総合実習・母性看護領域を選択すると分娩期を看護することができるが、選択科目であるため、他の領
域を選択する学生もいる。他領域を選択した学生は、分娩期の看護、産祷期の看護が行えていない状況であ
る。看護総合実習での体験を助産につなげていくとしヴ意識で学生にかかわっているため、他領域を選択した
学生に対しては、分娩期の看護を再度抑える必要がある。

*看護総合実習と卒業研究は自由選択科目であるが、母性看護の能力を養うことで助産師の能力を強化した
いという考えにより、助産実習を雇修する学生は看護総合実習で母性領域を選択することを強調してよいこと
が全学的な共通理解とすることができた。

*卒業研究・母性領域で卒業研究を選択した学生は、助産実習と同時進行できることや教員も学生の進行状
況を踏まえながら卒業研究を指導できるというメリットがある。しかし、他領域で卒業研究を選択している学生
の場合、他領域の多くの指導教員が助産実習期間は卒業研究ができないと認識しており、学生との調整が難
しい。学生もいくつかの課題を同時進行して行うことが難しくなってきている状況であり、助産実習の期聞は卒
業研究がで、きない状況に陥っている。看護総合実習の中で見出された課題が卒業研究につながることが多い
ため、母性領域で卒業研究を選択することをすすめている。助産実習のために時間的に厳しい状況で、あっても
動機が明確であると研究も進んでいく傾向がある。
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E盃肩百
母性看護方法 I、母性看護実習、(助産概論)、助産方法 I、助産業務管理、助産実習、コミュニ
ケーション実習E、卒業研究、大学院

准教授 母性看護概論、母性看護実習、助産概論、助産方法上助産方法E、助産方法m、助産実習、(コ
ミュニケーション実習II)、(卒業研究)
母性看護婁習、助産方法 I、助産方法E、助産実習、(コミュニケーション

1、看護学基礎カリキュラム全体にどのようにかかわっていますか?
コミュニケーション実習II(2年、後期)実習のみ2単位
保育園・幼稚園(小児)、育児グループ(母性)、事業所(地域)などで実習。
卒業研究
大学院
2、母性看護学・助産学の科目をどのように分担してい
'講義・演習】A教授:母性看護方法 I、母性看護方法E外部講師(医師)、助産業務管理

B教授.母性看護概論、助産概論、助産方法r.....m(mは外部講師中心)
C助教:助産方法E

【実習】全員
【教員数】6名。助教・助手4名はそれぞれ2名ずつ母性、助産担当とし、はっきり分け、 2.....3年毎で口ーテー
〉〆ヨー〆

3、助産師教育に関わる科目について、科目聞の連続性・関連性はどのようになっていますか?
科目内容は会議で検討し共有。
看護過程の展開の基本的な考え方は、母性と助産で変えない。
母性では事例展開をしっかり行い、助産過程にスムーズにつなげるようにしている。母性と助産で同じ記録用
紙を使用。
【分娩期の内容のすみわけ】

母性では診断ができないので看護を中心。ビデオを見せて分娩のイメージをつけてもらいながら基本的な看護
について抑えていく。

痛みの看護、アロマケアは母性では簡単に紹介する程度、助産演習科目でじっくり演習する。
【他領域】
小児:授業資料をもらい、肉容を確認。肉容が重複しないようにしたり、重要な肉容は重複しても行う。涼浴は
新生児とそれ以降の乳幼児では対象が異なるし、若干肉容も異なるので母性でも扱っている。

地域(母子保健):家庭訪問等、在宅看護で扱っているがどのような内容か確認していない。今後確認の必要
あり。
【学科全体】
看護過璽の考~1i前各領域異なるため、教務委員会で各領域での看護学習方法について情報共有をし土E
3年前期:助産概論(選択科目。助産選択でなくても履修可能。助産必修科目)
3年次生:90名(80名+編入10名) 選考時期:1月 助産震修者定員7名、編入生履修なし。
4年:4月ガイダンス後、2週間授業。助産II..... 
5月GW明けから各論実習が7週間あり、助産授業はできない。
6月末(各論実習終了後)より助産r.....rn
* 1単位45時間の科目もあり、時間数が過密であり、時間割の関係で編入生は履修出来ない。
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宣当科目
家族支援看護学概論・母性(1年後)、セクシュアリティと看護(1年後)、家族支援看護学概論
(2年前)、基礎助産学(3年前)、助産診断技術学 1(3年前)、家族支援看護学応用実習(4年前選
択)、助産学童置〔伴後)

准教授 家族支援論:母性(3年前)、病態看護支援論(2年後)、助産診断技術学 I、助産診断技術学

准教授
~年前)、家接fと支看援護費、病董態学応用実習t 助産学寒習
セクシュアリティ 護、 態看護支援論、家族支援論.母性、基礎助産学、助産診断技術学

耳、号室基亙j重量護学応用実萱I旦産萱理(4年前L勘産学実習

講師
セクシュアリティと看護、病態看護支援論、家族支援論;母性、家族支援看護学基本実習、家
族支援看護学応用実習、助産診断技術学E、助産学実習、

助教3名
家族支援論;母性、家族支援看護学基本実習、家族支援看護学応用実習、助産診断技術学
E 

合計 7名

2、母 か?

担当科目参照

3、 に関 るヰ目について、ヰ目聞の注 U ・関足 はどのよっに立ってい か?
家族支援看護学概論・母性(1年後):セクシュアリティと看護、家族支援論;母性、家族支援論;小児、家族看
護論、家族支援看護学実習;母性、助産選択科目、出産・子育てと文化
セクシュアリティと看護(1年後):人開発達学
家族支援看護学概論(2年前):セクシュアリティと看護、家族支援論;母性、家族支援論;小児、家族看護論、
家族支援看護学基本・応用実習、助産選択科目、出産・子育てと文化
病態看護支援論(2年後):療養支援看護学概論、疾病治療論、人・環境支援技術E
家族支援論;母性(3年前): 
基礎助産学(3年前)・家族支援看護学概論、家族支援論;母性、助産診断技術学 I、助産管理
助産診断技術学 1(3年前):家族支援看護学概論、家族看護論、家族支援論;母性、家族支援論;小児基礎
助産学、生活支援論;地域 I、地域E、
家族支援看護学応用実習(4年前選択):家族支援看護学概論、家族看護論、家族支援論;母性、家族支援
論;小児，セクシュアリティと看護、出産・子育てと文化、
助産診断技術学II(4年前):家族支援看護学概論、家族支援論;母性、家族支援論;小児、基礎助産学、助産
診断技術学上家族支援看護学基本実習、家族支援看護学応用実習、助産管理
助産管理(4年前):基礎助産学、助産診断技術学 I、助産診断技術学E
助産学実習(4年後)・助産診断技術学 I、助産診断技術学E、基礎助産学、助産管理、家族支援基本実習、
家族支援応用実習、
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インタビュー結果 A大学

資料1ー5

面接対象:教授・講師

* 以下の目標を、卒業時に到達するために、講義や学内演習、自己学習においてどのように授業を行っていますか?
具体的な科巨名や授業方法、およびそれらの連続性や関連性、評価方法についてお聞きします。

目標(f)助産計画の立案匹婁施・評価の震関が宇体的にで膏る

(1)どのように(肉容と方法、教材、持聞で)授業を行っていますか?

【助産計画の立案について}
0助産診断の特徴や留意すべきところ、看護診断の違いなどの講義を行う。
0記録用紙についての見本を学生に提示し、記録方法について指導して、その後、学生は臨床に行き、出産後のカルテ(教員が選別した事
例)から情報を得て、過程の展開を行っている。学生1人に対し1例行う。

【助産計画の評価について]
0助言という形式で評価を返しているが、点数をつける評価は行っていない

【情報収集の優先順位、不足情報の収集方法、自ら収集できる能力の育成について】
0提出されたアセスメント、計画立案について教員が助言する。不足の視点や判断、紙面上からは得られない情報は収集方法などについて助
言している。
O記録の返却に当たっては、面接し、学生と討議しながら、学生が不明のとこを解消できるようにしている。

【主体的にできるための工夫について】
0学生は不明な部分のノートを作成している。医学英語や用語の意味。助産計画で使用する判断のためのデーターを集めさせている。
0講義中にノートを取ることだけでなく、学生は調べて、発表し(教師役になり他の学生に教える)ことをしているので、主体性は培えているの
ではないかと考えている。また、発表時は必ず質問をする、何か発言をするように課している。

(2)授業の評価(授業運営上の諜題、学生の至IJ達度、改善点など)はどのようにしていますか?

目標②助走診断・桔術が的確に婁怖で者~

(1)どのように(内容と方法、教材、時間で)授業していますか?

0基本的知識については(健診の技術や産婦の助産診断・1・2'3期の分娩介助が中心)春休み中に課題学習している。
0学生は課題を6等分して自己学習。(ノートにまとめる、学生は教員役になりプレゼンテーションする。講義形式で模型なども利用して説
明)
0学生の資料で不足部分は教員が補足。また、強化すべきことを助言。
O学生は自分のノートへ不足分を補充する
0分娩介助技術は入院時から産後2時間までの範囲を技術部分を『介助基準」として作成。学生に配布。
O分娩第1期の部分は読み合わせをしながら討議形式で学習(読むだけでは学生は理解困難のため)
O分娩第2期からは教員が「介助基準」を用いデモンストレーションを行っている
O分娩デモンストレーションでは模型・器具を用いて講義
O分娩介助VTRは講義演習内で使用しないが、自由に毘れるよう設定している(3年次生が見ている。4年次生自己学習)
Oデモの後、学生は演習する(授業時間内で教員指導)
0フリースタイルについての講義は無い

(2)授業の評価(授業運営上の課題、学生の到達度、改善点など)はどのようにしていますか?

O学生は授業時間外(夜間・土日)で自己演習をしている
O陣痛室入室から分娩後1，2時間まで、状況設定をして技術試験(評価)を行っている。状況設定は全て異なる
O産婦役は教員が行っている
01学生に対し、3名の教員が評価。技術項目および評価視点(ex。清潔不潔の判断と行動や行動の判断根拠など)がある。3名の討議を
持って合格を決めている。点数で合格は決めていない
0実技評価している時も口頭試問をおこない行動の根拠を聞いている。
0練習不足もいるが、産婦とコミュニヤ泊ンが取れていない学生もいる、不潔な行為本人が気がつかない時は、その場で指摘し、学生へ明
確に伝えている
0実習開始は技術試験に合格が条件
0前年度の実習の学生の感想(分娩第1期のケアが大切であることに気づいた)から、来年度の授業をで第1期のアセスメントを強化したいと
考えている。

目標(吉備:機的状i児にああ母平左子の家権への樗勘が指導勘言によってできる

(1)どのように(内容と方法、教材、時間で)授業を行っていますか?

0異常に関する知識は医師が授業で教えている
0学生は春休みの課題で1つ、異常のケアについて学習し、プレゼンテーションさせている。その時不足は補足講義
O技術的なことは、ex新生児の仮死!ま臨床の非常勤講師に講義90分、演習90分で行っている
0帝王切開術は医師の講義で行っている
0家族への配慮は補足部分で行う。母性看護活動論 Iで講義している
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目盛ほ)重E盤と圭の塞自主の意思法Z査主主益援助が助言によっ主室極で童盈

(1)どのように(内容と方法、教材、時間で)授業を行っていますか?

0パースプランは助産過程(初期計画)で反映するよう情報を活用するよう教えている
0コミュニケーションは分娩介助の演習で、産婦役への演技によって、コミュニケーションのとり方を指導している
0助産診断・技術学 Iで遺伝看護を教えており、意思決定の内容がある
O実習内では継続事例のパースプランをもとに教員が助言(実習内)

自彊⑤)."QL重盛C2重掴とム準の撞謹査基杢に揖孟た援助丘動が玄室盈

(1)どのように(内容と方法、教材、時間で)授業を行っていますか。

0演習中に、露出を避ける。プライバシー保護など徹底的に教えている
0助産診断で秘守義務や倫理観について講義している
0個人情報の保護や倫理観については、病棟での情報集の際に注意を与えている
O記録には氏名、住所の記入欄は無い
O講義肉で虐待については行っている。基礎助産学EでもDVについて講義

目標⑥型l盟主査虫心とl.tニ助産tl圭一ムの撞働・連撞が主盤的にで童盈

良いチームワークが達成できる、メンバーシップおよびコミュニケーション技術が身につく。

(1)どのように(内容と方法、教材、時間で)授業を行っていますか。

O分娩介助の演習内で、医師への報告・間接介助者の役割、直接介助者の役割について助言している
0グループワークの場合はグループ内でのルール作り。守ることをしてもらっている。2年次から全学生!こ(助産・母性系の先生は意識的に)

目撞(7〕自己の裏司監査還金盃と金の重謹〔量産]塞瞳がで童盈率三に主盈た金!こs自己の重謹塞監査握U返り自己註置主主益

(1)どのように(内容と方法、教材、時間で)授業を行っていますか。
0演習や、分娩介助技術試験は事例目評価項目を事前に学生に知らせるなど、学生同士お互いに評価し合って演習(学習)している。

圭C2飽s産量生Z態II査盛のた盈に到達目撞と」工主主主い盈自室がa'l匙lιご記MださいQ

E星ム
助産師としての責任、倫理観、安全安楽について学生の態度の目標がある(実習において)

(1)どのように(内容と方法、教材、時間で)授業を行っていますか?
0講義・演習で、指導している。
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インタビュー結果 B大学 面接対象:准教授・講師

* 以下の目標を、卒業時に到達するために、講義や学内演習、自己学習においてどのように授業を行っていますかっ
具体的な科目名や授業方法、およびそれらの連続性や関連性、評価方法についてお聞きします。

目標(f)勘産計画の立案・婁腕・評価の展開が主体的にできる

(1)どのように(内容と方法、教材、時間で)授業を行っていますかっ

【助産計画の立案について】
or周産期の診断と技術IIJで一事例を提示し、4固に分けて段階的に計画立案E発表をする。

【情報収集の優先順位、不足情報の収集方法、自ら収集できる能力の育成について】
O基本的知識の確認・復習(10項目)を事前に課している。
0学力に差がある。勉強の仕方、文献の活用方法から入らないといけない学生もいる。他の学生のょいところを強調する。
orマタニティ診断ガイドフ、ツク」を使用してアセスメントするが、情報の統合ができない。ホワイトボードを使って情報の統合を一緒にやっていく。

(2)授業の評価(授業運営ょの課題、学生の到達度、改善点など)はどのようにしていますかっ

O到達度の設定が難しかった。スタンダードプランが出来上がるところをゴールとしている。
0一事例しかないので他のスタンダードプランは他の演習で作成する。ここではおもに考え方を学ぶ。
O問題解決ではなくウェルネス型という発想ができない。
0産婦や分娩経過がイメージできない傾向があるため、学内演習で教員が産婦役をリアルに演じてイメージできるようにする。

目標②助産診断・技術が的確に実施できる

(1)どのように(内容と方法、教材、時間で)授業していますか?

01週間の集中で技術演習
0講義、ビデオ学習、教員のデモンストレーションの後、学生が実習施設見IJ4グループに分かれて演習。
O夏季休暇中はグループごとに自己学習。事前に申し出て実習担当者がなるべく入るようにする。
0分娩介助技術は前半と後半に分け、状況設定(初産婦、正常経過、入室時から)をして練習。
0実習前に技術試験があり、チェック項目を提示している。
0フリースタイルは学内では演習しない。
0新生児蘇生もやっている(産科医師がインストラクター， 3時間コース)

(2)授業の評価(授業運営上の課題、学生の到達度、改善点など)はどのようにしていますか?

O陣痛を気にしながら準備をすることはできる。
0個別的進行に合わせて応用はできない。応用できないことを前提に実習初期は早めに入室しマニュアル通りにできるようにしている。
O施設に合わせた準備はすぐに対応できる。大きく違わないし。
O病院は学生がどのように分娩介助の練習をしたかを把握しており、それに合わせてくれる。

自標③危機的状況にある母平とその家族への援助が指導勘言によってで者る

(1)どのように(内容と方法、教材、時間で)授業を行っていますか?

0ハイリスクは医師の講義を土台として、ケアを追加する程度で、あまり時間をかけていない。
O帝切のケアはできるようにしている。
O異常は知識があって出会った時につなげて理解できるレベルでいいと思う。
O異常妊産婦は助産師の範囲じゃないと思わないようにする

目標⑧女性とその家族の意思決定多支えあ握勤が助言によって婁腕できる

(1)どのように(内容と方法、教材、時間で)授業を行っていますか?

0分娩時の体位など、産婦自身が自己決定できるように関われるように。
0講義のほかに、演習や学内での自己学習の時に産婦への声かけの中で話している。赤ちゃんとお母さんの声を聞くこと、産むのは産婦さん本人と伝
えている。
O自分の考えを押し付けるのではなく、産婦自信の意見を聞くことが身についている。
Oパースプランは実習で活用するため、事前に講義で紹介している。
Oコミュニケーションは母性で触れている。

，、J
ぷ
U



目謹⑤ムの基盤金重畳とム盤の撞謹査基杢に置孟た撞助丘盈が主主益

(1)どのように(内容と方法、教材、時間で)授業を行っていますか。

0演習を通してママと赤ちゃんが中心ということを伝えている。
0夫婦関係のアセスメントは実習で指導している。
0年問、随所に入っている。ここだけでカバーしようとは考えていない。
0分娩場面で、というところは母性の講義で話している。

目撞(百〕主~国主査虫心と」立助産!LZ壬ームの協畳・連握が主盤的にで童盈

良いチームワークが達成できる、メンバーシップおよびコミュニケーション技術が身につく。

(1)どのように(内容と方法、教材、時間で)授業を行っていますか。

0他職種との連携や地域との連携l立、患者の資源として何があるかを理解できるレベルを講義する。
0母性実習でのNICU入院や分娩時の産科医、小児科医との連携は体験するチャンスあり。しかし、主体的なレベルは無理で、理解して受け止めるの
が限界。
0看護管理の中で他殺種連携に触れている。
0助産所実習で、地域連携について話すように頼んでいる。
0学生同土の連傍は、学内演習でできるようになっている。しかし、学生が変わったりスタッフの間接などはできない。

自彊⑦自己の豆町監査還金盈た金の霊謹〔助産}塞躍が主童盈よヨに主盈ために.自己の重謹室躍を握り返り自己註置で童昼

(1)どのように(内容と方法、教材、時間で)授業を行っていますか。

O技術試験の項目に沿って自己評価や学生同士の評価はできている。
O自己の客観視は個別指導。表情や態度について、その時に教員の評価や受け取り方を伝えて気づくように促し言語化させる。
0技術についても教員の評価を気づいたときに伝えていく。

壬鐙他量産屋!LZ能2査虚のと金に到達目星と」主考孟工い~闘査が;;;tLlt， ;:...記ムiださいa

呈星ム

(1)どのように(内容と方法、教材、時間で)授業を行っていますか?
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インタビュー結果 C大学 面接対象教授・准教授・講師

* 以下の目標を、卒業時に到達するために、講義や学内演習、自己学習においてどのように授業を行っていますか?
異体的な科目名や授業方法、およびそれらの連続性や関連性、評価方法についてお聞きします。

目標(f)助産計画の立案・婁腕・評価の展開が主体的にできる

(1)どのように(肉容と方法、教材、時間で)授業を行っていますか?

【助産計画立案について】
《看護方法ll>>
O経事的に示した1事例(妊娠期、産傷期、新生児期)を用いて、看護計蘭を立案する。
《助産論ll))
0事例に対する助産診断を展開する。
0計画の具体策を立案する際には、ケアの根拠となるヱビデンスを文献から探すことを意識づけている。
・エビデンスの活用母性看護概論の段階からテーマレポート課題においても原著を読むことを義務づけている。
O看護過程と助産診断の違い、特に正常と異常の判断方法、助産のアセスメントについて伝えている。

【助産計画の実施について】
《看護方法n>>
Oグループごとに立案した看護計画のから、場面を設定し、妊婦役や看護師役によるロールプレイ発表を行う。
《助産論ll>>
0学生が事例(たとえば妊娠初期・中期・末期の事例)と場面(妊娠期の保健指導の問診場面・看護相談場面)を設定し、妊婦役、助産師役、観察者役の3
人一組となり、作成した保健指導案をもとに、ロールプレイを行う。

【助産計画の評価について】
《助産論ll))
Oロールプレイ実施後、グループディスカッションを行う。
O評価視点が明確になるよう意識づけている。

【情報収集の優先順位、不足情報の収集方法、自ら収集できる能力の育成について]
《助産論n>>
O学生が、妊娠期の事例を設定し、3人1組となり、事例に基づいて問診の場面で情報収集をする演習を行っている。
O情報収集:入院前の連絡から分娩までのVTR教材を用いて、必要な情報について考えさせている。
0バルトグラムの作成:VTR教材を用いて、パルトグラムを実際につけながら、記入方法を確認する。
0母性看護実習で分娩期の看護を体験してない学生に対しては、経験している学生から、情報収集に関する体験を聞くことを促している。
O情報を抜き出せなかった学生l立、他の学生が収集した情報を共有させ、深めさせている。

[主体的にできるための工夫について】
《母性方法ll))
Oロールプレイを行うための自己学習・自己練習の機会の提供として、時間外にも実習室使用できるよう開放している。
《生涯看護学演習》
Oケア計画の実施のために自己練習を行っている。
<<OSCE)) 

0助産飾経験がある院生を模擬祷婦役として活用している。
《技術のデモンストレーション》
0看護過程の展開により立案された援助技術(たとえば産樗体操・乳房管理、妊婦検診、泳浴など)の発表を行わせている。
O例年、技術項目に対する教員のデモンストレーンョンは行っていない。
O自分たちで必要な物品を準備する段階から考えさせている。
0泳浴の際の洗い方や入れ方など、学生によって多少違っていても、自分たちで考えたものであれば、それを選択して良いと言っている。
O原則的に逸脱している場合はコメントするが、こうしなければならないということは言っていない。
0施設により手順が臭なる場合l立、学生にはなぜその手11頂なのかという根拠を示して、考えてもらうようにしている。
《看護総合実習》
O自分で実習計画を立案させている。
0学生自身に自己の課題やどういう実習をしたいか、どういう目標をもって臨みたいかを明確しながら、記述させている。
O実習先との交渉も学生が主体的に行わせている。実習計画を師長に伝える中で、実習計画の課題や実習計画をより良くするためにどうしたら良いか、
対象者の視点に立った時にどのような実習計画にしていくとよいかについて現場の師長からアド，{イスをもらうようにしている。
(集団指導することが課題であり、助産師になるために集団指導の実施を希望してくる学生、産祷や新生児とのかかわりの中で、個別指導、さらに集団
指導を計画する学生、妊娠期から分娩期までの母親との関わり、家庭訪問)

(2)授業の評価(捜業運営上の課題、学生の到達度、改善点など)はどのようにしていますか?
【f青報収集】
OVTRの活用による情報収集l立、作成者の意図が明確であり必要な情報が分かりゃすく作られているため、必要な情報、分娩の3要素については収
集することができている。
0教育用教材は産婦のニーズも上手に表現されおり、ドキュメンタリーやドラマのような教材の方が実践的かもしれない。
O助産実習中、バルトグラムは、分娩進行が落ち着いているときは書いているが、そうでないときは書くことが難しい。
O産婦とは入院時から関わっていること、大学の実習記録を問診に用いているために、カルテからの情報収集だけに頼らず、直接産婦から情報収集
することはできるようになってきている。
0情報収集は出来るようになるが、情報を総合的にアセスメントすることは難しい。これは仕方ないことであり、事例を重ねていく必要があると思ってい
る。

{助産過程】
Oヱビデンスの活用 4年次前期(助産計画立案前)1立、卒業研究の計画書の立案の時期でもあり、文献検索ができるようになっている。ヱビヂンスの
高い文献を見つけることは難しい。
0エビデンスに基づいたケアであるかという視点からの評価は出来ていない。
O試験やペーパーペーシュエントを用いた助産過程を積み重ねているために、事例を用いた助産過程はある程度書けている。しかし、実際の産婦から
情報を収集する場面では、関わりをためらうために情報が得られないという傾向がある。
0助産実習中、ケースの進行状況や抱えている課題に違いがあるため、助産計薗に基づいた援助につなげていけるか否かは学生の個人差が大き
し、。
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【技術手順1
0実践の場面で、調べた方法と施設の助産師の方法が違うとき、それを疑問に思い、表現することができている。そのような体験の中から、どのような
方法で行うか決めることの必要性について考えることができている。また、どうしていけばよいかということも考えることができている。
O自分で考え、いろいろな方法があることを知っているために、教えてもらった方法をそのまま真似してはいない。
0発表のための練習は、強制している訳ではないので、行う人と行わない人の差はある。

【助産師経験のある模擬患者の活用】
0助産師経験がある院生が模擬祷婦役になりきり、痛み等の思いを表現してくれる。そのため、学生は、「痛いですか?Jという声かけや、どれくらい押
したらよいかというのが分からないという疑問を持ちやすい学生も、ここまでは大丈夫かなということを体感することができる。また、技術的にも、力の入
れ具合などが改善されてきた。また、以前よりも実習中に手が出せるようになったと思うo
O破水後陣痛が発来し不安になっている妊婦役になりきってもらい、その不安をくみ取れない学生に対して、模擬患者から「赤ちゃん大丈夫ですか?J
と尋ねてもらうことで、学生がその不安に気づけるなど、体験することができている。
【課題の多さ]
O他の課題も多いため、自己練習の時聞がとりにくいという課題はある。

目標②助産診断・技術が的確に宴怖で杏る

(1)どのように(内容と方法、教材、時間で)授業していますか?

【助産診断】
O今年度、看護展開の演習後、アセスメントする力や書く力に重点を置き、評価の視点を提示したうえで、限られた時間の中で、新たな事例の助産過
程を展開させている。
0ある程度の段階まで到達した人でなければ、産婦のケアの段階に進めないことを意識づけている。
O今年度は実習施設担当教員が学生の診断を確認した。
0助産論Eの巨標に到達していない学生は単位を認定しない。

【分娩介助技術】
0介助技術や分娩期の援助技術!ま、学生が調べたことを授業の中でプレゼンテーションさせている。ディスカッションの中で、実際の場面ではどのよう
に活用できるかについて考えさせている。その後、教員と確認作業を行う。
Oプレゼンテーションの中で、清潔操作などが違う場合、何が違うのか考えさせている。清潔と不潔の区別がついていない場合、実際に何が起きてい
るか、どのように準備されているか、不潔・清潔を考えた手順となっているか確認することにより、気づかせる。こうしなさいということは一切伝えていな
い。
0最終的にスタンダードな内容を確認していく際lこ、振り返る過程で清潔・不潔についても確認している。
0大学としては、スタンダードな介助技術を示したうえで施設における準備方法や介助方法(正面介助や側面介助)をったえる。
O実習施設の助産師にファントームを用いてデモンストレーションを行ってもらい、その模様をビデオを残し、視聴覚教材を作っている。
O学生には、事前に施設の介助方法のVTRを見て練習させている。
0助産実習直前の1週間で施設担当教員の確認の元練習を行う。
0助産実習開始後、助産師にデモンストレーションを行ってもらっている。
0フリースタイル分娩演習は導入しておらず、VTR教材による学習としている。

【集団指導】
0看護総合実習の中で、施設で行われている母親学級や両親学級の一部を担当させてもら際は、指導内容の企画・実施・評価を行っている。
0今年I立、男女共同参画センターが主催するイベントにて、ライフサイクル全般の女性が健康的に日常生活を送れるようにという目的で、タッピングタッ
チの指導の企画から運営、評価まで行った。
O過去2年ぐらい、県の次世代育成ネットワークの中で、少子化や次世代応援という目的で実施されている企業で働〈父親をサポートする父親応援教
室に参画している。妊婦の夫と1歳までの子どものいる父親、そのパートナーとともに、子育て、妊娠期や産後のサポート、子どもに関する情報など参加型

(2)授業の評価(授業運営上の課題、学生の到達度、改善点など)はどのようにしていますか?

《評価方法》
0助産実習では、実習目標の達成度という視点から評価表を作成し、評価している。
《分娩介助》
0学生自身が分娩介助技術をデモンストレーションするために、自分たちで調べたことを考えながら練習しており、手順以外の事にも目を向けられてい
る。
0介助手順の中にフリースタイル分娩が含まれることがある。しかし、自分たちが実践するための分娩介助はスタンダードな介助である傾向がある。
0分娩介助モデルを用いて自己練習をしている際に、児頭の方向が娩出の容易に影響すること、骨盤誘導線、児が圧追による会陰の変化に気づく学
生もおり、エピデンスを示すと理解が深まる。
0学内演習では、産婦の一連の流れに沿った分娩介助を行わせているが、まだ充分ではないc助産実習の分娩介助の場面で、次何をすれlまよいの
か止まってしまうこともある。何回も繰り返し練習することが必要だと思う。
0モデル人形の限界として、児頭が娩出しにくい、胎盤娩出のイメージ作りが難しい。
ヨ胎盤を娩出させるための力の入れ異合、胎盤剥離兆候などは、判断に震蕗している。
・学生が思わぬところで戸惑っている犠子から、学内での練習期聞が短く、もう少し練習する必要性がある。
0産婦役と助産師役を立てながら練習しているが、産婦のイメージが難しい。産婦のことを良〈分かった人が産婦役をやる方が効果的である。
O看護総合実習の中で産痛緩和などを体験できた学生は、分娩介助技術の自己練習に対して良い動機づけができている。練習期間2週間という切羽
詰まったケジュールであるため、学生は必死に自己練習を行っている。
0練習期間2週間という短い期間で練習をするため、技術に偏ってしまう傾向がある。
-看護総合実習までは、対象者中心の看護の視点が養われていたが、助産実習の初期は、分娩介助技術のみに集中する、局所のみ見ている、産婦
lまかり見ていると偏る傾向がある。
・技術と局所だけ見ていた、技術のための実菅をしていたと気づく学生は、産婦へのかかわり方が変わり、助産実習を乗り越えていくことができる。
《集団指導》
O授業外で行っている活動を今後は助産論mにつなげ、単位として認定していきたいと思っている。
《カリキュラム》
O看護総合実習と助産実習を前期に組み入れるカリキュラム構成が難しい。
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目標③古号機的状況にあふ母平とぞの家按への援助が指導助言によってできる

(1)どのように(内容と方法、教材、時間で)授業を行っていますか?
[助産論における異常事例】
0異常編(産科手術・ショック)として、3事例の事例(胎盤早期剥離E弛緩出血・腎動脈破裂(過去の学生が当たったことがある事例))を用い、症状に対
して何を考えるか調べさせている。なるべく短時間で考えるようにしている。(ペーパーペーシエントのみ)
0胎盤早期事l離が起こった場合を想定し、救急物品の中から、必要な物品、酸素、点滴ルートなどを考えさせ、何をアセスメントし、どう動けlまよいか考
えさせている。
0授業担当者がNICUでの臨床経験を有しているため、新生児蘇生についても今年度取り入れている。
O蘇生場面をイメージできるように、実習室に蘇生場面をセツティングをして、新生児蘇生を行っている。
Oハイリスク妊娠については、番組放映されたビデオと、実際の病院でのビデオ教材を用いている。

【NICU実習】
ONICU実習'看護総合実習終了後、助産実習開始までの2週間のうち、 1週間NICU実習を組み入れている。

【母性看護における異常事例】
《母性看護学概論>>0生殖医療や補助医療、家族関係の破綻についての講義
《母性看護方法1>>0不妊について講義
《母性看護方法IT>>O異常妊産婦事例については、知識の確認のみ。
《母性看護実習>>0帝王切開した祷婦、切迫早産妊婦の受け持ち

(2)授業の評価
0異常事例に対しても、学生は結構考えられている。
0膏動脈破裂事例は難しい事例であるが、「そういうことも起こりうるんだな」という意識づけにはなっている。
0母性看護実習では、地域の中核病院で実習を行っているため、帝王切開の祷婦を受け持つことが多い。切迫早産などの妊婦を受け持つこともある。

目標⑧)女枠とぞの家権の意思決'jj:'存安えあ揺勘が助言によって実胞で普~.a;

(1)どのように(肉容と方法、教材、時間で)媛業を行っていますか?
《概論》
O概論の中l二、パースプランを取り入れている。
《助産論n>>
Or妊娠末期の事例がそのあとどういう経過をしていくかということを考えて、保健指導を考える」という課題に取り組ませている。
《看護総合実習》
O/~-スプランやパースレビューの実践。
O受け持ち対象者の児がNICU入院となったときにスタッフとの話し合い。

(2)授業の評価
0助産計画の妊娠期の事例を設定させると、シングルマザーや喫煙歴、アルコール摂取している妊婦など、トピックスになりそうな事例を取り上げて〈
る。パーススプランを考えるためのロールプレイの中で、事例が抱えている課題を晃出すなどを体験できている。
0主体的なお産について考えることを看護総合実習目標にあげる学生は、パースプランを妊婦と一緒に考え、プランを病棟の助産師に対して伝えるこ
とはできている。
0看護総合実習の段階になると、母親の思いをスタッフに伝え、スタッフと一緒に話しあうなどの行動をとることができている。

目標⑤人の尊厳の重視と人権の擁謹存基本に据えた援勤行動ができる

(1)どのように(肉容と方法、教材、時間で)授業を行っていますか。
【プライバシーや個人情報の保護】
O実習オリエンテーションの中で、本学の個人情報保護の規定を繰り返し伝えている。

【DV】
《母性看護学概論>>0リプロダクティブヘルスライツの中に盛り込んだり、助産論Eのフィジカルアセスメントする際に、 DVを受けているか否かの観察視
点を取り入れている。
《看護総合実習>>0看護総合実習の中で臨床助産師からDVの話をしてもらうこともある。
《助産実習>>0問診・情報収集の中!こ、虐待予防の視点、家族関係の中で情報収集の視点を取り入れている。

(2)授業の評価
O実習施設によっては情報保護の誓約書を求められるため、誓約書にサインをする機会などもあり、プライバシーや個人情報の保護について意識づ
けされている。
0助産実習では、情報収集していくなかで、妊婦の母子健康手帳をみながら、受診行動などからDVについてもアセスメントできる等の力を持っている
学生もいる。
0実習施設の診療圏でDVのケースが多い地域もあり、 DVの研究をしている院生(以前実習施設に務めていた助産師)の研究をもと、助産締がDVの
意識をもって対象にかかわっている状況や、学生が関わるケースの中にもDVのケースがあるなど、授業や実習の場面でDVについてはかなり意識づけ
されてきている。
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目標⑥利用者存申心止した動産ケアチームの協働・遠権が字体的にできる

良いチームワークが達成できる、メンバーシップおよびコミュニケーション技術が身につく。

(1)どのように(内容と方法、教材、時間で)授業を行っていますか。
【ケアチーム】
《助産管理》
0ケアチームに関する話題を提供している
0同時進行で看護管理学を受講しており、看護管理学でもケアチームについて講義を受けている。

【ドューラル地域】
《助産論1>>
O県の地域特徴として、ドューラル(北から南まで長く、産科医が少ない施設や助産師が中心になってかかわっていかなければならない地域)な状況が
あり、県の地域特性を意識させるという視点で、話題として盛り込んでいる。助産師の職業的責務などを考える際に情報提供している。
0ドューラル地域の医師や助産飾にアンケート調査した結果を学生に情報提供し、学生にも考えさせたりしている。

目標 il 白 Eの車問件存深めふための看議(助産)婁躍がで告~よろにするために.白芭の看譜婁路存振り振り白色評価できる

(1)どのように(内容と方法、教材、時間で)授業を行っていますか。
《概論》
QEBMを活用しながら、ヘルスプロモーションや、エンパワーメントについて説明をいそれに関連した助産師の活動のVTR教材を用いて、どのように力
づけていくのか伝えている。
《看護総合実習》
O自己の課題を見出し、目標設定をさせている。実習計画の立案の段階から臨床指導者にかかわってもらい、中間時点で、実習の展開や実習目標の
立て方について、臨床指導者から評価を行ってもらっている。最終評価も臨床指導者を交えて行っていく中で、実習計画に基づいた振り返りとなってい
る。

【プレゼンテーション後の他者評価】
0各演習のプレゼン後の評価については、グループごとに振り替えりをしたあと、全体で振り返りをするという形式をとっている。
O他者評価をフィードパックする際には、「よい点と、もうすこし努力する点を一つずつ言ってくださいJと指導している。
0オスキーの評価の際i二、教員も「良い点ともう少し努力する点を一つずつ伝える」というフィードパックの仕方をしている。
O評価表にコメントを入れてもらうようにしている。

【個々 の振り返り】
O学生個々と振り返りを行っている。

(2)授業の評価
0他者評価方法については、演習当初は、良かった点だけを伝える傾向があるが、他者評価を繰り返し行う中で、「良い点」と「もう少し努力した方が良
い点」の双方の視点から評価したことを伝えられるようになっている。
0特Iこ、「お互いに刺激になるからもうちょっと努力するところも言ってみたらどう」と刺激すると意見を出せるようになる。
0口頭では批判的なことを述べることができないこともあるが、評価表の記述欄には、「もう少しこうしたら良いのではないか」ということは書かれてい
る。

その~し産婦ケア能力畜成のために到達同棲止しで者えている内容があれば‘ご記瓦(1望台いn

目標自分の諜題や現状を客観的に評価させる。

助産師としてのアイデンティティの確立を促す。

・自分の課題や現状を客観的に評価させることができないまま、妙なやる気を示したりする学生に対する対応

・助産師としてのアイデンティティが見いだせず、揺れている学生に対する対応

(1)どのように(内容と方法、教材、時間で)授業を行っていますか?
0授業の中で教員自身の助産師としての体験を伝えたり、ビデオや教材使用しながら、助産師としての気持の部分を富めるような働きかけを意識してい
る。

α)授業評価
O情意領域への働きかけは難しい
0対象者の視点から考えることよりも自分が実習するための視点になっているなど、自分が中心になっていることが多く、専門職としての見方はどうな
のかと切り替えさせていくことがむずかしい。(たとえば、実習における実習目標が「泳浴をしたいJ、「妊婦診察をしたい」など自分の学習行動としての目
標のみがあげられ、看護としての視点がなかなか出てこない学生)。何回か一緒に整理していく段階で、どのように看護していきたいかを明確にし、実習
終了後もどこまで到達したかを評価できるようにしている。
0看護観について語る機会がないのは、看護過程の展開で精いっぱいなであるためかと思う。看護観が不明瞭のままでは動産観は難しいと思う。もっ
と学生とかかわっていかなければならない課題であると思う。
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インタビュー結果 D大学 面接対象教授・准教授・助教

* 以下の目標を、卒業時に至1]達するために、講義や学内演習、自己学習においてどのように授業を行っていますかっ
具体的な科目名や授業方法、およびそれらの連続性や関連性、評価方法についてお聞きします。

【スケジュール(時期)]
O専門領域や看護管理実習の合間をぬって、助産科目を配置している。具体的には、4月オリエンテーション期間の後に少しと5月連休後から7月までの実
習の合問、 7月実習終了後8月もとにかくやっている。学生のモチベーションや関心が飛び飛びになって、捕まえるのが大変。
[工夫]・変わり目くらいに課題を1つ出して、その課題をまた実習が終わったら書かせて、また捕まえる0
・助産方法 I-mの中で、時間や配分が難しくなった時は内容を入れ替えることもある。
・科目によってどのような内容を扱っているかわかりずらいため、助産科目全般のオリエンテーションを最初の3コマを使用し行う。
その際、使用する教科書・参考書の紹介の他、教科書の使い方についても説明する。

【時間数1
0時間配分の関係上、教科書全部に目を通すことや授業で扱うことは難しい。
[工夫]・過去3年分の国家試験問題を渡し、7月くらいまでに教科書を全部さらって回答が出せなくても過去聞にでてくる範囲を自分たちで見つけなさい、と
いう課題をだす。(7月頃に最新問題の解答がでる。)そうするとだいたい教科書をあたれる感じになる。
【選考1
0看護過程の展開ができない学生はなるべく合格にしない。

目標m助産計画の立案・実姉l-評価の屡聞が主体的にで者る
(1)どのように(内容と方法、教材、時間で)授業を行っていますか?

【助産計画の立案・実施・評価について】
*2年生から3年生にかけて、母性看護科目で看護過程の展開をじっくり教える。
《母性方法r>>
0全ての問題抽出をして優先度とプランを立てケアを実施する。学生によって、退院時の保健指導まで実施する。
《母性科目での看護過程展開》

0小グループに分け看護過程を展開する。全員に同じ事例を提示し、グループワーク後2-3G一緒に発表。その後、事例を少し変えて、個
人作業で展開した後、担当教員に提出する。
O実習前lこ担当教員がチェックし指導をする。できの悪い学生は早めに個別面接を行う。
《前期実習(助産実習)>>
0分娩介助実習を行う施設で、度祷事例を受け持つ。母性実習から1年空いているので思い出す意味も含む。
O分娩介助実習で継続事例につなげていく。段階を踏みながら行うようになっている。
*助産履修者が決定したら、まず面権存行うn

0母性での到達度、課題を学生自身に明らかにしてもらい、春の課題を出す。
O春の課題で看護過程ができない場合は、何回もやり直しをさせて、T寧!こT寧に学生と詰めていく。
《助産方法r>>
0実習担当する教員が、看護過程の展開の指導も行う。
0助産過程の展開グループワーク(3-4人/G)後発表し、その後個人作業をし提出。グループワークの途中で教員がチェックする。グ
J レープワーク発表時は学生聞での評価、ディスカッション、質疑応答など行う。
0事例設定:なるべく実例やモデル的な事例をあげる(ペリネイタルケアや助産雑誌より)学内では書けていても1Wi]目が書けていない!紙
面事例と実際の事例での格差をなるべく無くすようにしたほうが良い。

【保健指導案の作成・模擬実施】
O授業で指導案を作成し、実際に指導を行う。4月の授業オリエンテーションの際に指導案作成と模擬実施については説明しておく。
指導案は、記録用紙で展開し、プランを立てさせる。必要に応じ、、保健指導のパンフレツトも作成させる。
パンフレットはグループで作成しても良い。そのパンフレットを継続事例で用いることもある。
O妊婦診察とセットで、外来の場面を全て通しで行う。
0継続事例でかかわれるのが30週以降なので、 30週以降の方への保健指導案を作成。
0初産・経産と事例に沿って立案して演習の中では両方に指導ができるようにと伝えている。
0情報の取り方は実習で使用するシートを使用し、その場で必要な情報を聞きながら実施する。
0学生間で妊婦役も設定。教員ともう1人学生がオブザーバーとして入る。時に夫や母親役を設定することもある。
Oいろいろな設定を用意し、学生が飽きないようにしている。
0実施後、ディスカッシヨン(不足部分、良くできた部分、課題等)し、アセスメントで情報をどのように取ってきたらよいのかも説明する。
O継続事例につなげる。
→実際に、受け答えや資料の提示の仕方等、例年に比べ良くなっている。
指導については、毎回教員がつき、評価し諜題を明確にしている。また、必ずスタッフの方に報告し評価してもらっている。

【助産計画の講義】
0事例の内容が示す意味、何を読み取れば良いのか、どのような事例にどのようなケアが行われたか、等を説明。 既習の知識とのすり合わせを行う。
Oグループワークを行う前lこ、担当教員が母性実習記録を見て、学生の到達度や課題を確認した後、学生とかかわる。
0適宣面接を行う。
O実際に実習で使用する記録用紙で展開し、とにかく1度は自分で書いてもらう。
0参考文献(今日の助産)を紹介する。→学生はそのまま貼り付けることもある。個人作業の際は、自分の言葉で考えるようにアドバイス。
Oケア計画が立てられるよう、さまざまなケアを紹介する。
0知識と一緒にコメントをする。
0入院時~分娩後(2時間)まで事例内容を設定し、アセスメントする時点を指示する。各時点で結果・評価を行う。
Oスムーズに経過した、思っていたよりも進まない、2事例をどのようなケアをしていたのか講義で説明した。
0講義でモデルとなる助産過程を提示する。
【情報収集の優先順位、不足情報の収集方法、自ら収集できる能力の育成、主体的にできるための工夫について1
0能動的な情報収集を促すもっと欲しい情報を記入するよう促す。ケアプランにあげるように説明する。
0計画ができないと次の介助に入れないこともある。わからないことがあったら教員に聞く等、現段階での準備をしっかりするように話す。記録に抵抗意識
があると能力が伸ばせない、抵抗感を無くす。
O個人面接時、母性の振り返りを行い課題を明らかにして自ら気づきょうに促す。自ら見つけて、実施できる能力を高める。
O面接待に自分にどんな課題があるのか、次に何を取り組めば良いのか、学生自身に言わせるようにする。
0動機づけを高める。 o助産に進んだという気持ちにさせる。

勺
I



(2)援業の評価(授業運営上の課題、学生の到達度、改善点など)はどのようにしていますか?
0各施設実習担当または科目責任者にそれぞれ意見交換を行う。全体のグループ発表でもコメントし、実習1-2週目に個人で提出する。
*謀題
0初期計画立案時にどういう視点が重要か、という点に力を入れて指導する。
→[工夫]・実際に実習指導する教員が最初から指導に当たることで学生は混乱しない。
-教員が自律しており、指導における教員聞の差はなく問題ない。
看護過程を抑えている授業に必ず入り、資料を見てもらい、考え方を理解してもらう。
わからないことは質問しやすくし、適宜、他の教員の資料や指導碍の様子をみて、出来ているか確認。

O来年度は時間制限がかかる。様々な事例(アセスメントやケア計画)の説明をする時間が隈られてしまう。
m主休2名入るので代替教員の確保が必要

目標②勘彦諺断・持術が的確に婁腕で者~

(1)どのように(内容と方法、教材、時間で)授業していますか?

《助産方法n>>分娩介助演習
0口頭試問・介助技術を含めて試験に合格しないと実習にはいけないよ 1というような強い動機づけを先に提示しながら進めていく。
O分娩介助手JIIlIこ沿って、分娩の3要素は、教科書(助産学体系、今日の助産、最新産科学、プリンシプル産科学)を参考にして説明。
Oデモ前後のオリエンテーション(機材や根拠の説明含め)を充実させている。
0デモでは3人(直接介助、間接介助、産婦役)がナレーションに従って動く。ナレーションの台本あり。分娩室入室~分娩4期。
O分娩介助手順は2施設問でさほど変わりないが、フリータイルを取り入れている施設もあり。
→[工夫]・フリースタイルについては、少し演習でおさえる。お手前で教えるのではなく、何のためにするのかが理解できるように。
・リアルパンツを使用しお尻をおさえたり、呼吸法の誘導を教員がモデルを示したりし、イメージ化を図る。

《助産方法II))チェック試験
0試験内容分娩セット聞く~分娩4期。
0評価表練習時に使用していたチェックリストを使用する。(実習時も同様式)
O産婦役も学生が行う。事例設定は評価教員の言う通りとする。
O不合格の学生は追試期間を設けて、他のグループメンバーとともに再度試験を受ける。
《自己練習》
0夏休み期間中は演習室を開放し、学生から質問を受ける人を決めておく。実際は実習担当教員が質問を受けることが多い。
Oチェックリストの活用実習での評価表を利用し、直接介助、間接介助ともチェックする。自他評価を行う。
0夏休みの自己練習時や技術チェックも同様のチェックリストを使用する。追試の際も同じGで行う。担当教員が必ずチェックメンバーに入
る。
O技術チェック内容清潔操作(ガウンテクニック含め)、コミュニケーションが取れているか、は外せない項目。
O夏休み自己練習や技術チェックは実習病院グループ(3-4人)で行う。
0練習可能時間月~金、9時-18時。 お盆以外はほとんど練習している。
。短い期間ではあるが、学生は真剣に頑張り自己練習することである程度技術を習得している。
↑相当な時間、教員も練習に入札コメン卜したり、指導している。
《助産方法m>>
OCTGの読み方
0帝王切開になった時の対応について

(2)授業の評価(授業運営上の課題、学生の到達度、改善点など)はどのようにしていますか?
*課題
0ケアプランが立案できても、ケア実施ができない。
→外部講師(アロマや指圧)を呼んで講義・演習。実際に経験することで、具体的な方法(触り方)が分かり、気持ちよさを実感できる。
実施することで、成功体験、快感情を高める。=今実習で実施につながっている。
産痛緩和法ー実際の事例を思い出せるように工夫する。
食事や休息、案楽な体位等、分娩第1期に必要なケアに関して、学内にあるものを使用していろいろ試してみる。
教員がどのようにケアするのか、実際にやってみせる。
0学内演習では、教授に限界がある。
特に内診。イメージと実際とのギャップが大きい。新たなモデルの開発が必要。
必ずポケットに定規を入れてもらい、内診後すぐに確認するように促している。
O実習施設にファントームを持参する。学内での事を思い出せるようにしている。

目標宮〕信:機的状混にああ母平とその家族への樗勘が指導助言によってで者る

(1)どのように(内容と方法、教材、時間で)授業を行っていますか?
《母性科目》正常・異常分娩について講義する。
《助産科目》助産産科医からの講義(助産m)

新生児蘇生のデモ:外部講師に講義+演習。学生も実際に演習を行う(3コマ使用)
《助産科目演習》
0吸引分娩は、教員が立ち位置や会陰保護方法等の説明する。
O学生とともに人形を使用し、実際に引いてみたりしている。
《助産実習》
O周産期センター、こども病院へ行き、スタッフに実際のケアについて講義を受ける。
O実習に向けて、事前学習をやってもらう。
0家族への対応や、未熟児について見学を通して学ぶ。
*課題
0家族への援助はまだできていない。
OCS:ロールプレイなど演習では難しい。
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目標⑨女件と子の家族の責思決定存支える援助が助言によって婁怖できる

(1)どのように(内容と方法、教材、時間で)授業を行っていますかっ
《助産科目演習》
O産痛感和のロールプレイ場面などで、お互いに産婦役をしてもらう。役割をとってもらうことで対象理解を促している。
《助産実習》
0継続事例では、パースプランを作成する)

目標⑤人の尊厳の重視左人権の擁諸多基本に据えた援助作動ができる

(1)どのように(肉容と方法、教材、時間で)授業を行っていますか。
0助産業務管理の講義、実習オリエンテーションに内容を盛り込む。

【DVや虐待について】
《基礎カリキュラム科目》
0倫理学や看護倫理学で内容を取り上げているか。
《母性看護学概論》
0ほとんど国師対策になってしまう。 2コマ使用し、法律の解説を行う。
O母子健康手帳を矯入させる。どの部分が変わったのか、変わった内容はなぜ変わったのか、その意味・意図を考えさせる。
《地域母子保健》
ODV、虐待のケースについてカンファレンスする機会があることもある。

*課題
Oカリキュラムがもう少し増やせれば、この辺りを強化していきたい。

目標(古〉利用者安中心とした助産ケアチームの協働・ i車犠が宇休的にで普~

良いチームワークが達成できる、メンバーシップおよびコミュニケーション技術が身につく。

(1)どのように(内容と方法、教材、時間で)授業を行っていますか。

《助産選考時》
0助産師就職希望でないと取らない。チームでやれない学生は取らない。
《演習E実習時》
O固定チームで行う。
0早めに実習の学生・教員配置を決め、自己練習も一緒に行えるようにする。教員も決定することで継続して学生を見ていく。
O学生同士や教員と学生の信頼関係を作っていけるようにする。
0学内でチームで連携することの重要性を理解してもらう。
0実習配置を設定する際は、学生問、学生・教員問、学生・施設スタッフ聞でうまくやっていけるか等、考慮して決定する。

目標(j)自己の車門性多深めるための看謹(ltIJ蔭)宴躍ができるようにするために、自己の看謹婁践脊振り返り自己評価できあ

(1 )どのように(内容と方法、教材、時間で)授業を行っていますか。
【自他チェックリスト(評価表)の活用】
0分娩介助では直接、間接介助、新生児ケアでは評価表がきちんとできている。
0保健指導や痛みのケア等も評価表を作成することで自他評価しやすいのではないか。
Oグループ内での自他評価、教員評価を行うことを常に心がけている。
0自己評価を尊重することを前提とする。
・自己評価できるようにフィードパックする。教員は学内からずっと一緒にいるため、学生の成長をよくみれる0
.自己評価が高すぎる、低すぎる学生、両方とも難しいが、呼んで面談をし、課題が明確になるように支援する。

【EBM】
OWHOお産の59カ条を紹介する。
0自分違が研究を積み上げることが大切。データをとることを繰り返すことでEBM高める。
O本当にそうなのか?と考える姿勢が大切。
0さまざまな面で再検討が必要。(骨盤計浪IJ、児頭計測、レオポルド、ドライテクこック、泳浴等)
O卒研の支援:論文をまとめる作業だけでなく、学会発表も促す。

その.ft!!..毒婦ケア能力育成のために到達目標止して衰えている肉容示あれU.ご記入くだ声い内

目標.助産師としてのアイヂン子ィ子ィ存確立できるn

(1 )どのように(内容と方法、教材、詩間で)授業を行っていますか?
O自分がどんな助産師になりたいか、5年後何をしたいのか→今、何をしたら良いのか?具体的に自己課題が明確になるように直接を行
つ。
0実習前に自分がどのようなMWになりたい、こうなりたい、実習後にこうなっていたい等、という内容を符護に記載し、 KJ法で分類し模造
紙に貼る。
模造紙は助産漬習窒に掲示し、いつでも見れるようにしている。 (3年前より。先輩のものも見れる)→実習前の動機付けにもなる。

*課題:アイデンティティが育ちづらい?
0選考時に助産師にならない人は取らないと明言しており、受験時に助産師希望者のみに絞られているため、さほど課題ではない。

73 -



インタビュー結果 E大学 面接対象:教授・准教授

* 以下の目標を、卒業時に到達するために、講義や学内演習、自己学習においてどのように授業を行っていますか?
具体的な科目名や授業方法、およびそれらの連続性や関連性、評価方法についてお聞きします。

目標n動産計画の立案・婁腕・評価の展開が主体的にで者る

(1)どのように(内容と方法、教材、時間で)授業を行っていますか?

【助産計画の立案について】
《助産診断技術学 1(妊娠期l>>
0助産診断の概念、診断過程、診断の理論について講義。
《助産診断技術学rr>>
0初めに初産婦の事例を展開する(4年生4月上旬)。特にここでは初期診断〔入院時)を行うことを目的にしている。
O個人指導を行って、教員のOKがでれば、経産婦の事例を展開する(4月中旬)。
0最後に、発表とフィードバック(助言)を行っている。その後、 PBLによる経過診断の事例展開(4月末)を行っている。
OPBLはグループで行っている。3事例を使って行っている。
0事例としては正常を逸脱しそうな初産婦や微弱陣痛である体重の少ない胎児で子宮口7cmである経産婦の事例などを提示している。
012名に同じ事例を提示している。
Oさらに実習のインターパルで前半実習の受け持ち事例の助産過程を発表。

【助産計画の評価について】
O評価は特に行っていないが、学生は計画の発表と教員からの助言・フィートXけを受けている。

【情報収集の優先順位、不足情報の収集方法、自ら収集できる能力の育成について】
O計画発表時の教員からの助言を元に育成している
0経過診断では、あえて情報を少なく提示し、学生に必要な情報を気づかせるよう工夫している。

【主体的にできるための工夫について】
0助産計画を立案するための基礎的看護ケア知識を充実させるために、3年次(選抜後)春休みlこ3課題を出している。
Oその課題を行うために図書館を利用できる環境を整えている。特に、助産関連のコーナー(特別ワゴン)を整えている。
O課題'
⑦国家試験過去問題〔前年)を調べさせ、回答の根拠を教科書で学ばせている。
妊産祷期・新生児期の②特に妊娠期健康教育についてまとめさせる。特にこれも根拠となる知識の裏づけを学習〔文献提示〕させている。
分娩見学ができていない学生もいるので③ビデオ学習をさせている。ビデオにシナリオが書かれており、台詞が書かれている。学習よ大切なところにはコ
ピーできるようになっており、学生はコピーに書き込みをいれて学習できるようにしている。(ビデオは図書館にある)
0春休みの課題は図書館を充分活用させるようにしている。学生は結構忙しい。

(2)授業の評価(授業運営上の課題、学生の到達度、改善点など)はどのようにしていますかっ

0発表により、助言をしている。成績という評価ではない。(動産診断技術学IIIま筆記試験として評価している)
0小さい教室で授業を実施。広いと学生の集中が少ないので。質問を良くして、答えることの訓練(臨床で助産師に質問されてもうまく答えられないこと
の無いようにしている。
O実習の中で3割程度が助産過程展開の評価となっている。

目標②助産診断 a投術が的維に婁怖で告る

(1)どのように(内容と方法、教材、時間で)授業していますか?

《助産診断技術学II)) 
0分娩の生理、 3要素、分娩期の診断の特徴、助産診断の立案の講義肉で授業。
0分娩進行の徴候を見逃さないよう重要なポイントを教授。さらに教員が作成した事例を示し学生の判断をさせ〔発言させる)ている。
《助産診断技術学II))
09コマで分娩第2期から第4期、および出生直後の新生児のケアをデモンストレーションと演習。
0さらに夏休みに(授業時間外)、日程をつくり、各学生5固まで直接指導に教員は当たっている。
O学生は産婦役や間接介助をしながら、他の学生が指導されているのを見学できる。
0評価(試験)を受け、さらに実習施設で行われている方法及び同じ器具の分娩セット、で5由直接指導を受けている。
0教員は演習から学生と組んで指導しているので学生の癖、弱点を把握でき、サポートするべきところがが明確になっている。
O清拭・道尿など基礎的看護技術について確実に実施できるかチェックしている。 1まぽ1週間をかけて行っている。
O臨地オリエンテーション期間で学生は学内で自主的にトレーニングをする。(授業時間外で教員指導)
0フリースタイル出産の技術についてはこれからの課題ではあるが情報として学生に提示。文献・DVDなどが図書館にあることも提示。

(2)授業の評価(授業運営上の課題、学生の到達度、改善点など)はどのようにしていますか?

O筆記試験は6月、筆記試験に合格者が8月に実技試験をうけられる。
Oチェックリストを用いて、教員が産婦を想定し、直接・間接介助を学生が行う。産婦役は教員が担当する。
O技術の最終評価の合否は教員の合議で決定している。
0課題については年々 がーシ.ヨン7")7

0

している。
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目標③危機的状混にある母手とその家旗への揺助が指導助言によってできる

(1)どのように(内容と方法、教材、時間で)授業を行っていますかっ

《助産診断技術学11))
0小児科医から新生児の病態生理および蘇生法を演習してもらっている。
O産科医からはハイリスク妊婦の管理や胎児心拍記録を学生が判読できるよう教授している。
《助産診断技術学耳》
0ハイリスク a異常分娩時の診断とケアの中で講義している。
O母性看護や小児看護の授業でも重複して教えられている。
0授業の中では時間数は少ないが、実習でチャンスがあれば、学習している。

目標⑨女性とその家族の責思決定存支える援助が勘言によって実腕できる

(1)どのように(内容と方法、教材、時間で)授業を行っていますかっ

0基礎助産や家族概論、最初に(教わる)看護概論・基礎看護などで講義されている。
0基礎助産ではケアの基本となる考え方を教えている。選択の部分ではなく、看護の部分で基本として教えられている。
01¥ースプランは実習での助産過程の展開で行っている。
Oコミュニケーションについては演習の中で、具体的にロールプレイを用いた教育(産婦の陣痛時に声をかける学生には、痛みのあるときには答えられ
ないでしょうとか、そのたびにかなり厳しく指導している)を行っている。

目標(吉〕人の葺磁の童相土人権の擁護存基本に据えた揺勘行動ができる

(1)どのように(内容と方法、教材、時間で)授業を行っていますか。

0基礎助産や家族概論、最初に(教わる)看護概論・基礎看護などで講義されている。
0基礎助産ではケアの基本となる考え方を教えている。選択の部分ではなく、看護の部分で基本として教えられている。
O分娩介助演習の時I二、産婦役の教員から、産婦としての感懇や要望を必ず伝えいている。

目標⑧利用者存中心止した尉1摩ケアチームの協働・連機が主体的にで;!i-~

良いチームワークが達成できる、メンバーンップおよびコミュニケーション技術が身につく。

(1)どのように(内容と方法、教材、時間で)授業を行っていますか。

0協働、連傷に特化した授業はないが、実習の中で培われている。
O情報の共有などは、実習カンファレンスなどで強化している。
0受け持ち事例の情報を担当助産自市に提供するようには指導している。(担当事例のショートカンファレンスに参加させ発言を促している)

目標(i)自己の車門性存深めるための看護(助産)実践ができるようにするために‘自Eの看譜実路多握り返り自芭評価できる

(1)どのように(内容と方法、教材、時間で)授業を行っていますか。
0介助実習終了後に自己を振りかえるために指導者により助言(学肉では演習)

その杭産婦ケア静力育成のために至11直自槙として考えている肉容があれば‘ご罰天三百さいn

且壁土

(1)どのように(肉容と方法、教材、時間で)捜業を行っていますか?
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